


序 文 

 

 国際協力事業団（現 独立行政法人 国際協力機構）は、フィリピン国政府から技術協力の要請を受

け、平成 15 年 8 月に第 1回事前評価調査団を現地に派遣し、関連情報を収集するとともに協力の枠組み

についてフィリピン国政府関係者と協議を行い、調査結果をプロジェクト・ドキュメントに取りまとめ

ました。そして平成 16 年 1 月から同年 4月にかけて第 2回事前評価調査団を現地に派遣し、討議議事録

（R/D）の署名を行いました。 

 この報告書が本計画の今後の推進に役立つとともに、この技術協力が両国の友好・親善の一層の発展

に寄与することを期待します。 

 終わりにこの調査にご協力とご支援をいただいた両国の関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表し

ます。 

 

平成 16 年 6 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

理事 北原悦男 
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第１章 要請背景 

 

1960年代、わが国への最大のラワン材輸出国であったフィリピンの森林は、過伐採、放牧地・農地へ

の転換などにより減少を続け、国土面積に占める森林率は戦前の6割から2割弱(1998)に急減した。この

ため、台風などの集中豪雨で表土の流出、土砂崩れ、洪水などが多発し、山村の疲弊と貧困を助長して

いる。このような事態に対処するため、比国政府は1995年より「地域住民による森林管理

（Community-Based Forest Management: CBFM）」を国家戦略に位置付けた。このCBFMプログラムは、環

境天然資源省や地方自治体の支援のもと、林野地に居住する住民に森林資源の再生・保全を委ねると共

に、森林資源からの恩恵を住民に還元することにより、森林保全と貧困問題の改善の両方を目指すもの

である。また森林管理の担い手である住民の生計を森林資源の持続可能な利用を通じて向上させること

により、住民に森林を保全しようとする動機や、森林保全に必要な資金力が培われ、その結果持続的な

森林管理が促進されるという好循環をもたらそうとするものである。 

フィリピン政府は上記プログラムに基づき、2008年までに900万haを政府と住民間のCBFM契約地とする

計画を策定した。現状このCBFM契約地は合計100万haを越えているが、多くの契約地では計画的な森林管

理や生計向上活動が実施されておらず、持続可能な土地利用が具現化に至っていない。また住民による

森林管理・生計向上活動を支援するべき環境天然資源省や地方自治体などの行政機関も、財政力、技術

力の不足からこれを十分に行えていない。 

フィリピン政府はこのような状況を踏まえ、CBFM 契約地の適切な管理が持続するため、またプロジェ

クト対象地域以外にも普及するためには、管理の主体である住民組織が自主的に活動を計画し実施して

行く能力を培うこと、また環境天然資源省及び地方自治体の職員がそのような住民組織の活動を支援し

ていく能力を付けることが重要であると考え、彼らの能力強化を目的とした技術協力を我が国に要請し

た。 
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第２章 調査・協議の経過と概略 

 

本プロジェクトは 2002 年 6 月に行われた持続的森林管理プロジェクト形成調査を踏まえ、次の 2回の

事前評価調査を経て形成された。 

 

（１） 第１回事前評価調査 

１）時期：2003 年 8 月 10 日～9月 13 日 

２）団員 

総括：堀正彦（国際協力事業団森林・自然環境協力部 次長） 

   森林経営：嶋崎省（農林水産省林野庁国有林野部管理課監査室 監査官） 

   協力計画：前田陽子（国際協力事業団森林・自然環境協力部森林環境協力課 職員） 

   社会経済調査／計画分析：廣内靖世（株式会社 国際開発アソシエイツ パーマネントエキスパ

ート） 

   参加型森林管理：山本渉（株式会社 レックス・インターナショナル） 

３）概略：サイト調査、関係者協議を行い、協力計画の概要を作成した。 

 

 

（２） 第２回事前評価調査 

１）時期：2004 年 1 月 28 日～4月 24 日 

２）団員 

総括：堀正彦（独立行政法人国際協力機構森林・自然環境協力部 次長） 

   協力計画：飯田美奈子（独立行政法人国際協力機構森林・自然環境協力部森林環境協力課職員） 

   村落開発：福村州馬（株式会社 タックインターナショナル） 

   アグロフォレストリー：合原裕人（無所属） 

   研修・普及：滝勝也（農林水産省林野庁森林整備部計画課海外林業協力室海外指導班 研修係長） 

３）概略：更なるサイト調査、関係者協議を行い、協力内容を精査し、最終 R/D 案とプロジェクト・

ドキュメント案に取りまとめた。 
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第３章 プロジェクト・ドキュメント 

 
 
 

 
 
 
 
 

フィリピン国 
地域住民による森林管理プログラム強化計画  

 
 
 
 
 

プロジェクト・ドキュメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フィリピン共和国環境天然資源省 (DENR) 
 

独立行政法人 国際協力機構 (JICA)
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I．序 

 
フィリピンでは乱伐や非持続的な農業開発などにより森林が減少し、天然資源や地域住民の

社会経済状況に深刻な影響が及ぼされてきた。フィリピン政府は荒廃地を復旧させるために

植林などの努力を重ねてきたが、進捗は遅々としている。外国からの資金援助も与えられて

きたが、植林地の適切かつ持続的な管理が行われることが未だ重要な課題となっている。こ

れらの失敗は、地域の林野地の管理主体者が林野地を持続的に管理するための適切な実施体

制や実施能力を持ち合わせていないことに帰されてきた。政府の植林予算が減少してきたこ

と、また政府のみでは林野地の復旧を行えないという過去の教訓から、環境天然資源省

（DENR）は 1995 年に「地域住民による森林管理（CBFM）」を持続的な森林管理のため

の国家戦略に定め、1996 年に CBFM プログラム（CBFMP）、1997 年に戦略行動計画を策

定した。CBFMP は 900 万ヘクタールの林野地を、その中や周辺に住む地域住民の参加を

通じて効果的に管理することを目指している。 
 
国際協力機構（JICA）は、2002 年 2 月にフィリピン環境セクタープログラム形成調査団を

派遣し、CBFMP が法定林地の持続的な管理に有効な主要プログラムであるとして CBFMP
へ支援を行うことが妥当であると判断した。同年 6 月に派遣された持続的森林管理プロジ

ェクト形成調査団は、効果的な CBFM が行われるために強化されるべき分野を更に調査し

た。これらの調査結果に基づき、フィリピン国政府は日本国政府に対し、フィリピンにおけ

る CBFM を強化するための技術協力を要請した。実施機関は DENR ということであった。

この要請を受け、JICA は 2003 年 8 月に第 1 回事前評価調査団、また 2004 年 2 月には第

2 回事前評価調査団を派遣し、プロジェクトの枠組みについて DENR と協議を行った。会

議やサイト視察を通じ、プロジェクトの目標は住民組織（PO）が DENR、地方自治体（LGU）

および他の関連機関の支援を受けつつ、CBFM 対象地の森林・土地資源の保全、復旧およ

び持続的利用を主体的に行うということで合意した。更にプロジェクトは大きく次の 4 つ

のコンポーネントから成り立つこととなった：(1)CBFM の実践・教訓の場としてのモデル

サイトの開発、（2）研修と普及、（3）情報ネットワーク開発、および(4)CBFM を改善する

ための政策提言。 
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II. 背景 

 
2.1 フィリピンの社会経済状況 
 

2000年5月現在のフィリピンの総人口は76,504,077人、人口密度は255人/km2である。

1995年から2000年の人口年間増加率は2.6％であった。2000年における平均世帯人数は5
人であった（国家統計局、2003）。フィリピン人は単一民族ではなく、様々な民族から

成り立っている。公用語はタガログ語に基づいたフィリピノ語と英語であるが、タガログ、

セブアノ、イロカノ、ヒリガイノン（イロンゴ）、ビコール、ワライ、パンパンガ、パン

ガシナンなどの方言も使われている。  
 

2002年のGDPは771億米ドルであり、年増加率は4.6%であった。GDPのうち農業セクタ

ーは14.9％、産業セクターは31.6％、サービスセクター53.5％を占めた。GNIは815億米

ドルであったが、一人当たりGNIは1,020米ドルであった (世界銀行、2003)。国家貧困レ

ベル（一人当たり年間11,605ペソ)以下の世帯率は、2000年現在28.4％であった(国家統計

調整委員会、2003)。 
 
平均寿命は2003年現在、男性が67.23歳、女性が72.48歳である。乳幼児死亡率は1998年
現在、1000人中36人である。識字率は93.9%、小学校進学率は2000年現在96.4%である(国
家統計調整委員会、2003)。    

 
2.2 フィリピンにおける森林セクターの現況 
 

2.2.1 森林資源の減少 
天然林は 1970 年には 1090 万ヘクタールあったが、2001 年には 540 万ヘクタール（国

土の 18％）しか残っていないと推定された（森林開発マスタープラン、2003）。天然林

は毎年 17.7 万ヘクタールずつ減少したことになる。この森林減少の原因は、人口密度の

増加、無秩序な伐採、伐採後の農業開発、違法伐採などである。天然林は非生産的な草地

に転換され、それは国土の 3 割を占めるようになったと推定されている。流域における

森林の減少は土壌堆積を引き起こし、インフラの寿命を縮め、水資源に深刻な影響を及ぼ

している。 
  
2.2.2 木材生産の減少と違法伐採の増加 
フィリピンにおける木材生産はここ 30 年間に激減した。GNP における森林セクターの

割合は 1970 年の 12％から 1990 年代後半には 0.1％にまで減少した。木材の国内消費は

1998 年時点で４,000,000m3程度であるが、このうち６割は違法伐採から来るものと推察
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される。木材生産の減少は森林セクターにおける雇用機会を大幅に減少させた。 
 
2.2.3 植林地の増加 
天然林の減少により、植林の重要性は高まった。DENR は 1986 年に国家造林プログラ

ムを開始し、2000 年までに 140 万ヘクタールの植林を行うことを目標に打ち出した。こ

れに基づき、例えば 1989 年に開始された森林セクタープログラム（Loan1）では 224,000
ヘクタールの植林が行われた。  

 
2.2.4 CBFM の出現  
1995 年の行政命令第 263 号により、「地域住民による森林管理（CBFM）」が国の森林資

源の持続的開発を確保するための国家戦略として打ち出された。これは社会的公正を促進

し、林野地や近隣に住む地域住民の暮らしを改善することも目的としている。CBFM は

森林資源の管理、復旧、保全および利用における地域住民の重要な役割を認識するもので

ある。  
 

2.2.5 流域管理の概念 
フィリピンには 421 の流域があるが、それらの殆どは小規模なものである。上流域の植

生は、乱開発と不適切な管理がもとで森林面積が減少したことにより、劣化している。7，
8百万トンの土壌が毎年流失し、その影響は国土の7割に及んでいると見積もられている。

このような状況は、主要貯水池の貯水量や林業・農業・水産業の生産を著しく落としてい

る。流域管理は、国の生命を支えるシステムを維持するために重要視されてきているので

ある。DENR は 154 の優先流域（1200 万ヘクタール）と 125 の流域保護区（140 万ヘ

クタール）を指定している。 
 
2.3 フィリピンにおける CBFM の戦略と現況 
 

2.3.1 基本原則 
CBFM は森林・林野地に住む地域住民が森林の保全・開発・管理を行うとの期待のもと、

彼らに対し一連の権利と義務を付すものである。CBFM は従来の規制的な森林管理から、

開発的で住民・サービス志向の森林管理へのパラダイム変化と見なされる。CBFM プロ

グラム（CBFMP）は 1）地域住民が林野地に住みその資源を利用する権利、2）地域住

民が林野地を保全・復旧する義務、および 3）国家及び地方レベルにおける政府が地域住

民を支援する義務を定めるものである。CBFM 契約（CBFMA）は、政府と住民組織間

の生産分与契約と捉えられる。 
 
2.3.2 戦略行動計画と CBFMP 
1997年のDENR戦略行動計画では、2008年までに900万ヘクタールの林野地をCBFMP
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による管理下に置くという目標が立てられた。2003 年 12 月現在、5,503 の CBFM プロ

ジェクトが 597 万ヘクタールの林野地をカバーしており、住民組織は 2,877 存在する。

このうち CBFMA を交わしている住民組織は 1,577（303,950 世帯）で 157 万ヘクター

ルを占め、先住民土地保有権（CADC/CADT）所持者は 99,331 世帯、250 万ヘクタール

に及んでいる。法定林地の相当部分は既に地域住民の管理下に置かれているのである。 
 
2.3.3 CBFM 実施強化にかかる DENR の組織改編 
DENR は CBFM の実施を強化するために、2004 年に地域森林技術ディレクター

（Regional Technical Director for Forestry）の下に地域 CBFM オフィスを創設し、地

域レベルにおける CBFM の実施を管理することとした。 
 
2.3.4 2003 年行動計画 
2003 年 2 月には、マルチ・ステークホルダー考察ワークショップにより、2003－2004
年のCBFM行動計画が提案された。これにはCBFMプロジェクトの実施に際するDENR
と PO の透明性と説明責任の向上、PO 連合の強化及び民間その他支援機関との連携強化、

DENR 出先機関やフィールド･スタッフの能力強化、CBFM 情報システムの改善、CBFM
に関するマルチ･セクターの参加の制度化、CBFM エリアの保全と開発にかかるリソース

の動員、成功例のビデオ作成及びエコシステム調査開発局（ERDB）により開発された技

術を使った有益な事業の展開などが含まれている。 
 
2.3.5 LGU との連携強化 
流域や林野地において、LGU が DENR と長期の共同管理契約を交わせるよう、DENR
と内務自治省（DILG）の間で Joint Memorandum Circular (2003-01)が締結された。こ

の Circular は森林管理における DENR と LGU の連携を強化するものである。  
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森林管理に関するフィリピンの主な政策 
政策名、発効日 主な焦点と目的 

改正森林法（大統領令第 705
号）、1975 

放牧地を含む森林・林野地の資源利用権の計画策定・割当を所掌する部局

として森林開発局 (BFD)を創設し、以下の権限を与える。 
1) 多目的使用、択伐制度、土地分類の採用 
2) 林野地と産業植林地の区分け 
3) 主要保全・植林戦略の策定 
4) 国勢調査の実施 
5) 林野地の占拠者の初期特定 

フィリピン国憲法 1987 全ての天然資源の国家による所有を認める。 
国家に対し、天然資源を独自に開発・利用するか、あるいは共同生産・合

同ベンチャー・生産などの協定を締結する権限を与える。 

DENR の組織改編（行政命

令第 192 号）、1987  
BFD を line agency から staff bureau に変更。BFD は計画立案、政策形

成、モニタリング、森林セクターの基準設定により専念することになる。 
DENR に天然資源の保全、管理、開発、許認可、統制を行う権限を与える。 

地方自治体法（共和国法第 
7160 号）、 1991 

DENR の機能の一部、特に ISF（CBFM の前身）エリアの管理を地方自

治体に委譲する。公園や共有流域に加え、5000 ヘクタール未満の共有林

の管理も地方自治体に委譲。 

国家統合保護区システム

( 共和国法第 7586 号)、
1992 

森林・林野地の一部を生物多様性の保全、生息地の保護、流域保全、生態

系バランスの維持等のために保護区に指定。この政策により保護区内に土

地を保有する移民や先住民族の合法性が認められることになった。 
 

地域住民による森林管理

（CBFM）戦略（行政命令

第 265 号）、1995 

法的拘束力はないが、CBFM を持続的林業と社会的公正の国家戦略として

採用するよう DENR に命令。これにより DENR は全ての社会林業関係の

プログラム／プロジェクトを CBFM プログラム下に統合できるようにな

った。 
先住民の権利に関する法律

（共和国法第 8371 号）、

1997  

政府に対し、新設された国家先住民委員会を通じて先住民族の権利を認

知・保護・促進するよう命令。これにより国家先住民委員会は先住民土地

保有権（CADC）を発行できるようになった。実施要領（Implementing 
Rules and Regulations)により DENR により発行された全ての CADC の

国家先住民委員会（NCIP）への移管が規定された。 
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2.4 関連プロジェクト 
 
ドナー機関の支援を受けた関連分野の主要プロジェクトは、以下のとおりである。 
 

ドナー機関の支援を受けた主要プロジェクト 
プロジェクト名 森林セクタープロジェクト (FSP) 
概要 広範な住民参加により森林保護と法執行を通じた森林復旧を推進し、貧困を緩

和し、収入機会を向上させることを目的とする。100,000 ヘクタールの荒廃流

域の調査、70 の住民組織の形成、68,000 ヘクタールの植林（うち 57,000 ヘク

タールは流域、11,000 ヘクタールはマングローブ林に位置する）の実行を目標

とする。 
プロジェクト期間 1993 –2003  
ドナー機関 JBIC 
プロジェクト･サイト 全国 
プロジェクト資金 借款分も含め＄80 M  
プロジェクト名 水資源開発プロジェクト 
概要 国家流域管理戦略と重要流域に対する長期プログラムを作成し、3 つのパイロ

ット流域で流域管理計画を実施。プロジェクト活動は 2,700 ヘクタールの測量

調査、果樹や有用樹の植林、1,240 ヘクタールの森林保全、8 つのアグロフォ

レスリーのデモファームの建設、教材の開発、マーケット用の道路建設等。 
プロジェクト期間 1997－2004（7 年間） 
ドナー機関 DANIDA：フェーズ I&II 

IBRD：フェーズ III&IV   
プロジェクト・サイト Region 4,9 
プロジェクト資金 借款分も含め＄10.84 M  
プロジェクト名 コミュニティーによる資源管理プロジェクト (CBRMP) 
概要 上流域における森林破壊を防ぐため、技術移転に関する研修、林業・CBFM 戦

略の政策研究、及びサブプロジェクトを実施。140,000 ヘクタールの地図作成、

アグロフォレストリー技術マニュアル、政策の集積が完了済。 
プロジェクト期間 1998－2003（5 年間） 
ドナー機関 IBRD 
プロジェクト・サイト Region 5,7,8,13 
プロジェクト資金 借款分も含め＄5.0M  
プロジェクト名 天然資源管理プログラム 
概要 天然資源の保護と持続的な管理におきDENRが効果的な政策を策定する能力、

また NGO、コミュニティー及び民間セクターの役割を高めるため、CBFMA・

CADC の作成支援、および 3000km の沿岸管理支援を実施。 
プロジェクト期間 1990－2002（12 年間） 
ドナー機関 USAID 
プロジェクト・サイト Region2,4,5,7,10,11,12,13 
プロジェクト資金 GOP カウンターパート分も含め＄164.5M  
プロジェクト名 コミュニティー・フォレストリー・プロジェクト（キリノ州） 
概要 地元住民組織による持続的な森林管理を推進するため、7 箇所の CRMF の作

成、3 箇所の AWP/RUP の実施、820 ヘクタールの植林、道路開発、農民への

マイクロ・クレジットの提供、LGU の土地利用計画作成等を支援。  
プロジェクト期間 1994－2003（9 年間） 
ドナー機関 GTZ 
プロジェクト・サイト Region 2 
プロジェクト資金 GOP カウンターパート分を含め＄8.6M 
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III. フィリピンにおける CBFM の主要な問題  

 
3.1 CBFM の制度的枠組 
 
CBFM の実施にはパートナーシップ、協働、現場での支援、そして持続的な取り組みが必

要である。CBFM 戦略においては森林や林野地の資源を PO に移管し、彼らが自らの社会

経済状況を改善するためにこれら資源を復旧・保全するのを支援し、森林・林野地の持続的

な管理から生じる公的・私的利益を上げるための政策的な支援やサービスを提供することと

なっている。CBFM 活動における主要関係者の役割・機能は以下のとおりである。  
 
(1) 住民組織(PO) 
- 森林や林野地の土地・資源利用権保有者として、契約地の保全・管理・開発を行う。 
- CBFM 対象地の隣接地の保全において政府を支援する。 
- PO のメンバーを支援し、メンバー数を拡大する。 
- コミュニティー・エンタープライズを開発・管理する。 
- コミュニティーをサービス提供者や支援機関と結びつける。 
- コミュニティー組織を形成・運営する。 
 
(2) DENR 
- PO が森林・林野地における土地・資源利用権の申請を行うのを支援する。 
-  コミュニティーが LGU や NGO から支援を得るのを支援する。 
-  PO が管理・運営計画を策定するのを指導する。 
-  PO が森林・林野地を保全・管理・開発するのに技術的アドバイスを与える。 
 
(3) LGU 
-  コミュニティーの土地利用申請書、苦情、資源利用計画を審査し是認する。 
-  インフラ、普及サービス、社会サービス、コミュニティー強化にかかる予算を確保す

る。 
-  コミュニティーを支援し国家政策を変えるために政治的権限を利用する。 
 
(4) NGO 
-  コミュニティーを組織化し能力強化するために DENR、NCIP および LGU と協働す

る。 
-  コミュニティーのためにマイクロファイナンスやマイクロクレジッドにアクセスす

る。 
-  コミュニティーの権利が認められるよう唱道し、コミュニティーを他のサービス提供
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機関と結びつける。 
 
(5) 大学・研究機関   
-  研究に関するサービスを政府、非政府組織、地域及び国際コミュニティー、資金提供

機関および民間部門に提供する。 
-  様々なセクターに対し能力強化支援を提供する。 
 
(6) 民間部門 
-  資源利用権に関し PO に活動資金を提供する。  
-  PO を優秀な生産・加工技術の提供者と結び付ける。 
-  PO の主要メンバーに対し機材、技術支援および研修を提供する。 
 
(7) 他の政府機関 
-  組織の優先事項に合致するのであれば、コミュニティーに対し必要な技術支援を提供

する。 
-  コミュニティーを他の支援機関やサービス提供者に結び付ける。 
 
(8) ドナー/資金提供機関   
- PO、サービス提供者、研究機関等に資金援助を提供する。 
- 資金提供にかかる実施体制・枠組みを定めることにより、様々なステークホルダーが

参加するための体制を管理する。  
 
3.2 CBFM の主要な問題 
 
フィリピンにおいては住民参加型の林業の分野で 1970 年代より政策整備が進み、1995 年

には CBFM 戦略が策定された。しかしながら、林野地における CBFM 活動の実施はなか

なか進んでいない状況にある。フィリピン側および日本側の関係者は、この CBFM 活動の

実施が遅れている問題は CBFM 活動の主たる実施者である PO、DENR および LGU の実

施能力が不十分であることに起因すると認識した。CBFM 対象地において一般的に見られ

る、この問題の背景にあると思われる原因のいくつかは、次のとおりである。 
 
3.2.1 PO の動機・資金・技術不足 
- CBFM に関する情報不足 
- 森林復旧・保全活動には多くの資金が必要なものの、森林資源からの経済的利益の保証不

足 
- CBFM 活動を開始・継続するための資金不足 
- 住民組織の形成、生計向上活動、森林保全活動にかかる技術不足 
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3.2.2 DENR、LGU および他の関連機関による PO に対する支援不足 
 (1) 法規制・組織制度面での支援 
- CBFM 活動に関する規制・手続きが複雑すぎ、PO の時間・労力・資金面での取引費用が

多大 
-資源利用についての規定が不十分（特に重要流域において） 
- PO への普及サービスの提供に関する規制が不明確（PO への支援に関する DENR と LGU
の役割・責任分担が不明確なことも含む） 
- PO を支援機関（特に貸付機関/プログラム）に結び付けることに関する規定不足 
- DENRとLGU間の連携不足（右連携を定めたDENR-DILG Joint Memorandum Circular 
(2003-01)の実施不足） 
- 他の政府機関との有機的な連携システムの不在 
 
(2) 資金面での支援 
- CBFM に充当される予算不足（特に現場レベルの CBFM の実施に関して） 
 
(3) 技術的な支援 
- 住民組織の形成、参加型計画、林産物の生産・マーケティング、生計向上活動の実施等に

ついて PO に普及サービスを提供する技術不足 
- モニタリング・評価に関する技術不足 
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IV. プロジェクト戦略 

 
4.1 全体のコンセプト 
 
CBFMP の主な目的は、能力強化された地域共同体による持続的な森林管理を促進すること

にある。CBFMP においては、住民が森林管理活動を実施しやすい環境を作ること、つまり

政府機関により地域共同体に対し森林管理活動の実施に必要な法的・技術的支援を提供する

ことの重要性も打ち出されている。  
 
4.2 プロジェクト戦略 
 
本プロジェクトは 5 年間の技術支援を通じ、上で述べた CBFMP のコンセプトに基づいて

CBFM を推進しようとするものである。資源的・時間的な制約があるものの、援助効果を

最大限に発現させるために努力が払われる。具体的な戦略は大きく以下の２点である。 
１) いくつかのサイトにおいて有用な経験を得、それをより広い地域に展開し、国家政策

にも影響を与える。 
２) CBFM 活動を実施するための持続可能なメカニズムを確立する。 
 
戦略１．サイトからサイト、フィールドから政策への展開 
他の地域に適用でき、国家政策にも反映できるような教訓を得るために、本プロジェクトは

垂直面と水平面の両方向で展開する。「垂直」アプローチとは、有用な経験と教訓を得るた

めに、比較的小さな地域でより集中的な活動を行うことを意味する。他方「水平」アプロー

チでは、一定の地域で得られた教訓をより広い地域に波及させ、フィールドでの経験を国家

政策に結び付けることを意としている。 
 
これらの「垂直」および「水平」アプローチに基づき、本プロジェクトでは以下の活動を行

う。 
１) いくつかのモデルサイトにおいて CBFM 活動の実施を通じ経験を蓄積する。 
２) モデルサイトでの活動、および過去の CBFM に関する取り組みから得られた教訓を、

研修やフォローアップ活動を通じてより広い地域に波及させる。 
３) さまざまな CBFM 関係者間における連携と情報共有を促進する。 
４) 全体の CBFM 政策を改善するための提言を提供する。 
以上４つのコンポーネントの活動および成果の詳細は、次章において述べる。 
 
戦略 2. プロジェクト終了後も持続する実施体制の確立 
本技術協力は終了時が定められた「プロジェクト」として実施されるため、プロジェクト終
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了後も持続する実施体制を確立することが重要である。このためには次のような手法が取ら

れる。 
１) CBFM 関係者の内的能力を強化する。 
２) 政府機関や他の関連機関が連携して地域住民に支援を提供するシステムを改善する。 
３) 外部からの投入に過度に依存せずに既存の資源をもとに構築する。 
４) CBFM 実施に関する現行の組織的枠組に基づいて活動する。 
 
上記１） については、CBFM 活動の実施者である PO、および PO への支援者である政府

機関職員の能力強化をプロジェクトの主要コンポーネントとしている。２) に関しては、住

民に対し継続的かつ連携した支援を提供するような組織的メカニズムの構築を目指してい

る。３) については、自立発展性の芽を摘むような過度の投入を行わないよう、また地域住

民が容易に採用できるような活動を推進するよう、特に注意を払う。４) はプロジェクトの

実施体制に関連したものだが、現行の業務内容に CBFM が含まれるような政府機関職員と

協働しながら、既存組織枠組みの中で活動する。本プロジェクトはこのようにフィリピンが

既に有している資源を強化するような戦略を取ることによって、協力効果の「自立発展性」

を確保することを目指している。 



 

－18－ 

V. プロジェクトの枠組み 

 
5.1 上位目標  

 
5.2 プロジェクト目標 

 

5.3 成果と活動 

 

5.3.1 成果１とそれを達成するための活動 ＜モデルサイト・コンポーネント＞ 

 

活動: 

1.1 モデルサイトを選定する。 

 

活動: 

1a.1  PO の組織化/強化を行う。  

1a.2  PO が参加型手法により CBFM 活動の計画・実施・モニタリング・評価を行うのを

支援する。 

1a.3  モニタリング・評価を行う。 

 

「地域住民による森林管理(CBFM)」の対象地において、森林・土地資源の保全、復旧お

よび持続的利用が推進される。 

能力強化された住民組織(PO)が CBFM の対象地において、環境天然資源省(DENR)、地方自

治体(LGU)および他の関連機関の支援を受けつつ、森林・土地資源の保全、復旧および持

続的利用を主体的に行う。 

成果１:CBFM に携わる主要関係者の能力及び関連機関の連携がモデルサイト活動を

通じて強化される。 

成果 1a: 

モデルサイトにおいて PO の CBFM エリアの管理能力が強化される。 
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活動 

1b.1  DENR、LGU および他の関連機関の関係職員に対しコミュニティー・ファシリテー

ション、テクニカルその他必要な技術についての研修およびワークショップを行う。  

1b.2  DENR、LGU および他の関連機関の関係職員に対し活動 1a.1 から 1a.3 を実施する

機会を与える。 

 

活動 

1c.1  連携スキームを策定するためのワークショップを開催する。 

1c.2  連携スキームを実施する。 

1c.3  連携スキームのモニタリング・評価を行う。 

 

5.3.2 成果 2とそれを達成するための活動 ＜研修コンポーネント＞ 

 

活動: 

2.1  ニーズ分析に基づき研修プログラムを策定する。  

2.2  研修プログラムを実施する。 

2.3  研修生のフォローアップ活動を支援する。 

2.4  研修プログラムとフォローアップ活動のモニタリング・評価を実施する。 

 

5.3.3 成果 3とそれを達成するための活動 ＜情報コンポーネント＞ 

 

活動: 

3.1  CBFM に関する既存の情報の流れを調査し不足部分を見出す。 

成果 1b: 

モデルサイトにおいて、DENR、LGU および他の関連機関が PO の取り組みを支援する

能力が強化される。  

成果 1c: 

モデルサイトにおいて、DENR、LGU および他の関連機関による PO の取り組みを支援するため

の連携体制が機能する。 

成果 2: 

PO、DENR、LGU および他の関連機関の CBFM 活動実施に係る知識、技能および姿勢が

研修を通じて向上する。 

成果 3: 

CBFM に関する実用的情報が関係者に利用可能になる。 
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3.2  情報ネットワークの強化のための戦略を策定する。 

3.3  上記戦略に基づき情報を収集・加工・普及・更新する。 

 

5.3.4 成果 4とそれを達成するための活動 ＜政策コンポーネント＞ 

 

活動: 

4.1  上記プロジェクト活動を通じ得られた経験を分析する。 

4.2  CBFM プログラムを改善するための提言を策定する。 

 
 

5.4 投入 
 

5.4.1 日本側 
JICA は以下の投入を行う。 

(1) 専門家 
- 長期専門家 (5 人) 

フィリピン国政府から日本国政府に提出される正式要請（A1）を受け、プロジェク

ト専任の長期専門家が 5 名派遣される。 
1. チーフ・アドバイザー  
2.  業務調整員 
3.  下記技術分野における専門家: 

a.  森林管理 
b. アグロフォレストリー 
c. 村落開発 
d.  研修・普及 
e. 情報管理 
f. その他必要に応じ  

注：チーフ・アドバイザー及び業務調整員は上記技術分野のうち 1，2 分野を兼

任し得る。 
   

- 短期専門家 
プロジェクトの年間計画に記された必要性に基づき、フィリピン国政府から日本国

政府に提出される正式要請（A1）を受け、短期専門家が派遣され得る。（短期専門

家の人数及び技術分野は、プロジェクトの年間計画に記された必要性及び日本側の

予算状況に基づき、毎年決定される。） 

成果 4: 

CBFM プログラム改善のための提言がなされる。 
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(2) フィリピン側職員の日本における研修 

フィリピン国政府から日本国政府に提出される正式要請（A2A3）を受け、フィリピ

ン側職員に対し日本または第三国における研修の機会が提供される。 
 

(3) 資機材 
フィリピン国政府から日本国政府に提出される正式要請（A4）を受け、プロジェクト

実施に必要な資機材（苗畑造成、情報加工、研修等に必要な機材など）が提供される。 
 

(4) プロジェクト実施に必要な現地業務費 
 

5.4.2 フィリピン側 
フィリピン国政府は、DENR を通じ、以下の投入を行う。 
(1) 要員配置 

1. プロジェクト・ディレクター 
 森林管理局長 
2. プロジェクト・コーディネーター 
 森林管理局 CBFM 課長 
3.  プロジェクト・コンポーネント・マネージャー 

   a. モデルサイトコンポーネント：RENRO 地域森林技術ディレクター  

   b. 研修コンポーネント：人材開発サービス局 

   c. 情報コンポーネント：森林管理局スタッフ 

    d. 政策コンポーネント：森林管理局長 
 4. 事務スタッフ 

a. 秘書 

b. 運転手 

c. 警備員 

5. その他必要に応じ 

 
(2) 事務所、施設、及び資機材 

     以下のものがフィリピン側により提供される。 

1. マニラ、リージョン 3、及び他のモデルサイトが存在する地域におき、日本人

専門家のためのオフィス・スペース及び必要施設 

2. 資機材の設置・保管場所 

3. 電気、空調施設、水道、及び必要な通信機器（電話、ファックス、コンピュー

ター等） 
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4. プロジェクト実施に必要な土地及び他の施設 

 

(3) 運営費 

プロジェクト実施に必要な運営費が提供される。フィリピン国政府によるローカル・

コストの負担はプロジェクトの実施に不可欠である。  

 

5.5 プロジェクトの実施体制 

 

5.5.1 実施機関 

DENR がプロジェクト全体の実施に責任を持つ。DENR はプロジェクトの具体的活動を実

施するための管轄下の適当な部署を特定する。   

 

5.5.2 協力機関 

1．モデルサイトにおける各レベルの地方自治体 

2．他の機関（今後特定される） 

 

5.5.3 合同調整委員会  

プロジェクトの効果的な実施のため、プロジェクトに関する意思決定機関として合同調

整委員会が設立される。合同調整委員会は以下の機能を果たすため、必要に応じ、また

少なくとも年 1回開催される。 

1. プロジェクト討議議事録（R/D）に基づいたプロジェクトの年間作業計画を承認

する。 

2. プロジェクトの全体的な進捗状況や年間作業計画に基づいて実施される活動を

レビューする。 

3. プロジェクトで発生する、又は関連した主要な問題に対し意見交換をする。 

 

合同調整委員会の構成は次のとおりである。  

(1) 議長：DENR Undersecretary for Field Operations 

(2) 副議長：DENR 海外援助特別事業局 Assistant Secretary 

(3) フィリピン側メンバー： 

プロジェクト・ディレクター  

プロジェクト・コーディネーター 

プロジェクト・コンポーネント・マネージャー 

DENR 海外援助特別事業局 事業調整管理課長 

内務自治省の代表 

委員会事務局－DENR 森林管理局スタッフ 

(4) 日本側メンバー 
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プロジェクト専門家 
JICA フィリピン事務所長 
必要に応じ JICA が派遣する要員 

 
日本国大使館職員もオブザーバーとして参加することがある。議長は必要に応じ、委員

会の合意のもと、新規メンバーの指名や他の参加者の出席要請を行うことが出来る。委

員会の運営に関する規則・ガイドラインはプロジェクトの初期段階で決定される。 
 

5.6 日本人専門家の特権・免責事項 
 

1. フィリピン側は所得税や海外から送金される手当やそれに関連して課されるあら

ゆる経費を免除する。 
2. フィリピン側は日本人専門家とその家族の個人資産、及び彼らの活動に必要な資

機材の輸入に関し、関税を免除する。 



 

－24－ 

VI. 事前評価 

 
6.1 妥当性 
 
CBFMP はフィリピンの「森林開発マスタープラン（1990-2015 年）」において主要 15 プ

ログラムの一つに位置づけられているほか、政府の「中期開発計画（1999-2004 年）」でも

重点事項とされている。同プログラムは日本政府の対フィリピン援助の重点分野である貧困

緩和、環境保全、および災害予防にも貢献する。さらに、農業生産や生計向上活動に関し技

術指導を行うことにより、地域住民のニーズにも合致する。よって、CBFMP の強化を図る

本プロジェクトの妥当性は高いと判断できる。  

 
6.2 有効性 
 
本プロジェクトは以下の方法によりフィールドでの体験・教訓をより広範囲に広めることを

意図している。１）モデルサイトにて CBFM 活動を実施し、２）モデルサイトを活用して

PO および DENR、LGU、他の関連機関職員への研修を行い、３）研修を受講した者に対

し森林管理や生計向上にかかる活動を実施するためのフォローアップ支援を提供し、４）情

報収集・共有を促進し、５）CBFM 政策やガイドラインに関する提言を行う。また本プロ

ジェクトは、地域住民の生計向上や資源利用権に配慮することにより、住民が持続的に森林

管理を行っていくインセンティブを与えようとしている。これらの方策はプロジェクト目標

の達成において効果的であると見込まれる。 
 
6.3 効率性 
 
フィリピンには DENR のコミュニティー開発担当者や地方自治体に配置された農業普及指導員、お

よび1970年代から参加型農村開発の手法を開発・実践してきたNGO等、天然資源の管理や農村

開発の専門性を有する人材が数多く存在する。本プロジェクトはこれらのローカルリソースをアグロ

フォレストリー等の研修講師やコミュニティー活動のファシリテーターとして活用する。また研修プロ

グラムや情報戦略、政策提言の作成においても、これまで CBFM に携わってきた他ドナー、大学、

NGO、コンサルタント等の知見を活用する。普及サービスの提供や情報共有の促進に際しては、イ

ンターネットやラジオなどのメディアを利用する。また、研修を行う際は既存の研修施設を活用する

計画である。このように本プロジェクトは既存のリソースを活用することにより、効率的な実施が見込

める。 
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6.4 インパクト 

 
本プロジェクトは DENR、LGU 職員、PO 等の資源管理に関する能力を強化するものである。

DENR・LGU 職員の普及技術を高め、PO の研修後の活動を支援し、CBFM に関する情報共有を

促進し、CBFM の政策提言を行う。このように、プロジェクト活動のインパクトは少数のサイトに限定

されるものではなく、全国規模に波及することが期待される。 

CBFM が主要な森林管理戦略であり続け、政府の支援も継続するという、上位目標達成のため

の外部条件は、次のことによって満たされると思われる。１）改定された森林開発マスタープランで

はCBFMがあらゆる森林管理システムに横断的に適用される戦略として強化される見込みであるこ

と、2)プロジェクト活動の一環として CBFM プログラムの改善のための政策提言が為されること。 

以上により、本プロジェクトでは上位目標を達成するインパクトが見込まれる。 

 
6.5 自立発展性 
 
本プロジェクトの主要戦略は CBFM を継続的に実施できる体制を構築することであり、こ

れは CBFM の実施主体者である PO、および PO による CBFM 活動の支援者である

DENR・LGU・他の関連機関職員の能力強化を通じて行う。この戦略に基づき、本プロジ

ェクトでは PO による様々な CBFM 活動の実施、PO 連合ネットワークにおける情報共有

の促進など、PO による主体的取り組みを支援する。プロジェクトにより支援される森林資

源の利用は、「適正技術」、つまり多大な外的投入を伴わずに住民が自らの資金や技術でもっ

て実践できる技術に基づいて行われる。さらに、住民のマーケティング・財政管理技術を高

め、彼らを他の資金提供機関／プログラムにつなげることにより、PO による活動の持続性

を高める。研修プログラム及び情報ネットワークについては、行政官を責任者とし、ローカ

ルリソースを活用することにより、協力終了後も維持されることが期待される。このように、

本プロジェクトは CBFM 活動の持続性を、村落レベルおよび国家レベルにおいて確保する。
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別添１：PDM 
1. プロジェクト期間: 5年間                
2. 実施機関: 環境天然資源省 (DENR) 
3. プロジェクト受益者: 住民組織（PO）、DENR職員、地方自治体（LGU）職員、および関連機関職員 
4. Target Areas: モデルサイト‐当初はリージョン IIIから5~10箇所；研修及び情報－全国 

プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件 
上位目標 

 「地域住民による森林管理(CBFM)」の対象地に

おいて、森林・土地資源の保全、復旧および持続的利用が推進

される。 

 

 

1. CBFM対象地における森林・林野地の量と質が改善される。  

 

1. DENRによる調査報告書  

 

プロジェクト目標  

能力強化された住民組織(PO)がCBFMの対象地において、環

境天然資源省(DENR)、地方自治体(LGU)および他の関連機関

の支援を受けつつ、森林・土地資源の保全、復旧および持続的

利用を主体的に行う。  

 

 

1. PO自身により森林管理に関する活動が計画・実施・モニター・評価される。 

2. DENR、LGUおよび他の関連機関が連携してPOに対する支援を行う。  

 

 

 

1.プロジェクト調査報告書  

2.モニタリング・評価報告書 

 

 

1.フィリピンにおいてCBFMが森林管理の主要戦略であり続ける。 

2. CBFMに対する適切な支援がフィリピン政府により提供され続

ける。 

成果 

CBFM に携わる主要関係者の能力及び関連機関の連携がモデ

ルサイト活動を通じて強化される。 

  1. CBFMプログラムが継続する。 

2. 研修を受けたDENR、LGUおよび他の関連機関の職員がCBFM

に関わり続ける。 

1a. モデルサイトにおいてPO のCBFM エリアの管理能力が

強化される。 

1a.1 PO自身により様々 な活動が計画・実施・モニター・評価される。 

1a.2 POが民主的かつ透明性のある形で運営される。 

1a.1 モニタリング・評価報告書 

1a.2 モニタリング・評価報告書 

1b. モデルサイトにおいて、DENR、LGU および他の関連機

関がPOの取り組みを支援する能力が強化される。 

 

1b.1 DENR、LGU および他の関連機関の職員によりコミュニティー・ファシリテーション

技術が習得される。 

1b.2  DENR、LGUおよび他の関連機関の職員により専門知識・技術が習得される。 

1b.3 POが DENR、LGUおよび他の関連機関の職員により組織化/強化される。 

1b.1 モニタリング・評価報告書 

1b.2 モニタリング・評価報告書 

1b.3 モニタリング・評価報告書 

1c. モデルサイトにおいて、DENR、LGUおよび他の関連機

関による PO の取り組みを支援するための連携体制が機能す

る。 

1c.1 州・市レベルにおけるDENR、LGUおよび他の関連機関の間でPOの取り組みを支援

するための連携体制が確立される。 

1c.2 連携体制に基づき活動が実施される。 

1c.1 協議議事録 

1c.2 モニタリング・評価報告書 

2. PO、DENR、LGUおよび他の関連機関のCBFM活動実施

に係る知識、技能および姿勢が研修を通じて向上する。 

 

2.1 研修受講生がCBFM活動実施に係る十分な知識と技能を身につける。 

2.2 研修受講生がCBFM活動実施に対して適切な姿勢を取る。 

2.3 研修受講生が研修で学んだことを実践する。 

2.4 研修受講生が提出するフォローアップ活動提案書が研修で学んだことを反映している。 

2.5 フォローアップ活動が適切に実施される。 

2.1 研修評価報告書 

2.2 研修評価報告書 

2.3 研修評価報告書 

2.4 フォローアップ活動提案書 

2.5 フォローアップ活動評価報告書 

3. CBFMに関する実用的情報が関係者に利用可能になる。  3.1 POがCBFMに関する実用的情報を入手する。 

3.2 DENR、LGUおよび他の関連機関の職員がCBFMに関する実用的情報を入手する。  

3.1 プロジェクト調査報告書 

3.2 プロジェクト調査報告書 

4. CBFMプログラム改善のための提言がなされる。 4.1 DENRに提言が提出される。  4.1 プロジェクト調査報告書 
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活動 
1.1  モデルサイトを選定する。 
 

1a.1  POの組織化/強化を行う。  
1a.2  POが参加型手法によりCBFM活動の計画・実施・モニタリング・評価を行うのを支援する。 
1a.3  モニタリング・評価を行う。 

 
1b.1  DENR、LGUおよび他の関連機関の関係職員に対しコミュニティー・ファシリテーション、テクニカルそ

の他必要な技術についての研修・ワークショップを行う。  
1b.2  DENR、LGUおよび他の関連機関の関係職員に対し活動1a.1 から1a.3を実施する機会を与える。 

 
1c.1  連携スキームを策定するためのワークショップを開催する。 
1c.2  連携スキームを実施する。 
1c.3  連携スキームのモニタリング・評価を行う。 
 

 
外部条件 
 

1. モデルサイトにおいてインフラと治安が維持さ

れる。 
2. モデルサイトが自然災害の影響を受けない。 
 

2.1  ニーズ分析に基づき研修プログラムを策定する。  
2.2  研修プログラムを実施する。 
2.3  研修生のフォローアップ活動を支援する。 
2.4  研修プログラムとフォローアップ活動のモニタリング・評価を行う。 
 
3.1  CBFMに関する既存の情報の流れを調査し不足部分を見出す。 
3.2  情報ネットワーク強化のための戦略を策定する。 
3.3  上記戦略に基づき情報を収集・加工・普及・更新する。 
 
4.1  上記プロジェクト活動を通じ得られた経験を分析する。 
4.2  CBFMプログラムを改善するための提言を策定する。 
 

 
投入 

<日本側> 
 
(1) 長期専門家(5名)の派遣 
1. チーフ・アドバイザー  
2. 業務調整員 
3. 以下の技術的分野の専門家: (a) 森林管理; (b) アグロフォレス

トリー; (c) 村落開発;(d) 研修／普及; (e) 情報管理; (f) 必要に

応じ、他の分野 
 注: チーフ・アドバイザーおよび業務調整員は上記技術的分野

の1ないし2分野を兼務する可能性がある。 
 
(2) 短期専門家の派遣 
 必要に応じ派遣される。 
 
(3) 研修員受入 
 フィリピン・カウンターパートに対し、日本での研修機会が提

供される。 
 
(4) 機材供与 
 車両および他の必要な機材が供与される。 
 
 
<フィリピン側>  
 
(1) 人員配置 

1. プロジェクト・ディレクター 
2. プロジェクト・コーディネーター 
3. プロジェクト・コンポーネント・マネージャー 
4. 事務スタッフ 
5. 必要に応じ、他の人員 

 
(2) 土地・建物・施設 

1. 土地 
2. 建物・施設 
1)  プロジェクト・コーディネーション・オフィス 
2) プロジェクト・フィールド・オフィス 

 

 
前提条件 
 
DENR、LGUおよび他の関連機関職員がプロジェクト

を実施またはプロジェクトに参加する意思がある。 
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別添２：活動計画表 
 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

1.1 モデルサイトを選定する。 RENRO/PENRO/CENRO
職員

     1.1.1 ベースライン調査を実施する。 調査報告書

     1.1.2 モデルサイトを選定する。 モデルサイトの選定

   1a.1  POの組織化/強化を行う。 ＰＯの組織化と強化 RENRO/PENRO/CENRO
職員

   1a.2  POが参加型手法によりCBFM活動の計画・実施・モニタリング・評価を行うことを支援す

る。

モデルサイトでの活動の

実施

RENRO/PENRO/CENRO
職員

   1a.3  モニタリング・評価を行う。 モニタリング・評価報告書 RENRO/PENRO/CENRO
職員

   1b.1  DENR、LGUおよび他の関連機関の関係職員に対しコミュニティ・ファシリテーション、テ

クニカルその他必要な技術についての研修・ワークショップを行う。

研修とワークショ ップの実

施

RENRO/PENRO/CENRO
職員

   1b.2  DENR、LGUおよび他の関連機関の関係職員に対し活動1a.1 から1a.3を実施する機会

を与える。

RENRO/PENRO/CENRO
職員

      1b.2.1 関連機関職員に対し活動1a.1から1a.3までの活動を実施する機会を与える。 1a.1から1a.3までの活動

の実施

      1b.2.2 ＤＥＮＲ、ＬＧＵおよび他の関係機関の職員が学んだ経験を記録する。 活動報告書

   1c.1 連携スキームを策定するためのワークショップを開催する。 連携スキームの策定 RENRO/PENRO/CENRO
職員

   1c.2 連携スキームを実施する。 連携スキームの実施 RENRO/PENRO/CENRO
職員

   1c.3 連携スキームのモニタリング・評価を行う。 モニタリング・評価報告書 RENRO/PENRO/CENRO
職員

1b モデルサイトにおいて、
DENR、LGUおよび他の

関連機関がPOの取り組

みを支援する能力が強

化される。

1c モデルサイトにおいて、
DENR、LGUおよび他の

関連機関によるPOの取

り組みを支援するため

の連携体制が機能す

る。

ターゲッ ト

モデルサイトにおいて
POのCBFMエリアの管

理能力が強化される。

1a

1. CBFMに携わる主要

関係者の能力及び関連

機関の連携がモデルサ

イト活動を通じて強化さ

れる。

1

担当者２年目 ３年目 ５年目４年目活動アウトプット １年目
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2.1 ニーズ分析に基づき研修プログラムを策定する。 HRDS/FMB 職員 

    2.1.1 既存の研修プログラムを調査する。 調査報告書 

    2.1.2 研修ニーズを把握する。 ニーズの特定 

    2.1.3 研修プログラムを計画する。 研修プログラム計画 

2.2 研修プログラムを実施する。 研修プログラムの実施 HRDS/FMB 職員 

2.3 研修生のフォローアップ活動を支援する。 HRDS/FMB 職員 

    2.3.1 フォローアップスキームを策定する。 フォローアップスキームの 
開発 

    2.3.2 要請書を選定する。 要請書の選定 

    2.3.3 フォローアップ活動を支援する。 フォローアップ活動の実施 

2.4 M 研修プログラムとフォローアップ活動のモニタリング・評価を行う。 HRDS/FMB 職員 

    2.4.1 研修プログラムのモニタリングと評価を行う。 モニタリング・評価報告書 

    2.4.2 フォローアップ活動のモニタリングと評価を行う。 モニタリング・評価報告書 

3.1 CBFM に関する既存の情報の流れを調査し不足部分を見出す。 調査報告書 FMB 職員 

3.2 情報ネットワーク強化のための戦略を策定する。 戦略の開発 FMB 職員 

3.3 上記戦略に基づき情報を収集・加工・普及・更新する。 報告書 FMB 職員 

4.1 上記プロジェクト活動を通じ得られた経験を分析する。 モニタリング・評価報告書 FMB 職員 

4.2 CBFM プログラムを改善するための提言を策定する。 FMB 職員 

    4.2.1 現在のＣＢＦＭに関する政策を調査する。 調査報告書 

    4.2.2 ＣＢＦＭに関する政策につき意見交換 するためのワークショップを開催する。 ワークショップレポート 

    4.2.3 ＣＢＦＭを改善するための提言を策定し定義する。 政策提言 

3 CBFM に関する実用的 
情報が関係者に利用可 
能になる。 

PO 、 DENR 、 LGU および 
他の関連機関の CBFM 
活動実施に係る知識、 
技能および姿勢が研修 
を通じて向上する。 

2 

4 CBFM プログラム改善の 
ための提言がなされる。 
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別添３：モデルサイトの選定基準 
 
モデルサイトはプロジェクト開始後 6ヶ月以内、POの組織化／強化を行う前に選定される。

モデルサイトの目的は CBFM の実施について PO や政府機関に学ぶ場を提供すること、お

よび他の CBFM エリアに適用できるケースを提示することである。このような目的に基づ

き、モデルサイトは以下のような様々な CBFM 実施段階や自然・社会条件の中から選ばれ

る。 
 

1. CBFM の実施段階 
- 準備段階：CBFM 契約は未締結で、活動は PO の組織化から始まる。 
- 計画段階：CBFM 契約が締結され、PO は CBFM プログラム下の計画を策定中。 
- 実施段階：CBFM プログラム下の計画が実施中。 

2. 社会条件 
a. PO／コミュニティーの構成  

- 先住民族 
- 移民 
- 先住民族と移民の混合 

b.  市場へのアクセス 
- 市場へのアクセス（マーケティング機会）が悪い 
- 市場へのアクセス（マーケティング機会）が良い 

c.  土地使用権 
- CBFMA 
- CADC/CALC 
- CSC      

3. 自然・物理条件 
a. 植林の段階 

- 植栽段階 
- 保育段階 
- 利用段階 

b.  植生 
- 大半が疎林／草地 
- 大半が鬱閉林（天然林または植林） 

c.  土地分類 
- 林地 
- 保護区 
- 流域 

d.  CBFM エリア面積 
- 小規模 
- 中規模 
- 大規模 

 
全てのモデルサイトにつき、以下の基準はプロジェクト活動が適切に行われるための前提条

件である。 
1. 政治的に安定しており治安が良好であること。 
2. PO／地元コミュニティーがプロジェクトに関心を表明していること。 
3. 関連 LGU が CBFM への強いコミットメントを有していること。 

 
詳細な選定基準と選定手順については、プロジェクト開始後協議される。 
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別添４：プロジェクトの概念図 

 

 
CBFMエリア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地元コミュニティ 
 
 
 
 
 
 

 
能力強化された 

住民組織 

能力強化された 
DENR 

能力強化された 
LGU 

能力強化された

他の関連機関

強化されたCBFMP 

より良い管理 

  より良い支援

より良い連携

改善された情報共有 

増加した恩恵 

増加した恩恵 



 

－32－ 

別添５：プロジェクト実施体制図 
 

<政策コンポーネント>

プロジェクト・ディレクター／政
策コンポーネント・マネージャー

FMB局長

合同調整委員会

(議長：USEC, Field Operations)

JICA 情報管理

専門家

FMB スタッフ

<モデルサイト･コンポーネント>

JICAチーフ・アドバイザー

/森林管理専門家

JICA業務調整員

<研修コンポーネント> <情報コンポーネント>

HRDS スタッフ

LGU スタッフ

RENRO スタッフ

PENRO スタッフ

CENRO スタッフ

JICA研修・普

及専門家

JICA村落開

発専門家

JICA アグロフォ

レストリー専門家

モデルサイト・コン
ポーネント・マ
ネージャー

RENRO地域森林
技術ディレクター

研修コンポーネン
ト・マネージャー

HRDS局長

情報コンポーネン
ト・マネージャー

FMB局より任命

プロジェクト・コーディネーター

FMB CBFM課長

: JICA専門家

: フィリピン側カウン

ターパート

FMBスタッフ
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別添６：DENR組織図 Department of Environment & Natural Resources

Secretary
Elisea G. GOZUN

Head Executive Assistant

Field Operations Office
USEC Renato DE RUEDA

Land Management  Office
USEC Manual GEROCHI

Muslim Affairs Office
ASEC Diego MAPANDI

Forest Mgt. 
Bureau

Dir. Romeo 
ACOSTA

Divisions:
• Administrativ

e & Finance
• Planning & 

Project 
Management

• Legal
• Reforesta-

tion
• Natural 

Forest 
Management

• Community-
Based Forest 
Management

• Forest Land 
Uses

• Forest 
Economics

Protected 
Areas & 
Wildlife 
Bureau

Dir. Mundita
LIM

Divisions:
• Legal
• Planning
• Administrativ

e & Finance
• Biodiversity 

Management
• Protected 

Areas 
Community 
Management

• Nature, 
Recreation & 
Extension

• Wildlife 
Resources

• Ninoy Aquino
Parks & 
Wildlfe
Nature 
Center

• Hinulugang
Taktak
National Park

Administra-
tive
Service

Dir. Ramon 
ESPELET
A

Divisions:
• Personnel
• Records 

Management 
& 
Documenta-
tion

• General 
Services

Financial & 
Manage-
ment
Service

Dir. Gerardo 
CARINO

Divisions:
• Accounting
• Budget
• Management

Environme
nt-al 
Manage-
ment
Bureau

Dir. Julian 
AMADOR

Divisions:
• Administra-

tive and 
Finance

• Environment-
al Quality

• Environment-
al Impact 
Assessment

• Legal
• Environemnt-

al Planning & 
Policy

• Environment
al Education 
& Information

• Research & 
Development

Ecosystem
s 
Research 
& 
Developm
ent 
Bureau

Dir. Celso
DIAZ

Divisions:
• Planning & 

Management 
Information 
Services Unit

• Finance & 
Administra-
tive Services

• Forest 
Ecosystems 
Research

• Grassland & 
Degraded 
Areas 
Ecosystems 
Research

• Technology 
Development

• Coastal Zone 
& Fresh 
Water 
Ecosystems 
Research

• Los Banos
Experiment 
Station

Regional 
Office

Divisions:
• Administra-

tive & 
Finance

• Pollution 
Control

• Environment-
al Impact & 
Monitoring

Land Mgt. 
Bureau

Dir. Concor-
dio
ZUNIGA

Divisions:
• Planning & 

Management 
Staff

• Administra-
tive & 
Finance

• Records 
Management

• Land 
Admnistra-
tion & 
Utilization

• Geodetic 
Surveys

• Legal

Administrative 
Division

Finance Division Planning & 
Management 
Division

Legal Division

Forest 
Managemen
t Service

(Regional 
Technical 
Director for 
Forestry)

Divisions:
• Forest 

Resources 
Development

• Forest 
Resources 
Conservation

• Community-
based Forest 
Management 
Office

Land 
Managemet
Service

Divisions:
• Land 

Management
• Surveys

Ecosystems 
Research & 
Developmen
t Service

Divisions:
• Technology 

Transfer & 
Utilization

• Ecosystems 
Research & 
Development

Protected 
Areas,Wildlif
e & Coastal 
Zone Mgt. 
Service

Divisions:
• Protected 

Areas & 
Wildlife

• Coastal & 
Marine Mgt.

Regional Environment & 
Natural Resources 

Office (RENRO) - 16

Regional Public 
Affairs Office

Human Resource 
Development 
Section

Provincial 
Environment & 

Natural 
Resources 

Office (PENRO) 
- 74 offices

Community 
Environment & 

Natural 
Resources 

Office (CENRO) 
-1 74 offices

Planning & Policy 
Office

USEC Demetrio
IGNACIO

Planning & 
Policy 

Service
Dir. Eriberto

ARGETE

Divisions:
• Planning & 

Program-
ming

• Project 
Development 
& Evaluation

• Research & 
Statistics

• Management 
& Information 
Systems

Planning & Policy 
Office

USEC Demetrio
IGNACIO

Planning & 
Policy 

Service
Dir. Eriberto

ARGETE

Divisions:
• Planning & 

Program-
ming

• Project 
Development 
& Evaluation

• Research & 
Statistics

• Management 
& Information 
Systems

Foreign Assisted & Special Projects 
Office

ASEC Rafael CAMAT, Jr.

Project Mgt. & 
Coordinatio
n Service

Dir. Gloria 
ARCE

Divisions:
• Project 

Coordination
• Project 

Accounts 
Management

• Special 
Projects

Project 
Design & 
Packaging 
Service

Dir. John 
RANA

Divisions:
• Project 

Preparation
• Project 

Evaluation

Foreign Assisted & Special Projects 
Office

ASEC Rafael CAMAT, Jr.

Project Mgt. & 
Coordinatio
n Service

Dir. Gloria 
ARCE

Divisions:
• Project 

Coordination
• Project 

Accounts 
Management

• Special 
Projects

Project 
Design & 
Packaging 
Service

Dir. John 
RANA

Divisions:
• Project 

Preparation
• Project 

Evaluation

General Legal Services 
Office

ASEC Mylene ALBANO

Legislative, Liason & 
Administrative Office

ASEC Raymond MENDOZA

Legal 
Service

Dir. 
Clarence 
De GUIA

Divisions:
• Personnel 

Investigation
• Claims & 

Conflict
• Investigation 

& Litigation
• Law 

Enforcement 
& Licenses

• Research & 
Legal 
Opinion

• Processing & 
Documenta-
tion

General Legal Services 
Office

ASEC Mylene ALBANO

Legislative, Liason & 
Administrative Office

ASEC Raymond MENDOZA

Legal 
Service

Dir. 
Clarence 
De GUIA

Divisions:
• Personnel 

Investigation
• Claims & 

Conflict
• Investigation 

& Litigation
• Law 

Enforcement 
& Licenses

• Research & 
Legal 
Opinion

• Processing & 
Documenta-
tion

Management & Technical Services Office
USEC Rolando METIN

Human 
Resource 
Develop-
ment
Service

Dir. 
Adeluisa
SIAPNO

Divisions:
• Trainers 

Development
• Career 

Management
• Management 

Development
• Carranglan

Training 
Center (RP-
Japan 
Training 
Center)

Management & Technical Services Office
USEC Rolando METIN

Human 
Resource 
Develop-
ment
Service

Dir. 
Adeluisa
SIAPNO

Divisions:
• Trainers 

Development
• Career 

Management
• Management 

Development
• Carranglan

Training 
Center (RP-
Japan 
Training 
Center)

Mines & 
Geoscience

s Bureau
Dir. Horacio

RAMOS

Divisions:
• Legal staff
• Planning & 

Policy
• Administra-

tive
• Finance
• Mineral 

Economics
• Information & 

Publication
• Mining 

Environment 
& Safety

• Mining 
Tenements 
Mgt.

• Marine 
Geological 
Survey

• Geological 
Survey

• Mining 
Technology

• Metallurgical 
Technology

Regional 
Office

Divisions:
• Planning, 

Information & 
Legal

• Administrativ
e & Finance

• Management
• Geo-

sciences
• Mine 

Environment 
& Safety

Special Concerns Office
• Socio-political & Economic 

Studies Division
• Special Actions and 

Investigation Division
• Indigenous Community 

Affairs Division

Public Affairs Office
• Public Information Division
• Research and 

Developmental 
Communication Division

Special Concerns Office
• Socio-political & Economic 

Studies Division
• Special Actions and 

Investigation Division
• Indigenous Community 

Affairs Division

Public Affairs Office
• Public Information Division
• Research and 

Developmental 
Communication Division

Pollution Adjudication 
Board

Mines Adjudication Board

Pollution Adjudication 
Board

Mines Adjudication Board

National Mapping & 
Resource Information 

Authority

Laguna Lake Development 
Authority

Natural Resources 
Development Corporation

Bukidnon Forest 
Incorporated

National Mapping & 
Resource Information 

Authority

Laguna Lake Development 
Authority

Natural Resources 
Development Corporation

Bukidnon Forest 
Incorporated

As of Jnauary 06, 2004
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別添 7：JICA 長期専門家の業務内容 
 
1. チーフ・アドバイザー／森林管理 

(1) 職種 チーフ・アドバイザー／森林管理 

(2) 主なカウンターパート 

  

・ プロジェクト・ディレクター／政策コンポーネント・マネージャー 

(3) 職務 

  

  

  

  

  

<チーフ･アドバイザーとして> 

・ プロジェクト全般の実施運営管理につき、プロジェクト･ディレクターを補佐す

る。 

・ プロジェクト目標を達成するためにカウンターパート職員に助言する。 

・ プロジェクトの進捗につき定期的に合同調整委員会に報告する。 

<森林管理専門家として> 

・ 政策コンポーネント・マネージャーに対し、CBFM 改善にかかる提言作成に

ついて助言する。 

・ 森林管理につきカウンターパートに技術的助言を行う。 

・ 森林管理に関連した他の機関／プロジェクトと調整する。 

 

2. 業務調整員／情報管理専門家 

(1) 職種 業務調整員／情報管理専門家 

(2) 主なカウンターパート <業務調整員として> 

・ フィリピン側のプロジェクト・コーディネーター 

<情報管理専門家として＞ 

・ 情報管理コンポーネント･マネージャー：プロジェクト開始前に DENR FMB か

ら任命される。 

(3) 職務 

  

  

<業務調整員として> 

・ プロジェクト全般の実施運営につき、チーフ・アドバイザーを補佐する。 

・ プロジェクトの個々の成果に対するコンポーネントの実施運営を調整する。 

・ プロジェクト予算を管理し、プロジェクトに必要な物品・サービスを調達する。

<情報管理専門家として> 

・ CBFM に関する情報についてのニーズ分析を行う。 

・ CBFM に関する情報管理につき、PO と DENR、LGU および他の関連機関職

員に対し技術的助言を行う。 

・ CBFM に関連した情報管理活動を監督する。 

・ PO と DENR、LGU および他の関連機関職員に対する CBFM に関連した情

報管理についての研修プログラムに関し、技術的助言を行う。 

 

3. アグロフォレストリー 

(1) 職種 アグロフォレストリー専門家 

(2) 主なカウンターパート モデルサイト・コンポーネント・マネージャー：DENR RENRO 地域森林技術

ディレクター 

(3) 職務 

  

  

 

・ PO と DENR、LGU および他の関連機関職員に対し、アグロフォレストリーに

関する技術的助言を行う。 

・ アグロフォレストリーに関する活動を監督する。 

・ PO と DENR、LGU および他の関連機関職員に対するアグロフォレストリーに

ついての研修プログラムに関し、技術的助言を行う。 
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4. 村落開発 

(1) 職種 村落開発専門家 

(2) 主なカウンターパート モデルサイト・コンポーネント・マネージャー：DENR RENRO 地域森林技術

ディレクター 

(3) 職務 

  

  

 

・ PO と DENR、LGU および他の関連機関職員に対し、村落開発に関する技術

的助言を行う。 

・ 村落開発に関する活動を監督する。 

・ PO と DENR、LGU および他の関連機関職員に対する村落開発についての

研修プログラムに関し、技術的助言を行う。 

 

5. 研修・普及 

(1) 職種 研修・普及専門家 

(2) 主なカウンターパート 研修コンポーネント・マネージャー：HRMS 局長 

(3) 職務 

  

  

 

・ PO と DENR、LGU および他の関連機関職員に対し、研修・普及に関する技

術的助言を行う。 

・ 研修・普及に関する活動を監督する。 

・ 研修・普及に関する既存マニュアル／ガイドラインを評価･改善する。 

 

注：専門家の職種や職務は、プロジェクトのニーズにより変更する可能性がある。  
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別添 8：カウンターパート職員の業務内容 
 
1. プロジェクト･ディレクター 

(1) 職種 
（現職）   

プロジェクト・ディレクター 
(DENR FMB 局長) 

(2) 職務 
  

・ チーフ･アドバイザーと協力し、プロジェクト全般の実施・運営を管理する。 
・ プロジェクトの進捗につき定期的に合同調整委員会に報告する。 

 
2. プロジェクト・コーディネーター 

(1) 職種 
（現職）   

プロジェクト・コーディネーター  
(DENR FMB CBFM 課長) 

(2) 職務 
  

・ チーフ･アドバイザーと協力し、プロジェクト全般の実施運営管理につきプロ

ジェクト・ディレクターを補佐する。 
・ JICA の業務調整員と協力し、プロジェクトの個々の成果に対するコンポーネ

ントの実施運営を調整する。 
 
3. モデルサイト・コンポーネント・マネージャー 

(1) 職種 
（現職）   

モデルサイト・コンポーネント・マネージャー 
(DENR RENRO 地域森林技術ディレクター) 

(2) 職務  ・JICA アグロフォレストリー及び村落開発専門家と協力し、モデルサイトコンポ

ーネントにおける活動の実施運営を管理する。 
 
4. 研修コンポーネント・マネージャー   

(1) 職種 
（現職）   

研修コンポーネント・マネージャー 
(ＤＥＮＲ ＨＲＤＳ局長) 

(2) 職務 ・JICA 研修・普及専門家と協力し、研修コンポーネントにおける活動の実施

運営を管理する。 
 
5. 情報コンポーネント・マネージャー 

(1) 職種 
（現職）   

情報コンポーネント・マネージャー 

 (DENR FMB スタッフ) 

(2) 職務 
・JICA 情報管理専門家と協力し、情報管理コンポーネントにおける活動の

実施運営を管理する。 
 
6. 政策コンポーネント・マネージャー 

(1) 職種 
（現職）   

政策コンポーネント・マネージャー  
(DENR FMB 局長) 

(2) 職務 
  

・ JICA 政策専門家と協力し、政策コンポーネントにおける活動の実施運営を

管理する。 
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別添 9：機材リスト 
 
次の機材が日本側より供与される。 
 

1. プロジェクト活動に必要な機材 

2. 車両 

3. プロジェクト実施に必要なその他の機材 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

附属資料１：第 1 回事前評価調査団報告 
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第 1 章 調査団概要 

 

１－１ 調査の目的 

 本調査は、技術協力プロジェクト「フィリピン地域住民による森林管理プログラム強化

計画」につき案件形成を行う目的で、以下の内容を実施した。 

（１） 対象地域の問題を調査分析する。 

（２） 対象地域に適切な協力内容を調査分析する。 

（３） 案件の概要（案）を取りまとめ、ミニッツに署名する。 

 

１－２ 調査団員構成 

 

 

１－３ 調査日程 

 
 月日 行程 宿泊 

1 8／10（日） 移動（成田→マニラ）  

2 8／11（月） 9:00 ・JICA 事務所表敬、打ち合わせ 
13:00・国家経済開発庁（NEDA）表敬 
15:00・環境天然資源省（DENR）表敬及び打ち合わせ 

（マスタープラン案の説明及びコメント依頼） 
18:30・在フィリピン大使館表敬 

Manila 

3 8／12（火） 8:00 ・JBIC マニラ駐在員事務所との打ち合わせ 
11:00・FSP（JBIC プロジェクト）関係者との打ち合わせ 
（対象候補地に関するブリーフィング） 

16:00・ローカルコンサルタントとの打ち合わせ 

Manila 

    

担当分野 氏  名 現    職 

総括 堀 正彦 国際協力事業団 森林・自然環境協力部 次長 

森林経営 嶋崎 省 農林水産省林野庁国有林野部管理課監査室 

監査官 

協力計画 前田 陽子 国際協力事業団森林・自然環境協力部 

森林環境協力課 職員 

社会経済調査／計画分析 廣内 靖世 株式会社 国際開発アソシエイツ 

パーマネントエキスパート 

参加型森林管理 山本 渉 株式会社 レックス・インターナショナル 
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4 8／13（水） 移動（マニラ→San Fernando） 
9:00 ・RegionⅢRENRO 表敬 
13:00・プロジェクト対象候補地担当 Municipal Government、 
PENRO、CENRO 表敬及び打ち合わせ 
15:00・PO Office 打ち合わせ及び対象候補地（Sapang Bato）視
察 

San 
Fernando 

5 8／14（木） 移動（San Fernando→Tarlac） 
9:00 ・プロジェクト対象候補地担当 Municipal Government、
PENRO、CENRO 表敬及び打ち合わせ 
15:00・PO Office 打ち合わせ及び対象候補地（Balog-Balog）視
察 

Tarlac 

6 8／15（金） 現地ワークショップ（Balog-Balog） Tarlac 

7 8／16（土） 10:00・対象候補地視察（San Jose） 
14:00・パンタバンガン・プロジェクト現地視察、ENR Academy
視察 
移動（RegionⅢ→マニラ） 

Manila 

8 8／17（日） 9:30 ・団内打ち合わせ（マスタープラン案の見直し、協議事項
の確認） 
13:00・Ateneo de Manila 大学 Environmental Science for Social 
Change 打ち合わせ 
17:00・団内打ち合わせ 

Manila 

9 8／18（月） 9:00 ・DENR 関係者との打ち合わせ 
11:00・DENR、Human Resource Management Service との打ち合
わせ（研修について） 
合同協議 
14:00・（現地調査・ワークショップの結果説明、マスタープラン
案に関するコメント取り付け、プロジェクト概要に関する協議） 

Manila 

10 8／19（火） IIRR（International Institute for Rural Reconstruction）と
の打ち合わせ（研修について） 
13:00・University of Philippines との打ち合わせ 
・団内打ち合わせ（プロジェクト概要・協議事項・対象候補地調
査事項等の確認） 
・MM 案作成 

Manila 

11 8／20（水） 合同協議（同上） 
16:00・DENR 報告 

Manila 

12 8／21（木） 9:00 ・ミニッツ協議、署名 
14:30・在フィリピン大使館報告 
16:00・JICA 事務所報告及び打ち合わせ 

Manila 

13 8／22（金） ＜官団員＞帰国（マニラ→成田） 
＜コンサルタント＞ 
資料整理 

Manila 

14 8／23（土） 資料整理  

15 8／24（日） 資料整理  

16 8／25（月） ＜参加型森林管理＞ 
移動 
PENRO（Bataan）表敬 
・現地調査（Mariveles：森林視
察、住民聞き取り等） 

＜社会経済調査＞ 
移動 
RegionⅠRENRO 表敬 
・現地調査（Pugo, La Union） 
 

 

17 8／26（火） 対象候補地調査 対象候補地調査  

18 8／27（水） 対象候補地調査 対象候補地調査  

19 8／28（木） 対象候補地調査 
（Sapang Bato） 

移動 
CAR RENRO 表敬 
対象候補地調査 

 



－3－ 

・対象地調査（Sto Tomas） 

20 8／29（金） 対象候補地調査 
 

対象候補地調査  

21 8／30（土） 対象候補地調査 対象候補地調査  

22 8／31（日） 移動 
資料整理 

移動 
資料整理 

 

23 9／1（月） 対象候補地調査 
（Balog-Balog） 

対象候補地調査 
（San Roque：森林視察、住民聞
き取り等） 

 

24 9／2（火） 対象候補地調査 対象候補地調査  

25 9／3（水） 移動 対象候補地調査  

26 9／4（木） 対象候補地調査 
・RegionⅦ RENRO 表敬 
・現地踏査
（Mananga-Kotkot-Lusaran） 

移動 
対象候補地調査（Lamut） 

 

27 9／5（金） 対象候補地調査 対象候補地調査 
（Lamut, Quirino） 

 

28 9／6（土） 対象候補地調査 対象候補地調査  

29 9／7（日） 資料整理 移動  

30 9／8（月） 対象候補地調査 資料整理  

31 9／9（火） 対象候補地調査 移動  

32 9／10（水） 移動 対象候補地調査 
・RegionⅥ RENRO 表敬 
・現地調査（Maasin） 

 

33 9／11（木） 対象候補地調査 
（Sicopong） 

対象候補地調査  

34 9／12（金） 対象候補地調査 
・現地踏査 

対象候補地調査 
 

 

35 9／13（土） 対象候補地調査 移動→マニラ  

36 9／14（日） 移動→マニラ 資料整理  

37 9／15（月） 調査結果取りまとめ及び PO 案作成  

38 9／16（火） 補足調査（組織制度分析、プロ
ジェクト実施体制の検討、他ド
ナーの取り組み等） 

PO 案作成  

39 9／17（水） 補足調査 PO 案作成  

40 9／18（木） 調査結果取りまとめ及び PO 案作成  

41 9／19（金） DENR 各活動項目担当者との PO 案作成  

42 9／20（土） DENR 各活動項目担当者との PO 案作成  

43 9／21（日） 資料整理  

44 9／22（月） DENR との協議（プロジェクト概要案について） Manila 

45 9／23（火） DENR への現地調査結果報告 
JICA 事務所報告 
在フィリピン大使館報告 

Manila 

46 9／24 日（水） 帰国（マニラ→成田）  

 

１－４ 主要面談者 

 

National Economic and Development Authority (NEDA) 

Ameta B. Benjamin  National Economic Development Specialist 

Noriel B. Sicad  Chief Environmental Development Specialist 

Sheila Marie M. Encabo Chief Environmental Development Specialist 
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Guada Fajardo   

    

Department of Envirnment and Natural Resources (DENR) 

Elisea G. Gozun  Secretary 

Reneto A. de Rueda  Undersecretary for Field Operations 

    

Foreign-Assiasted and Special Program Office (FASPO) 

Rafael E. Camat, Jr.  Assistant Secretary  

    

Forest Management Bureau (FMB) 

Romeo T. Acosta       Director 

Neria A. Andin, CESO IV Assistant Director 

Domingo T. Bacalla  Chief Forest Management Speciaist 

    

National Forestation Development Office (NFDO) 

佐々木 明彦  Team Leader of Forestry Sector Project (FSP) 

Gualeberto T. Tortoza  Project Director of FSP 

Jonas R. Lenones  Deputy Project Director of FSP 

Elma M. Eleria  Technical Division Chief 

    

Human Resources Management Service (HRMS) 

    

    

Regional Environment and Narural Resources Office (RENRO) in Region 3 

Melina I.Garcia   

Ester P. Rasco   

Alfreso B. Collado   

    

Provincial Environment and Natural Resources Office (PENRO)  

Ferdinando C. Cabeso  Tarlac 

Delci D. Corblu  Tarlac 

    

Community Environment and Natural Resources Office (CENRO)  

Dulor V. Silust   Tarlac 

Edwin P. Millano  Tarlac 

Brenda M. Clemente  Technical Division Chief of SUSIMO 

Pacifico N. Cortez  SUSIMO 

    

Local Government Unit (LGU) 

Samuel M. Eugenio   

Luz Facun   Municipal Mayor, San Jose 

    

Environmental Science for Social Change (Ateneo de Manila University) 

Mariel De Jesus   

Fairlane Raymundo   

    

College of Forestry, University of Philippines, Los Banos 

Dr. Leonardo M. Florece  
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Dr. Juan M. Pulhin   

    

International Institute of Rural Reconstruction (IIRR) 

Armand Yambao   

Peter O'hara   

    

日本大使館   

石井 哲也   公使 

石井 克欣   一等書記官 

    

国際協力銀行フィリピン駐在員事務所 

遠藤 真由美  駐在員 

Leah F.L. Penarroyo  Project Officer 

    

JICA フィリピン事務所  

小林 清人  所員 

    

JICA 個別派遣専門家  

田中 昌之   

 

 

１－５ 調査団長総括 

 

 ｢地域住民による森林管理（CBFM）｣プログラムは、70 年代後半から導入された住民参加

型の森林管理プログラムを統合する形で、1995 年に大統領令に基づき導入されたプログラ

ムである。 

 政府による直接的な管理・経営から、住民を主体とした森林経営への転換は、フィリピ

ンのみならず東南アジア諸国共通の課題ともいえる。同国はその中でも先駆的存在のひと

つであるといえ、現在 CBFM は、同国における森林分野マスタープラン実現の柱とされる重

要なプログラムであるが、一方、現状ではその実施に関し、本報告書にも記されているよ

うに多くの問題があると考えられる。 

 このように、政府の重要な政策として位置づけられた CBFM の実施に関して技術的な支援

を行うこととした当プロジェクトの妥当性は高いものと判断される。 

 CBFM に対しては、その政策上の重要性から、本報告書にも示されたとおり、さまざまの

ドナーが資金的、技術的支援を行ってきている。資金的にはわが国の国際協力銀行をはじ

め、アジア開発銀行、世界銀行など、技術面では、GTZ、EU など各国援助機関のほか、国際

機関（International Institute for Rural Reconstruction：IIRR 等）、フィリピン大学な

ども支援を行っている。 

 当プロジェクトに関しては、上記のように、先方政府の重要事業に対する支援として妥

当性が高いほか、これまで個別専門家および数次のミッションにおいてフィリピン側と議

論を積み重ねてきたこともあり、先方天然資源省側の強い期待が感じられた。当調査団の
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ミニッツの署名に際しては、天然資源省次官が大変タイトな日程の中で参加し、直接サイ

ンを行うとともに、プロジェクトに対する高い期待を表明した。 

 

（１）他のドナーとの連携、協力 

 その重要性から、CBFM プログラムに対しては、上述のように、JBIC をはじめさまざまの

ドナーによる支援が行われており、これらの活動との連携が重要である。また国内にも、

フィリピン大学などの大学や、IIRR 等の国際機関で CBFM や社会林業に豊富な経験と知見を

有する機関が数多くあると思われることから、このような国内のリソースを有効に活用す

ることが重要である。 

 

（２）JBIC との連携 

 JBIC の支援により実施されている森林セクタープログラムとの連携については、すでに

造林地が造成され、今後その維持管理が課題となるサイトの例として適当であることから、

モデル実施の半数ほどをどうプログラム対象地から選択して活動を行うとともに、関係者

に対する研修の実施および情報収集を通じてのモニタリングなどによりフォローアップを

行っていくことが適当であると考える。また、現在検討中の第二フェーズが実施されるこ

ととなれば、関係者に対する研修などを通じて連携を図る必要がある。 

 

（３）広報活動等 

 CBFM については、さまざまのドナーが活動しており、国内外の関心も高いと考えられる

ことから、活動の透明性を高め、JICA としてのプロジェクトの認知度を高めるためにも、

パンフレットや HP を通じた広報活動を積極的に行うとともに、広く関係者を集めたワーク

ショップを開催するなど、広く意見を求め、プロジェクトの内容を広く知らしめることが

重要である。 

 

（４）その他の留意事項 

 当プロジェクトのカウンターパート予算の確保やカウンターパート・スタッフの確保に

不安が感じられることから、大使館および JICA 事務所と連携し、これらの問題に対するフ

ィリピン側の積極的な対応を引き出すよう、働きかけを強める必要がある。 

 また、各国際銀行の支援の経験から、先方には資金援助を含め、JICA がやってくれると

の考えをもっているとの印象もあり、機会ある毎に事業の主体はあくまでフィリピン側で

あり、JICA の役割はこれを支援することであるとの原則が良く理解されるよう努める必要

がある。 
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第２章 フィリピンの森林の現状と政策 

 

２－１ フィリピンの森林の現状 

 

（１）森林の現状 

フィリピンの森林面積は、1930 年代は国土の約６割（1,700 万 ha）を占めていたが、そ

の後日米へのラワン材など木材輸出の増大等による森林伐採の急増、さらには人口増加や

経済活動により森林面積は減少し続け、1972 年では、1,021 万 ha（国土面積の 34％）、1997

年では 539 万 ha（森林率 18％）にまで急減した。ラワンなどフタバガキ科樹種を中心とす

る天然林が毎年約 20 万 ha ずつ減少したことになる。 

 

 フィリピンの森林の状況 

森林の種類 面積(ha) 

フタバガキ林 3,536,017

     老齢林 804,900

     残存林 2,731,117

松林 227,900

     鬱閉林 123,900

     疎林 104,000

低質林 475,100

蘚苔林 1,040,300

マングローブ林 112,400

合計 5,391,717

出典：DENR 森林管理局 (1998 年) 

 

フィリピンの国土は、フィリピン国憲法 1987 により、①Agricultural Lands, ②Forest 

or Timber Lands, ③Mineral Lands, ④National Parks の 4 つに区分されており、②の法

定林地（Forest or Timber Lands）は大統領令 705 号に記載されている基準によって、傾

斜 18％以上の土地となっている（注：18％未満の傾斜地についても、特別な条件下では、

法定林地と規定している土地が存在する）。1997 年では、1,463 万 ha が林地面積となって

おり、上述の森林面積 539 万 ha を差し引きした数値である約 900 万 ha（国土面積の 3割）

は、原野、粗放な放牧地、牧野の火入れ地などの荒廃林地として推定され、それらは傾斜

地や山の稜線付近の至るところに存在している。 

この結果、森林地形が急峻で、熱帯性低気圧や台風による集中豪雨や暴風雨などで降雨
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量は日本より多いフィリピンでは、森林地の保水力の低下、豪雨による表土の流出や土砂

崩れ、洪水発生が頻発している。 

また、平野部においては、土砂の堆積によるダム有効貯水量の減少や集中豪雨による急

激な増水で田畑の浸食・洪水が発生するなどして、農山村の経済活動や生活環境を悪化さ

せている。 

 

（２）森林減少の原因 

森林資源が豊富であった時期には、外貨獲得の第一手段として無秩序な伐採が行われて

いたが、その後は森林伐採事業で開設された搬出用道路を利用した違法入植による焼畑や

牧畜のための火入れ等による森林火災、伐採許可を受けた者が許可区域外で行う大規模な

ものから薪炭材集荷業者による小規模なものを含めた違法伐採等が森林減少の主な要因と

なっている。 

この背景には、低地での増大する人口圧力から山地への不法入植が増加し、カインギン

や火入れ牧野など不適切な農業への従事、不適切な天然林の伐採開発、不明瞭な土地所有

区分、政府の国有林管理の不備などが上げられる。 

 

（３）造林事業の現状 

景気低迷、財政悪化等により、造林面積はここ数年 4 万 ha から 6 万 ha で推移し、これ

は過去の年平均森林減少面積 20 万 ha の 3 割に満たない。また、この実績では現存する荒

廃林地 900 万 ha の森林復旧には百年以上を要する事態といえる。 

実施主体別に見てみると、民間実行による造林面積は天然林伐採後に造林を義務付けら

れた森林伐採権協定（Timber License Agreement:TLA）保持者の減少（1970 年には 461 件

で 1,060 万 ha、1997 年には 36 件、156 万 ha）により減少傾向にある。一方、大半を占め

る政府実行による造林は、アジア開発銀行（ADB）や海外経済協力基金（OECF、現 JBIC：国

際協力銀行）からの資金援助に頼っている。なかでも、1986 年から始まった国家造林プロ

グラム（National Forestation Program）では、ADB による個人、コミュニティ、NGOs な

どを対象とした、荒廃林地での森林復旧に対する融資、1988 年からは、両機関の協調融資

（森林セクタープログラム）により、個人、コミュニティ等による造林地の維持管理への

資金援助が実施された。しかし、政府からの技術的援助の不足、不明瞭な林産物収入の分

配、先住民の慣習的な権利に対する取扱の不備などにより、造林事業の進展はあまり見ら

れていない。 
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フィリピンにおける植林の状況 

年 政府による造林 民間による造林 合計（千 ha） 

1989 89 42 131

1990 154 38 192

1991 74 19 93

1992 24 16 40

1993 6 13 19

1994 18 32 50

1995 22 43 65

1996 19 27 46

1997 49 17 66

1998 33 9 42

出典：DENR 森林管理局 

 

 

２－２ フィリピンの森林政策 

 

２－２－１ 森林関連の法制度の変遷 

スペイン統治時代までは、村落ごとに伝統的な森林管理システムが存在し、過度な伐採

に至らなかった。その後の米国統治時代は、米国企業による森林開発行為が実施されるよ

うになった。第二次大戦後はフィリピン憲法 1946 により、全ての森林地が国に所属すると

され、1950 年代には森林伐採権協定制度が導入されるなど、森林を経済開発の手段として

日本や米国市場に向けた大規模な森林伐採が行われた。 

1970 年代後半になると、森林資源の枯渇への危機感から、特に森林資源の保全・開発に

おいて地域住民の役割が注目されるようになり、住民参加型の様々なプログラムが開始さ

れた（1975 年森林占有管理プログラム、1976 年家族アプローチ植林プログラム、1978 年共

有林農家経営プログラムなど）。 

1982 年には、統合社会林業プログラム(Integrated Social Forestry Program: ISFP)が

導入され、個人やコミュニティに対し、政府との契約に基づき、指定区域での安定的な居

住と土地利用権の長期保証（25 年間）が与えられた。契約地は 81 万ヘクタールに及んだが、

主に個人を対象としたものであったため、DENR の組織的に対応できる面積は限られており、

土地の証書の発行は限りがあった。 

1987 年に制定された憲法では、公有地と認められた土地および天然資源の国家による所

有を認めた上で、国家による直接管理とフィリピンの市民、組合、協会との共同管理が可

能であるとされた。地域住民に関しては、農民、森林内居住者、先住民などの生活に必要

な天然資源の直接の利用権を認め、そのために天然資源の利用のための小規模の利用の概
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念を導入し、バランスのあるエコロジカルに健全な人々の権利を保護し、推し進めるとし

ている。また、組合形式による天然資源の共同利用を推奨している。 

また 1980 年代には、米国や日本を始めとした諸外国や国際機関の援助のもと、国家主導

による各種森林造成プロジェクトも進められた。1986 年には国家造林プログラムが策定さ

れ、これに基づき 1988 年から 1993 年まで ADB と JBIC の資金協力により森林セクタープロ

グラム(通称 Loan1)が実施された。ADB と JBIC の協調融資とフィリピン政府の資金の合計

は、2億 4千万ドルにおよんだ。このプロジェクトでは、家族、コミュニティ、地方自治体、

NGO など様々な形態での契約植林により実施され、総面積は 70 万ヘクタールに及んだ。し

かし､このプロジェクトにはコミュニティの組織化､および土地の利用権は含まれておらず、

単に植林を実施したにすぎなかった。また一般的な公共事業と同じように、プロジェクト

期間中は一時的に地域に対して雇用機会を創出するものの、比国政府によるプロジェクト

終了後の植林地の保育管理に対する予算・人員の不足、植林地の保育管理に関する地域社

会との連携強化などの仕組が確立されていなかったことから、植林地が当初、期待してい

たような状況とはなっていないケースが多く見られる。 

1990年には25年間の林業分野の開発目標とその取り組み項目を規定した林業開発マスタ

ープランが策定された。同マスタープランでは、住民を重視した林業を推進することを掲

げ、地域住民の組織化により伐採権が放棄された森林の管理と利用を地域の共同体に委ね

ることをその主要プログラムにしている。 

1991 年には地方自治体法(共和国法第 7160 号)により、ISFP などのコミュニティフォレ

ストリープロジェクトとそれに類似するもの、及び 50km2以下のコミュニティの森林の管理

の実施を郡へ移管、そのプロジェクトサイトにおける森林火災の防止、森林からの違法採

取品の没収と違反者の逮捕を州に移管している。しかし、ISFP サイトの管理は地方自治体

の資金・技術的能力不足､個人当ての土地の割り当ての難しさからなかなか進まなかった。 

1995 年には行政命令第 265 号により、これまでの住民参加型の法定林地における管理プ

ログラムを統合する形で「地域住民による森林管理（Community-Based Forest Management: 

CBFM）」が森林保全の国家戦略として採択された。1998 年に成立したエストラダ政権は、残

存する森林資源の効果的保護と劣化した土地の復旧を政策目標に掲げ、1999 年から 5 年間

の中期開発計画において、CBFM の推進、地方自治体との連携および森林復旧への民間投資

の促進をその活動項目に挙げている。 

なお 1997 年には先住民の権利に関する法律（共和国法第 8371 号）が制定され、先住民

の先祖からの伝来の土地とその所有権、文化、自治と基本的人権の保護の必要性が認めら

れ、先住民のための国家委員会の設置が規定されている。その中で先住民土地保有権

（Certificate of Ancestral Domain Claim: CADC)が定められ、土地や水域の所有、天然

資源の開発、移住民の管理等に関する先住民の権利が保証されている。先住民はその領土

内の天然資源に関して、優先権を有し、このような土地での政府機関による土地の利用権

の発給（CBFM プログラム下の CBFM 契約もその一つ）は、現場における調査と先住民との対
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話が必要とされている。また、重要水源地域や保護区などになっている場合は、先住民の

十分な参加の上で関係政府機関が管理､開発することとなっている。 

 

 

２－２－２ 「地域住民による森林管理」（CBFM） 

（１）概要 

1995 年の行政命令において、CBFM は「持続可能な林業と社会的公正を達成するための国

家戦略」として定められた。1996 年には CBFM の実施ガイドラインとして CBFM プログラム

（ Community-Based Forest Management Program: CBFMP, DENR Administrative Order 

No.96-29）が制定された。 

CBFM プログラムの基本理念は、１）森林資源の持続的な管理、２）社会的公正と地域共

同体の福利、および３）DENR と地域社会の綿密な連携、の３つである。同プログラムは、

国が法定林地に位置する地域に居住する住民組織と契約を結び、彼らに同契約で確定され

た地域内の林地を管理する権利（25 年間の森林保有権（土地の利用権と樹木等の所有権）

で、更に 25 年間の更新が可能）を付与し、地域内の資源の開発と保全を目指そうとするも

のである。社会的公正の観点からは、森林資源の利活用権の公平性が求められている。ま

た、これまでの政府主導の森林開発の反省に立って、DENR が地域社会と連携しながら住民

自身による森造りを支援していくことに特徴がある。 

CBFM の実施方法としては、１）森林保全や復旧をコミュニティに任せ、公平なアクセス

を可能にすること、２）森林資源に頼る地域社会のニーズを満たすため DENR は地方自治体

（Local Government Unit: LGU）からの協力を得て事業を実施していくこと、３）環境に

やさしく労働消費的な方法による長期的な森林資源の利用権を組織化された認められたコ

ミュニティに与えること、４）先住民の祖先からの土地に関する権利を認知すること、５）

中央政府レベルの関係省庁を集めてステアリングコミッティを形成しその政策的ガイドラ

インを決め、コミュニティが強化されるように調整すること、６）DENR は目標達成のため

必要な資金を提供したり、市場開拓や販売活動を支援すること、７）DENR 内に CBFM 特別預

金を設立することなどが挙げられている。 

 

（２）関連機関の役割分担と責任 

１）環境天然資源省（DENR） 

DENR は、フィリピンにおける森林、鉱物など天然資源の保全､環境や生態系の保全およ

び環境管理など環境に関する行政全般を管轄する政府機関である。DENR は組織的に、計

画政策局、土地管理局、外国援助特別プロジェクト局、現場活動局､一般法的サービス局、

行政管理法律サービス局、管理技術サービス局、イスラム教関係局の８つの局があり、現

場活動局の下には、DENR の地域レベルの出先機関である環境天然資源地域事務所

（Regional Environment and Natural Resources Office: RENRO）を 15 箇所、州レベル
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の出先機関である環境天然資源州事務所（Provincial Environment and Natural Resources 

Office: PENRO）を 74 箇所, そして各州を２、３に分け、環境天然資源コミュニティ事

務所（Community Environment and Natural Resources Office: CENRO）を 170 箇所設置

している。 

森林管理局（Forest Management Bureau: FMB）は、森林管理に関して助言を行う機関

であり、その活動内容は、林地・流域の管理と保全、荒廃林地の復旧、水資源の改善、森

林保全、木材産業の合理化、森林資源の利用の促進などを所掌している。2003 年新しく

就任した Gozun 長官は、CBFM 強化の観点から、森林管理局を計画政策局傘下から現場活

動局傘下に組織変更し、更に CBFM 事務所を新しく設置し現場における CBFM の活動を強化

している。なお、DENR 職員の研修を担当しているのは、管理技術サービス局内の人的資

源管理局(Human Resource Management Bureau:HRMB)である。 

森林管理局には、CBFM 課があり、ネットワーク開発、プロジェクトサポート開発、計

画政策開発の 3つのグループに分かれており、各グループには 6、7人のスタッフがいる。 

RENRO には、森林資源開発課（Forest Resource Development Division）があり、その

中にコミュニティ資源管理班（Community Resource Management Section）がある。PENRO

は、管理支援サービス部と技術サービス部に分かれており、技術サービス部には CBFM 担

当の係官がいる。CENRO は管理支援課、土地管理課、環境保全課、森林保護区管理課の四

つの課に分かれており、森林保護区管理課に CBFM の担当者が勤務している。 

 

DENR・CBFM の年間予算 

2003 年の DENR の年間予算は約 40 億ペソであり、その内、DENR 自身の予算が、36 億 6

千万ペソで残りが外国援助によるプロジェクト予算である。DENR 自身の予算のうち、森

林管理の運営予算は 14 億 3700 万ペソであり、その内 CBFM プログラムの活動予算は 6730

万ペソである。これは、2002 年に比べ 10.6％の減少である。CBFM プログラム予算を地域

的に見てみると、Region２と３が比較的多く、特に Region3 は年間予算 1200 万ペソと突

出しており、全体の約 18％を占めている。その理由は、Region3 の活動経費が 700 万ペソ

と全体の活動経費の 3 分の 1 近くを占めているためである。なお、2003 年の外国援助に

よるプロジェクト予算は 3990 万ペソであり、2002 年に比べ 70％激減している。その理由

は、USAID の天然資源管理プログラムや JBIC の森林セクタープロジェクトが縮小してい

ることによっている。 

 

2002 年 DENR 森林管理運営費 

区分 金額（千ペソ） 
Forest Management service 682,389
Plantation establishment, 
maintenance and Protection 

108,366

Forest protection 389,194
Community based forest management 67,309
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Soil conservation and Watershed 
management 

38,446

Forest land sub-classification party 151,859
合計 1,437,563

 

2003 年 Region 別 CBFM プログラムの活動予算 

地域 千ペソ 
Central 
office 

3,780

Region 1 2,232
CAR 4,157
Region 2 8,209
Region 3 12,267
Region 4 6,574
Region 5 3,057
Region 6 3,631
Region 7 2,633
Region 8 4,702
Region 9 4,081
Region 10 3,642
Region 11 4,283
Region 12 1,583
Region 13 2,472
Total 67,303

 

2003 年の CBFM に関する活動は、PO/DENR のクリーンアップ、CBFM 実施ガイドラインの

変更、LGU の都市計画との連絡強化、民間企業との連携強化、CBFM 情報システムの改良な

どである。 

 

２）地方自治体（Local Government Unit: LGU） 

フィリピンには、LGU として州（Province）と郡（Municipality）とバランガイ（Barangay）

が存在する。CBFM の実施において具体的な活動に関係が深いのは郡であり、地方自治体

法 によると、州は、郡の行う業務の調整、監視、モニタリング及び評価を行う機関とな

っている。 

CBFM と関わる LGU の活動としては、コミュニティに対する CBFM の働きかけ、CBFM の申

請に対する承認、PO の活動を強化するためのマーケット開発、道路の開発、小規模融資

や農業の普及活動の提供、企業との連携の促進などである。また、LGU は、各レベルで開

発評議会を有する。LGU は、CENRO や警察とともに各レベルの森林保全コミッティを形成

し、森林保全活動に寄与できる。 

バランガイは、PO に最も近い地元の組織であり、住民同士の問題の解決に協力するこ

とができる。また、CBFM サイトは公有地であるが、住民は土地の所有を主張し、郡に土

地税を払っていることがある。 
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３）住民組織(People’s Organization: PO) 

CBFM に参画する PO は、CBFM の土地・資源利用権の所持者として、その管理、保護、開

発を行う住民組織である。PO は組合開発機構（Cooperative Development Authority: CDA）

または Security Exchange Commission:SEC への登録が義務付けられ、それにより法人格

を持つ。CDA に登録した PO は財務状況を毎年報告することが義務付けられている。PO の

活動は、その住民組織を組織し、メンバーを増やし支援すること、事業主として事業を開

発管理すること、及び支援機関との連絡をとることである。 

 

４）NGO 

NGO の CBFM との関わりは、DENR と国家先住民委員会（National Committee for 

Indigenous Peoples : NCIP）、LGU とともに PO を支援すること、コミュニティの小規模

融資へのアクセスを提供すること、コミュニティの権利を擁護し、他の支援機関へ連携す

ることなどである。 

 

５）大学・研究機関 

大学・研究機関の CBFM との関わりは、政府、NGO、地方、国際機関、援助団体及び民間

団体に対して研究を提供するとともに研修などの能力開発を行うことである。 

 

（３） CBFM の仕組み 

CBFM は、CBFM の開始以前にあった ISFP、コミュニティフォレストリープログラム

（Community forestry program：CFP）、森林地管理プログラム（Forest Land Management 

Program：FLMP）などを統括するものとして開始されている。 

 

１）CBFM の土地・資源利用権 

CBFM の土地・資源利用権には､１）先住民による場合は CADC や CALC と伴う CBFMA(CBFM 

Agreement)、２）先住民と移住民が共存する場合単なる CBFMA、３）個人や家族に対して

は、PO の承認に基づく CSC(Certificate of Stewardship Contract)の 3 種類がある。こ

れらは、25 年の延長が可能な 25 年間の土地・資源利用権である。 

 

２）CBFM の活動フロー 

計画段階では、DENR は LGU と協力しながら CBFM の可能な地域を特定し、コミュニティ

を組織化し、森林地を管理するための PO を設立する。PO は CENRO の支援を得て、CBFM

指定エリアに対して土地利用の調査を行い、CBFM エリアを決定し、CBFMA が締結される。 

CBFMA 締結後、PO は CBFM エリアにて行う活動の概略を決め、コミュニティ資源管理計

画 (Community Resource Management Framework: CRMF)として CENRO に提出する。CRMF は

PO の活動の一般指針を示したもので、１）森林保全、２）草地などの復旧、３）森林の



－15－ 

利用・伐採計画、４）伐採後の復旧、５）生計向上プロジェクトの計画、６）PO の組織

開発と強化、７）インフラ開発計画、８）PO の所持機材などが記されている。CRMF に基

づいて、PO は、CENRO の支援を受けながら、年間作業計画(Annual Work Plan :AWP)を作

成する。森林の利用がある場合は、AWP は、資源利用計画（Resource Use Plan：RUP)を

含んでいる。 

 

３）資源利用計画（Resource Use Plan :RUP） 

伐採計画、材積量、伐採方法、伐採後リハビリの方法、市場等を含む。PO は、伐採を

行う植林地全体の材積量調査を要求され、材積量と PO の能力に基づき年間伐採許可量が

決定される。人工林は胸高直径 30cm 以上、天然林は胸高直径 55－65cm は 50％、65cm 以

上は 100％伐採してもよいことになっている。道路は新規のものは許可せず、既存道路の

リハビリのみ可能である。搬出方法は、人か動物のみが許可される。 

 

４）政府と PO の分収体制 

森林セクタープロジェクトでは、プロジェクト利益の 75％が PO に渡り、残りの 25％を

DENR と LGU が折半することになっている。 

 

５）CBFM 開発基金 

PO は、森林資源から得た収益、寄付およびその会費などを元にコミュニティフォレス

トリー開発基金 (Community Forest Development Fund: CFDF)を設立する。 

 

６）CBFM 情報システム 

DENR には CBFM 情報システム（CBFMIS）があり、RENRO には DENR 本部からケーブルがつ

ながっており、DENR の持つ最新情報が入手可能である。PENRO は RENRO に 3 ヵ月後ごと、

CENRO は PENRO に１ヶ月ごとにデータを更新することになっている。データの内容は、メ

ンバー数など PO プロファイル、植林面積など土地利用に関するデータ、CBFM システムの

実施段階（CBFMA、CRMF、RUP などの取得状況）、CSC の有無などである。 

 

（４） CBFM の実施状況 

1997 年には CBFM の戦略行動計画が発表され、2008 年までに 900 万ヘクタールの法定林

地を CBFM の管理下とする具体的目標が打ち出された。これはフィリピンにおける法定林

地全体、1,463 万 ha（1997 年森林開発局統計）のうち、実際に森林に覆われている 539

万ヘクタールを引いた面積、つまり「荒廃林地」の面積にほぼ相当する。 

2002 年現在、CBFM プロジェクトサイトは 4956 箇所、総面積は 570 万ヘクタールに上っ

ている。その多くは先住民とのCADC／CALC及びCSCサイトであり、POが存在するのは2182

箇所にすぎない。その中で既に CBFMA が結ばれているのは全国で 974 箇所、107 万ヘクタ
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ールであり、面積にして CBFM プロジェクトサイト全体の 19％、法定林地全体の 7％にす

ぎないのが現状である。CBFM1 箇所あたりの面積は、Region1、7 ARMM で､2～300 ヘクタ

ールであるのに対し、Region2、4B では 5000 ヘクタールを超えている。また、PO のメン

バー一人あたりの面積では、CAR が 50 ヘクタール近くあるのに対し、Region6 では 1 ヘ

クタールに満たないなど地域差が大きい。 

 

 

全国の CBFM プロジェクトの現状 

Region サイト数 プロジェクト面

積(ha) 

PO 数 世帯数 CBFMA 数

(ha) 

CBFMA 面積 CBFMA 

面積% 

CAR 424 700,523 39 13,610 25 23,423 3 

1 278 95,916 241 22,285 95 35,296 37 

2 136 799,590 97 63,939 84 264,969 33 

3 249 238,996 229 38,485 108 73,745 31 

4-A 70 42,404 57 3,595 23 16,205 38 

4-B 113 805,883 84 26,654 39 40,762 5 

5 262 187,914 132 24,100 42 35,467 19 

6 322 156,212 206 73,191 89 36,668 23 

7 314 69,072 259 45,527 104 38,080 55 

8 215 239,286 93 14,084 56 63,665 27 

9 673 426,090 293 31,154 70 39,792 9 

10 431 470,753 172 36,445 142 131,236 28 

11 603 516,520 160 63,595 54 133,703 26 

12 334 388,348 41 23,633 20 36,130 9 

13 483 553,518 72 14,425 20 96,153 17 

ARMM 49 17,370 7 1,443 3 2,741 16 

合計 4,956 5,708,395 2,182 496,165 974 1,068,035 19 

出典：DENR 

 

2003年現在FAOの技術協力により、林業開発マスタープランのレビューが行われている。

その中では CBFM に関しては、１）CBFM サイトの拡大（7年以内の 900 万ヘクタールの目標

達成）、２）DENR の CBFM プログラム実施能力の向上、３）PO の財務管理能力の強化、４）

LGU との連携の強化、５）時間をかけたコミュニティの組織化、６）木材利用システムの弾

力化、７）資源利用許可のシステムの変更などの基本方針が打ち出される模様である。な

お、CBFM のさらなる強化を謳う持続的な森林管理に関する法律が現在議会に提出されてい

る。 
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第３章 CBFM に関するドナーによる支援 

 

３－１  我が国の援助機関のプロジェクト 

 

（１） JICA 技術協力プロジェクト 

「パンタバンガン地域森林造成技術協力計画」、「パンタバンガン林業開発計画」 

いわゆるパンタバンガンプロジェクトは、1976 年から 1992 年までの 16 年間にわたり、

森林造成と治山分野の技術開発、訓練を中心に協力を行ってきた。第 1 フェーズ（「パン

タバンガン地域森林造成技術協力計画」）は、森林造成と治山技術を中心とする協力を 11

年間実施し、それに引続いた第 2フェーズでは、社会林業も取り入れ「パンタバンガン林

業開発計画」として 5 年間実施した。その後、1997 年から 2 年間のアフターケアが行わ

れた。 

 

「農民参加によるマージナルランドの環境及び生産管理計画」 

非肥沃な土壌における農業開発研究のレベルの向上を目的に実施されたプロジェクト

で、2000 年から 2005 年までの 5年間実施した。Region3,4,10 の 3 箇所のデモファームで

溜池や等高線栽培を使ったパイナップルやマンゴーなどの傾斜地農業を展示した。 

 

（２） JICA 開発調査 

1997 年から「マングローブ林資源評価調査」が 2 年間行われ、2003 年現在「マガット

川及びカガヤン川上流域管理計画調査」を 2001 年から 3 年間実行中である。「マガット・

カガヤン調査」は、当該流域の森林・流域管理計画の策定、植林モデルサイトの選定と実

証調査を実施している。 

 

（３） JBIC 円借款「森林セクタープロジェクト（Forestry Sector Project: FSP）」 

1988－1993 年の森林セクタープログラム（Loan１）の実績に基づいて、更に 1993 年か

ら ADB と JBIC の協調融資を含む 1億 6000 万ドルの資金により（融資額は ADB が 4000 万

ドルと JBIC は 7500 万ドル）、荒廃した地域の植生及び森林の被覆の回復、住民の生活レ

ベルの向上、及び土壌侵食からの下流域の保護を目的に森林セクタープロジェクト(FSP、

通称 Loan2)が開始された。対象は全部で 207 箇所、総面積は 11 万 7 千ヘクタールを目標

にされた。このプロジェクトでは、Loan1 の教訓に基づいて、NGO によるコミュニティの

組織化とコミュニティへの森林の利用権が組み入れられた。ADB と JBIC の活動内容は異

なっており、それぞれ以下のようになっている。 
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森林セクタープロジェクトの概要 
援助機関 総面積(ha) 活動内容 

ADB 37,000 19,000ha の草地における植林 
5,200ha の問題のある危険な流域のリハビリ 
13,000ha の高地の CBFM による植林 
800,000ha の老齢林とそのバッファーゾーンの境界設定 
先住民のコミュニティによる土地利用権の特定 
マルチセクター森林保全評議会の組織化 

JBIC 80,000 100,000ha の荒廃した流域での地図作成および計画作り 
プロジェクトエリアのコミュニティの組織化 
土壌保全のための植林 
80,000ha の植林地のモニタリングと評価 

 

FSP には 25 のサブプロジェクトがあるが、そのサイトの選定基準は１）灌漑やダムなど

の他のプロジェクトの支援になること、２）農村に住む参加コミュニティへ貧困ラインを

上回るような新たな収入を提供できること、３）最低一箇所 2,000ha の植林ができること

である。プロジェクトの活動は、植生調査及び地図の作成、フィージビリティスタディ、

コミュニティの組織化（この中でコミュニティは CBFMA などの土地の利用権を獲得）、植林

などによる対象地の総合開発、モニタリングと評価及びインフラ開発である。当初、プロ

ジェクト期間は 2000 年までの 7年間であったが、2003 年まで 3年間延長された。FSP では、

2001 年にサブプロジェクトごとに現地管理事務所（Subproject site management office: 

SUSIMO)を設立し、プロジェクト実施を強化した。現在、FSP のフェーズ 2 では、マガット・

カガヤン川上流域、パンパンガ川流域、ハロール川流域の 3 つの流域にプロジェクトが予

定されている。なお、JBIC の FSP は、政策支援特別プロジェクト局の中に、国家森林開発

事務所(National Forestation Development Office: NFDO) を設置し、実施されている。 

 

FSP の 25 のサブプロジェクトのうち、13 のサブプロジェクトは重要流域(Critical 

Watershed)で、16 のサブプロジェクトは優先流域(Priority Watershed)で実施されている。

また CRMF は 17 のサブプロジェクトで既に作成されている。植林の実績は、主に有用樹の

造林（47.2％）､アグロフォレストリー（27.5％）およびラタン(9.4％)であり、開発実績

面積は合計で 5 万 7 千ヘクタールである。開発コストは、スキームや植栽間隔によってこ

となり（8,600 から 43,000 ペソ）、ha あたり平均約 2万ペソである。 
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JBIC 森林セクタープロジェクトのサブプロジェクト実績と実施状況 

地域  サブプロジェクト名 実 績 面 積
(ha) 

CRMF 流域管理規制 

1 Itogon 4,880 ＊ C/P 
2 Lamut 1,067 ＊ C/P 
3 Mayoyao 2,317  C/P 

CAR 

4 Santo Tomas 2,626  C/P 
5 Laoag 1,869 ＊ C/P 
6 Masell-Seil 1,206 ＊ C/P 

1 

7 San Roque 1,828 ＊  
2 8 Dumayop 1,695 ＊ C/P 

9 Balog Balog 2,700 ＊ C 
10 Marveles 1,893  P 

3 

11 Sapang Bato 1,090 ＊  
4 12 Coron 2,115 ＊  
5 13 Mapuyo -Nabuyanan Cancelled   
6 14 Maasin 2,687 ＊ P 

15 Mananga-Kotkot-Lusaran 4,586  C/P 7 
16 Sicopong 2,000 ＊ P 
17 Ubay, Mabini&Alicia 1,312 ＊ C 8 
18 Catubig 2,321 ＊ P 
19 Bayog 2,520 ＊ P 9 
20 Sisay-Datu Tumanggong 2.011  P 

10 21 Pulangui 2,000 ＊ C/P 
11 22 Saug 5,096  C 
12 23 Malitubog--Maridagao 2.903  C 
13 24 Lake Mainit 2,377 ＊  
ARMM 25 Kabulnan 1,573 ＊ P 
  Total  57,072   

出典：DENR   C: 重要流域, P: 優先流域 ＊CRMF あり 
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JBIC 森林セクタープロジェクトのスキーム別実績面積 

スキーム名 実績面積 (ha) % 

Reforestation                27,284.37 47.2 

Agroforestry              15,886.91 27.5 

Rattan                 5,442.37 9.4 

Rattan (EP)                    157.00 0.3 

Bamboo                 1,745.04 3.0 

Bamboo (Riverbank Prot.)                    135.00 0.2 

Bamboo Management                    179.00 0.3 

ANR                1,570.50 2.7 

Enrichment Planting                 1,038.00 1.8 

Erosion Control                     50.00 0.1 

SWC                    118.00 0.2 

Rubber                    658.00 1.1 

Agrosilvipasture                    541.23 0.9 

Protection                  1,360.60 2.4 

Production                    397.85 0.7 

Riparian zone                 1,122.07 1.9 

Restoration                     68.00 0.1 

          57,753.94 100.0 

出典：DENR/FSP 
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JBIC 森林セクタープロジェクトのスキーム別の開発コスト 

スキーム名 植栽間隔 コスト合計 
2m×3m 43,146 
5m×2m 33,267 

Reforestation 

4m×4m 21,907 
Agroforestry 10m×10m 29,945 
Agroforestry w/ fuelwood 2m×2m 23,580 
Pure agroforestry 5m×5m 19,837 
Assisted natural regeneration 5m×5m 24,865 
Enrichment planting 5m×5m 13,202 
Rattan 5m×5m 16,489 
Timber stand improvement 5m×5m 8,659 

出典：DENR/FSP 

 

３－２ 他の援助機関のプロジェクト 

 

2003 年現在、DENR では、総額 4 億ドルの資金により 16 のプロジェクトが実施されてい

る。ここでは CBFM に関する比較的大規模なものを紹介する。 

 

2003 年の DENR の外国援助によるプロジェクト 

プロジェクト名 援助機関 CP 分 借款分 合計 

Metro Manila Air Quality Improvement Project ADB 35,239 50,205 85,444

Southern Mindanao Integrated Coastal Zone 
Management  JBIC 45,177 31,023 76,200

Land Administration Management Project IBRD 4,695 60,597 65,292

Forestry Sector Project II JBIC 88,328 77,895 166,223

Partnerships in Environmental Management  GEF/UNDP 300 0 300

Environmental and Economic Management Project Canada 200 0 200

Water Resources Development Project IBRD 500 0 500

Mindanao Rural Development Project IBRD 200 0 200

National Integrated Protected Areas System 
Program  EU 500 0 500

Asean Regional Center for Biodiversity 
Conservation EU 700 0 700

Samar Island Biodiversity Project  GEF/UNDP 300 0 300

International Coral Reef Initiatives  SIDA 200 0 200

Community Forestry Project Quirino GTZ 300 0 300

Natural Resources Management Program (Eco 
governance) USAID 400 0 400

Integrated Visayan Sea Coastal Resources and 
Fisheries Management  GTZ 1,200 0 1,200

Leyte Island Program for Sustainable Management 
of Natural Resources GTZ 1,200 0 1,200

合計  179,439 219,720 399,159

出典：Official Gazette. 2003. 
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（１）水資源開発プロジェクト（Water Resources Development Project） 

国家流域管理戦略とそれに基づいた重要流域に対する長期プログラムを作成するために

実施されているプロジェクトで、１）流域資源管理の国家政策を示すハンドブックの作成、

２）それに基づくガイドライン、国家流域システムの構築、３）3つのパイロット流域での

流域管理計画の作成、４）プロジェクト実施の 4 つのフェーズに分かれている。プロジェ

クト実施フェーズでの活動内容は、2,700ha の測量とその中での果樹や有用樹、ラタンなど

の植林､1,240ha の森林火災対策、８つのアグロフォレストリーのデモファームの建設、普

及用教材の開発､マーケット用の道路建設などである。 

プロジェクト期間 1997－2004 7 年間 
援助機関 DANIDA フェーズ I&II 

世界銀行 フェーズ III&IV 
プロジェクトサイト Region4,9 
プロジェクト資金 借款分も含め＄10.84M 

 

（２）コミュニティによる資源管理プロジェクト(Community Based Resource Management 

Project :CBRMP) 

森林破壊を防ぎ、森林の被覆率を増加させるような上流域の森林資源の管理の向上を目

的としたプロジェクトで、研修と CBFM の戦略作り､サブプロジェクトの実施を行っている。 

プロジェクト期間 1998－2003 5 年間 
援助機関 世界銀行 
プロジェクトサイト Region 5,7,8,13 
プロジェクト資金 借款分も含め＄5.0M 

 

（３）天然資源管理プログラム （Natural Resources Management Program: NRMP） 

再生可能な資源の管理の向上と産業のイニシアティブの導入を目的に行われたプログラ

ムで、38 万ヘクタールの残された森林の CBFMA の作成、21.8 万 ha の CADC 作成の支援、3,000

ｋｍの海岸の管理体制の向上、300 社への環境管理システムの導入などの活動をしている。

コミュニティの資源管理に関しては、Region7 と 11 で認可システムなどを構築している。 

プロジェクト期間 1990－2002 12 年間 
援助機関 USAID 
プロジェクトサイト Region2,4,5,7,10,11,12,13  
プロジェクト資金 GOP カウンターパート分も含め＄164.5M 

 

（４）キリノ州におけるコミュニティ・フォレストリー・プロジェクト （Community 

Forestry Project in Quirino: CFPQ） 

住民組織による持続可能な森林管理の構築を目標に実施されたプロジェクトで、10 箇所

1,858 世帯を受益者に 7箇所の CRMF の作成支援、３箇所で AWP・RUP の実施、820ha の植林

などを実施した。農村道路の整備、農民へのクレジットの提供、LGU の土地利用計画等も支

援している。 
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プロジェクト期間 1994－2003 9 年間 
援助機関 GTZ 
プロジェクトサイト Region2 キリノ州 
プロジェクト資金 GOP カウンターパート分も含め＄8.6M 
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第４章 CBFM 対象地域の現状と課題 

 

４－１ CBFM 対象地域と流域管理政策 

 

フィリピンは、421 の河川流域を有し、雨量が多く、地形的に山地が主体であるため土壌

浸食を起こしやすく、水資源の保護は非常に重要である。フィリピンの流域管理政策は、

その基本方針として、１）水資源の需要に基づくこと、２）多目的利用、３）コミュニテ

ィの参加によるものの３つが挙げられている。 

フィリピンでは、流域管理政策の中で重要流域と優先流域が設定されているが、その語

句の使い方には不明瞭な点がある。重要流域は､1975 年の森林法(PO705)の規定によると、

既存または建設が予定されている水力発電ダムや灌漑施設に水を供給している流域の中で

荒廃が激しく早急な保護、リハビリを必要としている流域を指している。しかしながら、

森林法(PO705)では、重要流域と Watershed Forest Reservation は語句の規定で別に指定

されているものの重要流域という名で指定された流域は存在せず、実際は流域森林保護区

（Watershed Forest Reserve）がこれに相当すると考えられる。Watershed Forest Reserve

は、全国に 126 箇所、149 万ヘクタールが指定されている。森林法(PO705)では重要流域で

の森林資源の利用はできないことになっている。 

また、DENR は水資源の減少の経済的影響の大きい 154 の流域（140 万 ha）を優先流域 と

指定し、植林などの土壌保全プロジェクトを優先的に誘致している。その選定基準として

は、１）灌漑や水力発電ダムを下流に持つ、２）水資源が飲料水に重要である、３）国家

経済にとって重要であり、４）貧困層の生計に寄与していることが挙げられている。JBIC

の FSP のプロジェクトでは、13 のサブプロジェクトが重要流域で、16 のサブプロジェクト

が優先流域に指定されている場所で実施されている。 

なお、国家灌漑公社 (National Irrigation Authority :NIA)は、既存の灌漑施設に影響

を与えている NIA の優先流域を DENR と別の重要流域 として全国に 136 箇所で 450 万ヘク

タールの流域を指定している。NIA と DENR は、2002 年この重要流域に対しての共同の水資

源の保護活動を行う覚書を交わしている。 

 

４－２ CBFM 対象地域の自然条件 

 

（１）植生 

フィリピンの森林植生は、大きく天然林と荒廃低木林に分けられ、天然林は低地のフタ

バガキ林、松林、海抜 900m 以上に位置する高山林、海岸のマングローブ林および低質林

(Sub-marginal forest)に分かれる。天然林の面積は 1960 年代以降急激に減少し、1997 年
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時点の推定では、天然林は国全体の約 18％を占めているにすぎない。森林以外の土地利用

としては、草地と耕作地があるが、戦後減少した森林の多くが、農地ではなく草地になっ

ており、その面積は全体の 30％を占めているといわれている。このような荒廃草地では、

準極相と考えられる Talahib や Cogon と呼ばれる草が優勢になっている。耕作地は、永年

作物と一年生作物地をあわせて約 1,000 万ヘクタールである。 

森林植生をRegion毎に見てみると、Region2は比較的天然林が残っているものの、Region6、

7 はほとんど残っていない地域である。Reigon3 は天然林が 10％程度残っているが、そのほ

とんどが Aurora 州に有るものと考えられる。乾季がはっきりしている地域や比較的雨量の

少ない地域では、山火事が広い範囲で発生しており、植生の変化、特に草地の増加に大き

な影響を与えていると考えられる。東部の海岸地帯では乾季でも比較的雨量に恵まれるた

め山火事の発生率は低い。 

 

フィリピンの森林植生 

Region   全面積 フ タ バ ガ

キ林 

松林 低質林 高山林 マングロー

ブ 

荒廃低木林 その他の土

地利用 

1 面積(千 ha) 2,156.8 127.9 175.0 16.4 77.0 0.1 419.8 1,340.6

  % 100.0 5.9 8.1 0.8 3.6 0.0 19.5 62.2

2 面積(千 ha) 3,640.3 995.7 51.3 164.2 286.5 3.7 224.5 1,914.4

  % 100.0 27.4 1.4 4.5 7.9 0.1 6.2 52.6

3 面積(千 ha) 1,823.1 135.1 0.9 18.1 40.3 0.1 68.1 1,560.5

  % 100.0 7.4 0.0 1.0 2.2 0.0 3.7 85.6

4 面積(千 ha) 4,756.0 549.2 0.7 261.7 131.4 27.6 559.5 3,225.9

  % 100.0 11.5 0.0 5.5 2.8 0.6 11.8 67.8

5 面積(千 ha) 1,763.2 35.1 0.0 1.0 5.2 0.5 46.4 1,675.0

  % 100.0 2.0 0.0 0.1 0.3 0.0 2.6 95.0

6 面積(千 ha) 2,022.3 34.5 0.0 0.1 19.9 2.5 63.5 1,901.8

  % 100.0 1.7 0.0 0.0 1.0 0.1 3.1 94.0

7 面積(千 ha) 1,495.1 3.4 0.0 7.4 6.1 2.1 4.5 1,471.6

  % 100.0 0.2 0.0 0.5 0.4 0.1 0.3 98.4

全国 面積(千 ha) 300,000.0 3,536.0 227.9 475.1 1,040.3 112.4 2,232.3 22,376.0

  % 100.0 11.8 0.8 1.6 3.5 0.4 7.4 74.6

出典：Philippine Forestry Statistics 2001.  

 

（２）気候 

フィリピンの気候の特徴は、台風の被害を常習的に受けていることである。台風の上陸

は、7 月から 10 月までに集中し、その経路は緯度からして、特にフィリピン北部つまりル
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ソン島に集中する。降雨量およびその年間分布は、この台風による影響を強く受けている

が、一般に以下のような 4つの気候区に区分されている。全国の観測地の過去 30 年の観測

結果の平均を示す年間平均気温には地域差は少なく２７℃強で、年間平均湿度は 81％、年

間降水量は 2,447mm である。 

 

タイプ別フィリピンの気候 

Type 特徴 地域 年降水量 
I 乾季・雨季がはっきり分か

れ、乾季の降雨量が極めて
少ない。11 月から翌年４
月までが乾季である。 

フィリピン全土の西部に分布. 
ルソン島西部、ミンドロ島西部､
ネグロス島西部、パナイ島西部、
パラワン島 

1,500-3,000mm
程度 

II 年間を通じて降雨量が多
い。特に１１月から翌年１
月までの降雨量が多い。 

ルソン島南東沿岸部、サマール
島､ミンダナオ島東部、レイテ島
東部 

3,000mm を超え
ている。 

III 乾季と雨季の差がはっき
りせず、I 型と IV 型の中
間の降雨量。 

ルソン島北部中間地帯、セブ島中
央・南部､ネグロス/パナイ島東
部、マスバテ、ロンブロン島、ミ
ンダナオ島中央北部の一部 

1,200-2,500mm
程度 

IV II 型に類似しているが、
降雨量は II 型より少な
く、年間を通じて雨量有
り。１月から４月が比較的
雨量の少ない。 

ルソン島東北部沿岸地帯および
南東部の南向沿岸地帯、ミンドロ
島東部､セブ島北部、レイテ島西
部、ミンダナオ島中央部・南部 

1,000-2,000mm
程度 

 

Region１、２，３，６，７の気象条件は、下表のような特徴をもっている。 

 

気候の特徴 

地域 場所 気候区分 特徴 
Region 1,2,3  西部～中央部 

中央部の一部 
東部 

Type I  
Type III  
Type IV 

西部に向かうに連れて雨季ははっき
りとし、降水量が減少する。 

Region6 パナイ島北部 
パナイ島南部 

Type III 
Type I 

北部に向かうに連れて雨季ははっき
りとし、降水量が減少する。 

Region7 セブ島北部 
中央部 
ネグロス島南西部 

Type IV 
Type III  
Type I 

北部に向かうに連れて雨季ははっき
りとし、降水量が減少する。 

 

（３）土壌 

フィリピンの土壌は、塩基飽和度が高く肥沃度の高い火山灰土壌の影響を広く受けてお

り、一般に肥沃度は高い。現存の全国的な資料では、30％の山岳地と 70％が農耕地に分け

られ、農耕地は、土壌目の分類によると比較的肥沃なアルフィソル、インセプティソル、

バーティソルおよびエンティソルが 30％、肥沃度が中程度のウルティソルが 40％を占めて

いる。 
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土壌の分布状況は土壌肥沃度地図によると、肥沃度が中程度の地域が、ルソン島の東部

沿岸地域、ミンダナオ島の西部地域、レイテ島南西部およびパラワン島に分布している。

ルソン島では、西部は全般的に肥沃度は高いが、東部沿岸地帯、Aurora 州、Quirino 州、

Isabela 州、NuevaVizcaya 州で肥沃度が中程度であり、特に中部の Nueva Vizcaya 州、La 

Trinidad 州周辺では酸性土壌が広く分布している。また、Region3 の Bataan 半島も肥沃度

が中程度である。Region6、7 では、全般的に肥沃度は高いが、セブ島の一部、ネグロス島

の北部に部分的に肥沃度が中程度のところがあり、パッチ上に酸性土壌の分布が見られる。

特にネグロス島北部は広い範囲で酸性土壌が見られる。また、Region3 では、西部ピナツボ

周辺の方は砂が多く、東部アラヤットの方は粘土性の土壌である。 

 

フィリピンにおける土壌の分布状況 

土壌目 面積(千 ha) 全面積比（％） 耕地面積比（％） 
ウルティソル 11,311 40 57 
インセプティソル 3,946 14 20 
アンフィソル 2,765 10 14 
バーティソル 1,016 4 5 
エンティソル 659 2 3 
山岳地 8,289 30 - 
農耕地 19,697 70 - 
合計 27,986 100 100 

 

４－３ プロジェクト対象地域（Region3）の CBFM の現状 

 

次にプロジェクトの主な対象地域である、Region3 における CBFM の現状をまとめる（他

Region を含め、個々の CBFM サイトに対するフィールド調査結果は別添(2)1-4 を参照）。 

 

（１）概要 

Region 3 には Bataan、Bulacan、Nueva Ecija、Pampanga、Tarlac、Zambales、Aurora の

7 つの州 があり、DENR のスタッフ合計約 1200 名が勤務している。その中で CBFM の担当者

は、RENRO に 10 名、PENRO、CENRO には 1 名ずつのみである。Region3 の RENRO の予算は年

間 1,300 万ペソ、人件費など間接経費が多くを占め、植林などのフィールドの活動に使用

可能な資金はその 10％程度である。 

 

DENR/Region3 のスタッフ 

区分 人数 
RENRO 343 
PENRO/CENRO 921 
合計 1,264 

出典：DENR/Region3 RENRO  
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Region3 には CBFMA が 107 箇所、ISF サイトが 140 箇所ある。ISF サイトには合計 2 万 6

千箇所の CSC がある。ISF では 20％の林地造成が義務付けられている。Region3 は LGU との

関係が悪く、1992 年の地方自治体法施行後の ISF サイトでの LGU と協調は難しい地域であ

ったといわれている。Bataan 州は、ISF サイトに課税することを議会で決定しているが､反

対を受けて実現していない。 

 

 

Region3 の CBFMA 

Province CBFMA 数 総面積 (ha) CRMF RUP 
Aurora 5 16,430 5 5 
Bataan 20 7,513 6 0 
Bulacan 11 6,314 7 0 
Nueva Ecija 22 6,583 10 0 
Pampanga 5 3,530 3 0 
Tarlac 12 5,997 - 0 
Zambales 32 27,603 9 0 
合計 107 73,970 40 5 

出典：DENR/Region3 RENRO 2002 年現在 

 

Region3 の PO は、Region 全体で Central Luzon Federation of CBFM holders INC.とい

う連合を形成しており、そのメンバーは Aurora を除く州ごとの連合からなっている。州ご

との連合の CBFM プロジェクト面積は下表のようになっており、Zambales の CBFM が面積、

世帯数とも最も大きい。 

 

Region3 の CBFM 連合 

連合名 総面積 (ha) 世帯数 
Bataan Federation of CBFM Holders Association INC. 6,543 2,606 
Bulacan Federatio of CBFM Associations, Inc.  3,464 906 
Nueva Ecija Federation of CBFM Organizations 5,096 6,279 
Pampanga Federation of CBFM & Aeta Communities Inc. 3,445 1,101 
Tarlac Federation of upland farmers INC. 5,619 3,518 
Zambales Federation of People’s Organizations 16,226 12,365 

合計 40,393 26,775 

 

 

CBFM プロジェクトの土地利用権としては、主に CBFMA、CADC および CSC の 3 種類がある

が、この Central Luzon Federation のメンバーで見ると、メンバー数で Zambales 州が CBFMA

のない CSC のみのサイトの数が多く、面積的には CADC が全体の 65％を占めており、そのほ

とんどは Zambales 州と Nueva Ecija 州にある。 

 

Central Luzon Federation の Province ごとの土地利用権 
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Province CBFMA CBFMA なし
(CSC) 

CADC 合計 

Bataan 16 8 0 24 
Bulacan 6 7 0 13 
Tarlac 10 1 2 13 
Nueva Ecija 18 6 4 28 
Pampanga 4 2 0 6 
Zambales 25 26 4 55 
合計 79 50 10 139 

出典：DENR/RENRO Region3. 2000 年 12 月現在 

 

Central Luzon Federation の土地利用権とその割合 

土地利用権のタイプ 面積(ha) 割合（％）

CBFMA 40,394 27.2

CBFMA なし (CSC) 11,662 7.8

CADC 96,658 65.0

 41,161 27.7

 10,710 7.2

 44,787 30.1

合計 148,714 100.0

出典：DENR/RENRO Region3. 2000 年 12 月現在 

 

（２）FSP 対象地 

Region3 には、FSP のサブプロジェクトが 3箇所（Balog Balog, Mariveles, Sapang Bato）

あり、植林、アグロフォレストリー、エンリッチメントなどのスキームが実施されている

（Balog Balog では PO を対象としたワークショップを実施。詳細は別添(3)参照）。 

植林に使われている樹種は、ナラ (Pterocarpus indicus), アカシアマンギウム (Acacia 

Mangium), バグラス(Eucalyptus deglupta), マホガニー(Swietenia macrophylla), メリ

ナ (Gmelina arborea), アグロフォレストリーに使われている樹種は、ナンカ Nangka 

(Aartocarpus heterophylla), Mango (Mangifera indica) お よ び  カ シュ ー  Kasoy 

(Anacardia occidentale)である。Sapang Bato における苗畑での枯死率は、マンギウム、

マホガニーが高く、ユーカリやマンゴーは低い値が出ている。また、生存率は、Sapang Bato

では、マホガニーが比較的高くマンゴーが低いが、Balog Balog では、ナラ、メリナが比

較的高くマンゴーが低くなっている。生存率は、Sapang Bato では初め 50％程度だったも

のが 80％まで上がっており、これは補植によるものである。FSP では、プロジェクト経費

の 15％はＤＥＮＲの保持分であり、PO は、80％の生存率の達成によりプロジェクト経費を

受け取れることになっているので、生存率は活発な補植により高くなっている。 
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FSP Region3 の植栽事業 （単位：ha） 
 Balog Balog Mariveles Sapang Bato 合計 
Reforestation 817 777 698 2,292 
Agroforestry 300 382 379 1,061 
Enrichment 
planting 

564 294 0 858 

Rattan 420 440 0 860 
Bamboo 420  13 13 
Bamboo mgt 179   179 
合計 2,700 1,893 1,090 5,263 

出典：DENR/FSP 2003. 

 

苗畑での枯死率と造林、アグロフォレストリーにおける樹種ごとの生存率 

樹種 苗畑での枯死率
(%) 

Mariveles 

苗木の生存率(%) 
Sapang 
Bato 

苗木の生存率(%) 
Balog Balog 

ナラ 37 76 82 
マンギウム 57   
ユーカリ 4  80 
マホガニー 43 95 82 
メリナ 9 85 83 
ナンカ    
マンゴー 1 70 85 
カシュー 39   
竹    
加重平均 0.27 80 80 

出典：DENR/FSP 2003. 

 

FSP サブプロジェクトサイトの Balog Balog ではダムの建設が予定されており、建設され

た場合、土地を失った人たちが CBFM エリア内に住み着く可能性がある。 

Region3 西部で高地に住むアエタ人はサトイモなど根菜植物の生産を行っている。サトイ

モの生産はこの地域で今最も経済性のある農業で農民の生計を支えている。斜面で行われ

ているので土壌保全上の問題があるが、サトイモの生産はこのまま広がっていく可能性は

高く､Region3 流域管理の問題の一つである。 

FSP サブプロジェクトサイトの中では Mariveles が木の生育もよく管理も比較的しっか

りしている。ただし、一部の町部に住む人により全体が管理されてしまっており、内部に

住む先住民族との関係はあまりよくない。森林の多目的な利用と生計プロジェクトの管理

が課題であろう。町に近いためマーケットを得やすい環境で観光ポテンシャルがあるのも

PO に優位である。 

FSP サブプロジェクトサイトの Sapang Bato の植林地では、植栽された苗木は草に覆われ

てしまっており、乾季に火が入ると燃え広がる危険性がある。 

FSP 以外の CBFM サイトでは、Mariveles の近くの Aras Asim という PO は、1980 年代の

植林地を持っており、PO もリーダーを中心に比較的しっかりまとまっている印象を受けて
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いる。Watershed Forest Reserve に一部入っているが、全体ではない様子であり、森林の

利用ができる可能性がある。 

 

（３）ビレッジフォレスターの研修事業 

Region3 では 2002 年に育苗、植林、アグロフォレストリー、CBFM の政策、ジェンダーと

開発について 1週間の研修を実施した。参加者は 60 名で､その多くは PO の代表である。そ

の他 PO のリーダーシップ､チーム形成の 2 日間の研修を実施した。2003 年は、森林測量、

材積量調査、森林火災および事業開発の研修を予定している。コストは一人一日 650 ペソ

で DENR は参加者に宿泊、食事と交通手段を提供している。交通手段は一部 PO の連合にも

支援されている。ビレッジフォレスターを育成して 1970，80 年代に植栽された森林の材積

量を測定したいと考えている。 

 

（４）森林保全コミッティ 

以前 LGU、PO、DENR および NGO が参加するマルチセクター森林保全コミッティがあった

が、一部の郡レベルで続いているところがあるが、資金不足により Region/Province レベ

ルでは続いていない。 

 

４－４ CBFM に関わる課題 

 

（１）CBFM の制度全般の課題 

CBFM の信頼の構築 

天然林を持つ CBFM は違法伐採の対象になりやすいため批判を受けてきている。現在、天

然林からの伐採を禁止する動きがある。人工林の造成、PO の適切な育成および透明性の高

い CBFM 運営が求められている。 

 

土地の利用権の確定 

CBFM は今までに発行された様々な土地の利用権の形態を統括したものである。CBFMA の

中には ISF で個人当てに発行された CSC があり、CSC の所有者の参加が必要である。CSC の

所有者には、CBFMA には興味がなく個人向けの利用権を待っているところもある。そのよう

なところには CBFM の仕組みを理解させ、PO を通して個人向けの CSC を発給できることを伝

える必要がある。 

また、先住民地域の中には CBFMA には興味がなく CADC/CALT を申請しているところがあ

る。CADC/CALT も CBFM の一つの形態であるが、NCIP が発行するため、DENR にとっての優

先度が下がる可能性がある。 

PO が所有権を有する CBFM のサイトは法的には公有地であっても、実際には土地の占領権

を主張するクレイマントが存在する事が多い。この場合、クレイマントとの交渉などは、
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PO が行うことになる。クレイマントが合意し協力しなければ、森林管理、造林及びアグロ

フォレストリーは成立しない。 

 

人工林の造成と利用 

フィリピンは、国内の森林資源が枯渇しつつあり、既に木材輸入国となっている。増加す

る国内需要に対応するためには、輸入に頼るだけではなく、国内での持続的な人工林経営

が必要である。また流域の管理保全の観点からも、造林を行うことは重要である。 

更に CBFM においては、住民は自助努力によって森林の保全・復旧を行うこととされてい

るため、その資金源とするための森林資源の利用が必要である。CBFM プログラムによると

CBFM は本来、森林からの生産を目的にしたスキームであり、そのために地元コミュニティ

は PO を形成し、森林を保全・開発・管理することになっている。CBFMA は政府と PO との間

の共同生産の合意である。農業に適さない土地に居住している貧しい住民にそこの森林保

全を一方的に義務付けることはできない。そのためには、CRMF の中でどのように PO が森林

資源から直接の便益を得ることができるかが明記されていなければならない。 

しかしながら、現状では森林の利用の観点が薄いため、多くの PO は DENR からのプロジ

ェクト資金に頼って活動している。CBFM プログラムを通じて植林された林木については、

伐採利用することが不可能なケースがあり、森林管理を無償で行うための唯一のインセン

ティブが有効に機能していない。材木を伐採利用する場合は資源利用許可証が毎年必要だ

が、それをとるための手続きが非常に大変であるため、PO が資源利用を行いにくい状況な

のである。更に DENR は 2003 年の初めに資源利用許可証の発行を停止、3月に人工林の利用

は許可するなど、政策変更を繰り返しており、資源利用の保障が十分でない。現在、資源

利用許可証を持っているのは、Region3 で Aurora の５つ、Region７では 3つの PO に過ぎな

い。ネグロスでは天然林の枯れ木を切るための資源利用許可証が、製材の販売を許可され

ず、家具にしないと販売できないようになっている例があった。人工林や天然林の枯れ木

利用の資源利用許可証の発行の簡略化と研修による資源利用の拡大は今後の課題である。

なお、ECC を得るための書類作りに PO は平均 2 万ペソ支払わなければならないといわれて

おり、その作成方法も研修の一つのニーズである。 

 

住民の生計向上への支援 

上で述べたとおり、CBFM プログラム下での植林は、政府からの補助金はなく、住民組織

の活動を通じて得られた資金の運用という自助努力による実行を基本としている。本来こ

れは森林資源の持続的な利用を通じて得るものとされているが、植林が利用できる段階に

なる前に既に様々な初期費用がかかり、PO にはその資金源がない。資金不足を補うために

は借り入れも考えられるが、CBFMA は土地の所有権ではないため担保価値がなく借り入れは

できない。そこで住民は初期費用を捻出するため、短期的に収入の得られる果樹と農作物

によるアグロフォレストリーや、畜産、農業などを計画・実施する傾向にあり、早成樹種
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や、ラワン材（フタバガキ科樹種）など成長が遅いが、生態的に適した有用な郷土・在来

樹種の植林活動に対する関心は低調なものとなっている。また、環境保全機能が最も求め

られる急傾斜地（傾斜 50％以上）への植林活動は未実行のケースが多く見られる。住民に

よる植林を推進するためには、住民の意識改革を促す普及啓蒙活動も必要であるが、何よ

りも植林の初期資金源となる住民の生計向上に対し支援が必要である。 

また新たな資金源としては、下流の水資源の利用からの資金の還流、産業との連携など

も検討する必要がある。更に PO 内での公平性を確保するために、PO 内で得た収入の分け方

に関する規定を明確にする必要がある。 

 

住民組織の活動強化 

住民組織には組織運営を取り仕切ることができる人材の育成が重要であり、そのための研

修等の教育・訓練が必要である。この場合、モデル的な他の地域の住民組織や実際の山作

りの現場を視察し、住民同士の意見交換をすることが重要である。 

また、山火事時期の予消防の巡視、違法伐採者への監視、罰則など地域のルール作りを行

い、住民主体の監視体制の確立、住民組織メンバーの出役分担、機械器具の貸与などの共

同作業ルール作りなども有効である。 

住民組織の運営・植林資金の確保は極めて切実な課題となっているが、薪炭木の採取販売、

養蜂など一村一品的な取組に対する技術的支援も必要である。 

多目的利用ポテンシャルの拡大 

CBFM サイトには様々な利用の可能性があるが、十分検討されていない。PO は、そのメン

バーの意見を十分聞いて、多目的な利用を進めていく必要がある。現場では、PO の中心的

なメンバーにならなかった先住民から林地で薬草を生産したいとの希望が聞かれている。

事業として成立するように CRMF を作成しなければならない。 

 

行政側の予算確保、人的能力強化 

DENR 出先機関の PENRO や CENRO においては、直接農民を指導する CBFM の普及員が少ない

上に、活動費が不足している。CBFM では CENRO のスタッフが PO を何度も訪問しなければな

らないがその活動が十分できない状態である。現場末端への事業費､活動費の適切な予算配

分が必要である（詳細は別添(4)参照）。 

また、住民組織との CBFMA 合意後具体的活動を進めるためには、プロジェクト担当者に

よる事業地の確定、土地の利用計画の策定、森林施業計画の作成、住民組織の運営・財務

管理など技術的・経営的なきめ細かい普及指導が必要であるが、これらについて DENR 全体

の研修はここ数年行われておらず、Region により CBFM 実施方法の解釈が異なる場合も出て

きている。このため特に PENRO や CENRO に配置された CBFM コーディネーターに対するゾー

ニング、植林などの技術的研修や CBFM や CSC などの複雑に入れ込んだスキームに関する研

修が必要である。 
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 更に CBFM は DENR が LGU と連携して行うこととなっているが、LGU の森林管理能力向上に

かかる支援システムの構築、具体的には、森林管理と利用に関する技術普及、能力向上研

修、農家林経営や生計向上にかかる支援等も必要である。 

 

LGU との連携 

フィリピンでは、森林行政においても予算と人材を確保しない自治体任せの地方分権化と

なっており、自治体による森林の整備保全は進んでいない状況にある。中央政府が森林の

造成管理を地元市町村、地域住民との連携・協力のもと予算手当てを行いながら着実に実

現していく必要がある。特に DENR と LGU との連携は、2003 年に改めて強調されている CBFM

の大きなテーマであり、地域との連携が強くなるだけでなく、LGU の資金によるマーケット

開発、道路の開発、小規模融資、農業の普及活動、企業との連携の促進など多くのメリッ

トがある。また LGU との連携は、違法伐採の非難を受けやすい CBFM の透明性を高め、その

実施体制を強化するためにも大切である。このように DENR の出先機関と LGU とが連携して

積極的に森林を核とした山村地域づくりを行うとの立場で、他の政府出先関連機関や農民

組織も巻き込んで取組む必要がある。 

 

流域管理の推進 

流域内にある森林は、木材資源の活用のみならず、生態系の保全、水資源の確保、自

然災害の発生を抑制するための機能を持っており、流域内森林の荒廃状況の把握、土地利

用や保安林の整備計画の策定、急傾斜地の森林利用を高めるための山村地域開発など、多

様な活動を総合する流域管理システムの推進に努めることが重要である。その推進に当た

っては、当該地域における LGU、公共事業道路省（DPWH）や農業省（DA）などの行政機関、

研究機関、NGOs などとの適切な調整、連携を図ることが重要である。 

 

（２）FSP からの教訓 

大面積一斉造林の見直し 

JBIC の FSP では、各サブプロジェクトに 2,000ha の大面積造林を目指したためにバラン

ガイ１つで実現できず、PO の組織としてのまとまりが悪くなるケースが見られた。実際、

ネグロス島の Sicopong の例では、2000ha を確保するために植林地が CBFMA の外にはみ出し

て植林地は 700 箇所に分裂してしまっており、これは PO の管理能力を超えたものになって

いる。PO の組織は旧来の組織であるバランガイを単位に考える工夫が必要である。バラン

ガイには、法律で義務付けられたバランガイ開発評議会があり、CBFM 実施時にその利用が

考えられる。 

また、FSP では、大面積造林により PO には大量の資金の短期的投入が行われている。FSP

にはその資金により生計向上プロジェクトを立ち上げ、その収益により森林保全を行うと

いう意図があるが、PO の中には資金の管理能力がなかったり、受け取った資金のほとんど
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を既に支払ってしまったものもあり、森林保護の資金捻出には疑問がある。 

 

効果的なアグロフォレストリーの導入 

FSP のプロジェクトの植林地の中には、植栽された苗木は草に覆われてしまっており、乾

季に火が入ると燃え広がる危険性のあるところがあった。造林地はプロジェクト終了後、

管理が難しくなるので、短期的に収益の得られる小規模の農地開発と組み合わせて考える

ことが重要である。植栽には十分な地拵えを行うとともに、果樹を増やすことにより植栽

木の保護のインセンティブを十分与える必要がある。ただし、農業圧力が高いところの植

栽では､植栽木が切り付けられたり、ヤギなどの被害を受けているところがある。農業と林

業のバランスが重要である。植林とともに農地の集約化を同時に行うことも考えられるが、

今のところ FSP では行われていない。 

FSP で実施されているアグロフォレストリーは、農地における果樹の植栽に過ぎず、土壌

保全や肥料木などのアグロフォレストリーの技術は使われていない。FSPのフェーズ2では、

土壌保全や林内放牧などを含めたアグロフォレストリーが提案されている。営農の現状を

考慮し、その中に木を使っていくようなアグロフォレストリーの工夫が必要である。 

 

植栽木の付加価値の増加 

植林は1980年代からかなり実施されており、特に1988年から 1993年まで実施されたADB

と JBIC による森林セクタープログラム(Loan1)では、70 万 ha もの植林を実施している。し

かし、15 年程度の植林での利用は難しく、胸高直径 30cm 以下ではマーケットがないか、有

っても価格は非常に低い。アカシアマンギウムの育ちが非常によく、電柱ポールとして販

売可能であるが、乾季の乾いた時に割れるため、買い手が減っている。植栽木の付加価値

を高めるような工夫が必要である。 

 

４－５ プロジェクトへの提言 

 

モデル事業選択について 

DENR の組織力、インフラの状況、教育水準などにおいて Region ごとの CBFM サイトの違

いは非常に大きい。Region3 の西部山岳地域には先住民のアエタ人が居住しているので、そ

の生活に即したモデルにしていく必要がある。逆に Region7 では、人口密度が高いため農

業サイドからの圧力は大きいが、移動が容易で PO の人たちも容易に書類を作成できる。 

モデル事業の目的としては、１）成長した人工林の利用を含む森林管理の導入、２）自

発的な植林の拡大、３）LGU との連携の強化、４）農業との共存の可能性の追求が挙げられ

る。モデル事業のサイトの選択のクライテリアとしては、CBFM 事業の実態（PO の規模、CBFMA

面積、CSC の発行の現状、植林の成長の状態など）、自然条件（気候、傾斜）、社会経済条件

（人口密度、IP の割合、農業の圧力、農家一軒あたりの面積、クレイマントの有無、CBFM
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サイト内に居住しているか否か、NGO の活動状況）などが考えられる。 

 

成果の関連性と研修項目 

プロジェクトの効果をあげるためには、モデルと研修を関連付けることが重要である。

モデル開発から出てきた課題を研修で取り上げるとともに、研修で出てきたことを課題に

生かしていくのである。研修の課題としては、CRMF の作成、森林資源の測定、資源利用計

画の作成について、PO の財務管理、農地における木の利用などが挙げられる。なお、Region3

には PO の連合ができており、モデルサイトでの実績の研修による拡大を図る時など有効に

利用できると考えられる。 
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第５章 協力概要案 

 

５－１ 対象地域 

 

（１）モデルサイト 

合計 5～10 サイトで実施される。モデルサイトは、最初は主にリージョン 3 から選ば

れるが、多様な CBFM 状況を考慮し、他のリージョンで実施されるオプションもある。 

 

モデルサイトの選定基準 

1. CBFMA を既に取得し、異なる実施段階（植林、保育、木材利用）にあるサイト 

2. 保育段階のサイトとしては、JBIC の森林セクタープロジェクト(FSP)が主要候

補地である。 

3. 詳細な基準は以後、協議の上、定められる。 

 

（２）研修 

優先サイト（サイト選定基準はまだ議論されていない） 

 

５－２ 実施体制 

 

（１）実施機関 

DENR がプロジェクト全体の実施に責任を持ち、プロジェクトの詳細な活動を実施する

ための適切な部署を特定する。 

 

（２）協力機関 

1. モデルサイトの実施：各レベルの地方自治体(LGU) 

2. 他の機関（今後、特定される） 

 

（３）合同調整委員会 

プロジェクトの効果的・持続的実施のために、プロジェクトに関する意思決定機関と

して合同調整委員会が設立される。合同調整委員会は必要に応じ、少なくとも年 1 回

は開催される。委員会の機能は以下の通り。 

1. R/D の枠組内で作成された活動計画書(PO)に基づいたプロジェクトの年間作業

計画を承認する。 

2. プロジェクトの進捗状況及び年間作業計画の結果をモニタリングし、評価する。 
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3. プロジェクト期間中に明らかになった主要な課題をレビューし、意見を交換する。 

 

委員会は議長、委員及びオブザーバーから構成される。議長はオブザーバーに対して

会合の閉鎖を宣言することが可能である。委員会の管理ルール及びガイドラインはプ

ロジェクトの最初の段階で決定される。 

 

具体的な委員会の構成としては例えば以下のようなものが考えられる。 

 

委員長：Undersecretary for Field Operations 

委員： 

１.フィリピン側（以下の部署から代表を選ぶ） 

a. 外国援助・特別プロジェクト・オフィス（Foreign Assisted and Special 

Projects Office: FASPO） 

b. 森林管理局（Forest Management Bureau: FMB） 

c. 政策・企画部（Policy and Planning Service） 

d. 人的資源管理部（Human Resources Management Service: HRMS） 

e. 関連 LGU の代表 

f. プロジェクト・ディレクター 

g. プロジェクト・マネージャー 

 

2. 日本側 

a. チーフ・アドバイザー 

b. プロジェクト調整員  

c. プロジェクトの長期専門家 

d. JICA フィリピン事務所所長 

e. JICA の森林自然資源管理行政分野の個別派遣専門家  

f. JICA に承認される関連専門家・スタッフ（必要に応じて） 

 

５－３ マスタープラン 

 

DENR とのミニッツ協議の結果、別添(1)の通り、マスタープラン素案が作成された。官団

員帰国後、コンサルタント団員、DENR（FMB、NFDO、及び HRMS）との合同協議の結果、ミ

ニッツ記載の素案に 14 点を修正・追加した（修正・追加箇所とその説明については別添

(5)-1 参照）。マスタープラン修正案は以下の通り（かっこ内は仮訳）。 

 

（１）上位目標 
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Forests and forestlands under Community-Based Forest Management Program (CBFMP) 

are appropriately managed by People’s Organization (PO)s. （CBFM プログラム

が住民組織(PO)によって適切に管理される。 

 

（２）プロジェクト目標 

Capacity of DENR, POs and Local Government Unit (LGU)s on management of the 

existing Community-Based Forest Management (CBFM) areas is enhanced.（DENR、

PO 及び LGU の既存の CBFM 地域に関する管理能力が強化される） 

 

（３）成果 

1.  Models cases for management of the existing CBFM areas are developed as good 

practices in partnership with the concerned POs and LGUs through 

implementation of site-specific projects in the selected Model Sites. （既

存 CBFM 地域の管理のグッド・プラクティスとしてのモデルケースが、選定された

モデルサイトにおけるサイト・スペシフィック・プロジェクトを通して、PO 及び

LGU とのパートナーシップの下、策定される） 

2.  Knowledge, understandings, and techniques on CBFM of DENR employees, POs and 

LGUs in prioriteized CBFM areas are improved through training （優先的な

CBFM 地域の DENR 被雇用者、PO、LGU の CBFM に関する知識・理解・技術が研修を

通じて改善する） 

3.  Existing information related to CBFM implementation become available to the 

people concerned. （CBFM 実施に関する既存情報が関係者に入手可能となる） 

4.  Recommendations are developed for future implementation of CBFM for 

submission to the Secretary of DENR. (CBFM の将来の実施のために環境省大臣

に提出する勧告が作成される) 

5.  The Project is managed properly.（プロジェクトが適切に管理される） 

 

（４）活動 

成果１の活動 

1.1 Select Model Sites. （モデルサイトを選定する） 

1.2  Conduct a workshop to discuss/determine appropriate strategies in each 

site.（各サイトにおいて適切な戦略を議論/決定するためにワークショップを

開催する） 

1.3 Collect baseline information on the current situation and practices under 

CBFM Agreement (CBFMA) for each site to prepare a socio-economic, physical 

and institutional profile （社会経済・自然・組織制度プロファイル作成
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のために CBFMA 下の現況・プラクティスに関するベースライン情報を集める） 

1.4  Assist PO, which already has developed Community Resource Management 

Framework (CRMF), in reviewing and improving existing one in partnership 

with concerned LGUs. （コミュニティ資源管理枠組（CRMF）を既に作成した

PO が既存の CRMF をレビューし、改善することを、関連 LGU とのパートナーシ

ップにより、支援する） 

1.5 Assist PO, which has not yet developed CRMF, in developing one in 

partnership with concerned LGUs.（CRMF をまだ作成していない PO が CRMF

を作成することを、関連 LGU とのパートナーシップにより、支援する） 

1.6 Assist PO in formulating a site-specific plan for the Project period for 

each site based on CRMF, the component of which may include training and 

activities related to forestry (maintenance, protection, rehabilitation, 

utilization etc.), agroforestry, livelihood, strengthening of PO and 

village foresters, awareness raising, etc, depending on the needs and 

priorities identified, in partnership with concerned LGUs. （各サイト

の PO がプロジェクト期間中のサイト・スペシフィック・プランを作成するこ

とを、関連 LGU とのパートナーシップによって、支援する。サイト・スペシフ

ィック・プランのコンポーネントには、PO が特定したニーズと優先順位に基づ

き、林業（保育・保護・復旧・利用等）、アグロフォレストリー、生計向上、

PO 強化、ビレッジ・フォレスター、意識向上等に関わる研修・活動が含まれる）。 

1.7 Assist PO in preparing an Annual Work Plan for each site based on a 

site-specific plan in partnership with concerned LGUs. （各サイトの PO

がサイト・スペシフィック・プランに基づき、年間作業計画を作成することを、

関連 LGU とのパートナーシップによって、支援する） 

1.8.Assist PO in preparing Resource Use Plan (a) for non-timber forest products, 

for each site; and (b) for timber, for the sites with existing harvestable 

man-made production forests based on a site-specific plan in partnership 

with concerned LGUs, （PO が（a）各サイトにおいて非木材林産物のための、

(b)既存の伐採可能な人工生産林があるサイトにおいて木材のための、資源利

用計画をサイト・スペシフィック・プランに基づいて作成することを、関連 LGU

とのパートナーシップによって支援する） 

1.9 Assist PO in implementing its Annual Work Plan and/or Resource Use Plan 

in partnership with concerned LGUs. （PO が作業計画及び/または資源利用

計画を実施することを、関連 LGU とのパートナーシップによって、支援する） 

1.10 Assist PO in periodic monitoring and evaluation in partnership concerned 

LGUs.（PO が定期的なモニタリング・評価を行うことを関連 LGU とのパートナ
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ーシップによって、支援する） 

1.11 Record the experiences and results of the implementation periodically. 

（実施の経験と結果を定期的に記録する） 

1.12 Organize workshops for information sharing and evaluation among the 

relevant POs/CENROs. （関連 PO/CENRO を対象とした情報共有及び評価のため

のワークショップを開催する） 

1.13 Conduct capacity and impact assessment survey for each site （各サイ

トで能力評価調査及びインパクト評価調査を実施する） 

1.14 Prepare mid-term and final reports of the site-specific projects as model 

cases and their summary（モデルケースとしてのサイト・スペシフィック・

プロジェクト個々に関する中間・最終報告書、及びそれらの要約を作成する） 

1.15 Prepare manuals, handbooks, etc. for CBFM implementation. （CBFM 実施

に関するマニュアル、ハンドブック等を作成する） 

 

成果 2の活動 

<全体> 

2.1  Review existing in-house training programs relevant to CBFM and other 

relevant training programs.（既存の DENR 内部の研修プログラム及び他機関

の関連研修プログラムをレビューする） 

2.2 Organize a workshop to develop the Project strategies on training (target 

groups, training needs and priorities, etc.) （研修に関するプロジェク

ト戦略（ターゲット・グループ、研修ニーズ、優先順位等）を策定するための

ワークショップを開催する） 

2.3  Formulate a four-year training program for the Project, including an 

annual training plan.（プロジェクトのための 4 年間の研修プログラム及び

年間研修計画を策定する） 

2.4  Prepare design of each training, including training evaluation, 

identified in the annual plan.（年間計画で特定された各研修について、研

修評価を含むデザインを作成する） 

2.5 Identify the resource persons, venue, etc. for each training, including 

dry run (pre-assessment of the training course).（各研修に関するリソー

ス・パーソン、研修場所等を特定する。研修場所の特定に際し、ドライ・ラン

（研修コースの事前評価）も行われる） 

2.6  Prepare training materials, manuals/handbooks, etc. （研修教材、研修

マニュアル/ハンドブック等を作成する） 

2.7  Implement the training program.（研修プログラムを実施する） 
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<フォローアップ・スキーム> 

2.8  Develop a follow-up scheme to assist the trainees (i.e. PO/CENROs) in 

implementing appropriate livelihood activities under CRMF (i.e. criteria 

of selection of target PO/CENROs, frequency & venue of the training, 

appraisal, monitoring and evaluation procedures, etc.) （研修生（PO/CENRO）

が CRMF 下の適切な生計活動を実施できるためのフォローアップ・スキーム（タ

ーゲット PO/CENRO の選定基準、研修の頻度と場所、プロポーザル評価、モニ

タリング・評価の手続き等）を策定する。 

2.9  Organize training workshops for PO/CENROs on basic factors for successful 

livelihood activities and proposal writing. （持続的生計活動のための

基本要素及びプロポーザル作成に関する PO/CENRO 対象の研修ワークショップ

を開催する） 

2.10 Appraise and select the proposals prepared and submitted by the POs/CENROs 

that have participated in the above workshops. （上記ワークショップに

参加した PO/CENRO によって作成・提出されたプロポーザルを評価・選定する） 

2.11 Provide minimal financial assistance to the selected proposals. （選定

されたプロポーザルに小規模の財政支援を提供する） 

2.12 Monitor and evaluate the follow-up projects. （フォローアップ・プロジ

ェクトのモニタリング・評価を行う） 

 

<全体> 

2.13 Review periodically to improve the content of the program, courses, 

training materials, utilizing also the experiences gained through the 

Project activities. （プロジェクト活動を通して得た経験を活用し、定期

的に研修プログラム、コース、教材をレビューし、改善する） 

2.14 Conduct impact evaluation of training graduates.（研修卒業生のインパク

ト評価を行う） 

2.15Prepare mid-term and final reports on training, including follow-up scheme.

（フォローアップ・スキームを含む研修の中間・最終報告書を作成する） 

 

成果 3の活動 

3.1  Review existing CBFM Information System (CBFMIS) and other relevant 

information systems.（既存の CBFM 情報システム(CBFMIS)及び他の関連情報

システムをレビューする） 

3.2 Organize a workshop to develop strategies for information collection / 
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processing /dissemination on CBFM (i.e. users, contents, formats, 

information source, existing information, system of information 

collection, etc).（CBFM の情報収集/加工/普及に関する戦略（情報利用者、

収集情報の中身、フォーマット、情報源、既存情報、情報収集システム他）策

定のためのワークショップを開催する） 

3.3  Establish a network for information collection.（情報収集ネットワーク

を確立する） 

3.4  Collect existing information identified above.（3.2 で特定された既存情

報を収集する） 

3.5 Organize/process the information collected.（収集された情報を加工する） 

3.6  Make the collected information available to the people concerned (i.e. 

HP, Papers, Publications etc.). （関係者に収集情報を伝達する（ホーム

ページ、ペーパー、印刷物等）） 

3.7  Update information.（情報を更新する） 

3.8 Add information gained through the Project activities.（プロジェクト活

動によって得られた情報を追加する） 

3.9 Prepare mid-term and final reports on information collection / processing 

/dissemination.（情報収集/加工/普及に関する中間・最終報告書を作成する） 

成果 4の活動: 

4.1  Analyze information and reports gained from the above Project activities. 

（上記プロジェクト活動を通して得られた情報・報告書を分析する） 

4.2  Draft the mid-term and the final reports with draft recommendations. （勧

告案を含む中間・最終報告書を作成する） 

4.3  Organize mid-term and final workshops to evaluate the Project activities 

as well as to discuss the draft recommendations. （プロジェクト活動を

評価し、勧告案を協議するための中間・最終ワークショップを開催する） 

4.4  Finalize the recommendations for submission to the Secretary of DENR.

（勧告最終版を DENR 大臣に提出する） 

 

成果 5の活動: 

5.1 Prepare an annual plan of the Project based on the Plan of Operations.

（プロジェクトの年間計画を活動計画書（PO）に基づいて作成する） 

5.2 Monitor and assess the Project regularly.（プロジェクトを定期的にモニ

タリング・評価する）  

5.3  Publish the reports prepared through the Project activities, newsletters, 

Project leaflets etc.（プロジェクト活動によって作成された報告書、ニュ
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ースレター、リーフレットなどを発行する） 

 

５－４ 投入 

 

（１） 日本側の投入 

１） 専門家 

① 長期専門家 (5 名) 

5 人のフルタイムの長期専門家がフィリピン政府の日本政府に対して提出する Form 

A1 に基づいて派遣される。 

1. チーフ・アドバイザー  

2.  プロジェクト調整員 

3.  以下の技術分野専門家: 

a.  研修 

b. 情報管理 

c.  森林管理 

d. 農村開発  

e. 組織管理 

f. アグロフォレストリー 

g. その他、必要に応じて   

注意：チーフ・アドバイザー、調整員、及び一部の専門家は上記の技術分野の

専門家を兼任する可能性がある。 

 

② 短期専門家 

短期専門家はプロジェクト年間計画に特定されたニーズを基にフィリピン政府

が日本政府に対して提出した A１フォームに基づいて派遣される。 (専門家の数と

技術分野は年間計画に特定されたニーズ及び日本側の予算状況に基づいて、毎年、

決定される) 

 

２) 日本における研修 

フィリピン側専門家の日本及び/あるいは第三国における研修機会が、フィリピ

ン政府が日本政府に提出する A2A3 フォームに基づいて提供される。 

 

３） 機材 

プロジェクトに必要な機材（苗畑設置、情報加工、研修に必要な器具等）がフ

ィリピン政府が日本政府に提出する A4 フォームに基づいて提供される。 

 



－45－ 

（２）フィリピン側の投入 

フィリピン政府は DENR を通して以下の投入を行う。 

１） スタッフの配置 

1. プロジェクト・ディレクター 

2. プロジェクト・マネージャー 

3.  その他のプロジェクト・スタッフ 

 

＊プロジェクト・ディレクター及びプロジェクト・マネージャーの任命は R/D 調印

前に協議される。 

 

２）専門家の執務スペース、施設、機材 

1. マニラ、リージョン III、その他のモデルサイトが置かれる地域における日本人

専門家に必要な執務スペース及び施設 

2. 機器材設置に必要な部屋及びスペース 

3. 電気、空調、水道、及び電話・ファックス・電子メール等必要な通信施設 

4. 土地、その他プロジェクト実施に必要な施設 

 

３）事務・運営費 

プロジェクト実施に必要な事務・運営費が提供される。フィリピン政府によるロー

カル・コストの支出はプロジェクト実施に不可欠である。  

 

５－５ PDM 案、PO 案 

 

官団員帰国後、DENR の FMB (Forest Management Bureau)、NFDO (National Forest 

Development Office)、HRMS(Human Resource Management Service)と協議の上、PDM 案及

び PO 案を別添(5)-2, (5)-3 の通り作成した。ただし、以下の点に留意が必要である。 

 

1. 成果１ 

① モデルサイトの数、場所が不明確であったため、活動計画は、とりあえず、

同一地域（リージョン 3）から 5 箇所を想定して作成されている。（サイト

の拡大については、プロジェクト開始後、状況を見て決めるという前提）。

また、目的別サイト数が不明のため、一般的な計画になっている。⇒【今

後の作業】できれば、プロジェクト開始までに、たとえば、「当初の対象地

はリージョン 3の 5箇所」と明確にし、うち、計画フェーズのサイト（CRMF

のないサイト）＊箇所、維持管理フェーズのサイト（JBIC サイト含む）＊

箇所、木材利用が可能なサイト＊箇所とタイプ別の数も決定し、活動計画
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もそれに応じて修正する。 

② DENR 側からプロジェクトの効率的実施のため、プロジェクト開始前にモデ

ルサイト選定のクライテリア案作成、モデルサイト候補の選定はプロジェ

クト開始までに実施し、最終決定を日本人専門家との協議で行いたいとの

意見があった。⇒【今後の作業】DENR 側の意向を尊重する。できれば、選

定クライテリアはプロジェクト開始前に合意し、プロジェクト・ドキュメ

ントにも明記する。また、現場レベルのカウンターパートの配置・予算の

配分を考えると、プロジェクト開始前にある程度モデルサイト候補を絞る

方が望ましい。 

 

2．成果 2 

① 協議中、研修に関する日本側投入規模を明確に提示できなかったため、研

修プログラムの規模（年間に開催可能な回数、対象者数など）に具体的な

イメージがもてていない。また、全国規模の研修プログラムだという誤解

を避けるために対象地は「優先地域」と明示したが、「優先地域」が何を指

すのかも決まっていない。できれば、プロジェクト開始前に投入規模を伝

え、DENR 側とのイメージを統一する。 

 

3．成果 3 

① DENR 側は、情報分野の主要活動として、既存の CBFMIS の強化を強く望んで

いるが、調査団として結論が出ていないため、不明確なままである。カウ

ンターパートの配置や機材リクエストについても、CBFMIS を中心とするの

かどうかで変わってくるが、DENR 側は CBFMIS 強化を前提に作業を進めたい

意向である。ただし、研修同様、日本側投入規模を明確に提示できなかっ

たため、DENR 側は活動の規模についても具体的なイメージをもっていない

⇒【今後の作業】プロジェクト開始までに CBFMIS（データベース）の強化

を中心とするのかについて DENR 側と合意し、プロジェクト・ドキュメント

にも明示する。場合によっては、PDM の成果 3の表現も修正する。 

 

４．活動計画全般 

① プロジェクト開始時期が不明確であったため、開始時期を意識せずに計画

案を作成している。しかし、DENR 側によれば、12 月はほとんど活動ができ

ないとのことである。プロジェクト開始前、あるいは開始直後に、DENR 側

と協議して活動計画を修正する必要がある。 
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第６章 今後調査・作業が必要な事項 

 

６－１ プロジェクト実施・運営体制の確立 

 

① プロジェクト・マネジメント・オフィス(PMO)を設立するのかどうか。設立する

ならこのプロジェクト単独の PMO なのか、それとも、外国プロジェクト全般の

PMO でその中に本プロジェクト担当部署を設けるのかを確認する。 

② 今後の協議の相手側責任者となるプロジェクト・ディレクター、プロジェクト・

マネージャーが未定であり、早急に任命するよう要請する。 

③ DENR 内の責任部署は FMB あるいは NFDO のどちらになるのか、コンサルタント団

員帰国までに決定されなかった。早急に決定するよう要請する。 

④ モデルサイトにおける LGU との関わりが不明確であり、さらなる協議が必要で

ある。現在、Collaborating Organization とされているが、具体的な TOR は何

なのかを特定する必要がある。さらに、モデル事業を実施する前に LGU と MOA

を締結するのかどうかもプロジェクト開始前に決定する方が望ましい。ただし、

モデルサイトが決定しておらず、現時点で LGU の意向を確認することは不可能。

ただ、co-management の原則に鑑みれば、LGU にはなるべく早い段階（できれば

計画段階）からの参加を求めることが望ましいのは言うまでもない。早期のモ

デルサイト（候補）決定は不可欠だと考えられる。 

⑤ 運営委員会（Steering Committee）以外に、NGO、研究機関関係者等を含む有識

者から成るプロジェクト技術諮問委員会（仮称）を設けるのかどうかを決定す

る。設けるのであれば、DENR と協議の上、プロジェクト開始までに TOR 決定、

人選を進める。 

 

６－２ カウンターパートの配置・TOR 

 

① 全体：各活動に対するカウンターパートが任命されていない。⇒【作業】カウ

ンターパートの配置を要請し、各カウンターパートの TOR を作成するとともに

活動計画書にカウンターパート名（あるいはポジション）を記入する。 

② 成果 1（モデルサイト）：カウンターパートにはフィールドレベル（CENRO）のス

タッフだけではなく、本部(FMB あるいは NFDO) のスタッフ、RENRO/PENRO のス

タッフ（例えば CBFM コーディネーター）も含むのかが不明確である。⇒【作業】

プロジェクト開始までに決定し、それぞれの役割（TOR）は何かを明確にし、活

動計画に担当活動を明示する。 
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③ 成果 2（研修）：HRMS の部長は、HRMS のスタッフをカウンターパートとして任命

する準備があるとのことである。⇒【作業】フォローアップする。 

④ 成果 3（情報）：【作業】上記のように、CBFMIS 強化を中心とするのかどうかを

決定し、それに応じたカウンターパートの配置を要請する。 

 

６－３ その他 

 

① 日本人専門家の活動場所：DENR 側がオフィス・スペースを確保する必要もあり、

できるだけ早い時期に決定する。この意味でもモデルサイトの早期決定は重要

である。 

② 投入機材のスペックを決定する。 
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DENR との協議の結果、PDM 案及び活動計画案を作成した。PDM 案の「プロジェクト要約」

については、DENR（FMB、NFDO、及び HRMS）との合同協議及び JICA 本部・田中専門

家との相談の結果、ミニッツ記載の PDM 案から以下の点を修正・追加した。 
 

1. 上位目標：「Forests and forestlands under Community Based Forest Management 
Agreement (CBFMA) is appropriately managed by POs」の「Agreement (CBFMA)」
を「Program (CBFMP)」へ修正。CBFM 地域をおける land tenure instrument は
CBFMA 以外にも CADC 等が存在する。プロジェクト目標が CBFM 地域全体を対象と

しているのに、その上位目標が CBFMA のある地域だけに限定すべきではないという意

見より。また、プロジェクト・タイトルが CBFM プログラム強化であり、上位目標に

「CBFM プログラム」を使うことが望ましいという意見もあり。 
2. 成果 1: 成果１で達成される状態をより明確にするため、「Models cases for 

management of the existing CBFM areas are developed as good practices in 
partnership with the concerned POs and LGUs through site-specific projects in the 
selected Model Sites」へ修正。旧成果１は「Capacity of DENR employees at field level 
and LGUS in assisting POs is enhanced through implementation of site specific 
projects in the Model Sites」はプロジェクト目標「Capacity of DENR, POs and LGUs 
on management of the existing Community-Based Forest Management (CBFM) 
areas is enhanced」の説明になっており、同レベルであるため、レベルを下げる必要が

あった。 
3. 成果 2：研修の対象者を「from all over the country」を「in prioritized CBFM areas」

に変更。全国すべての関係者を研修するという誤解を招きかねないため。 
4. 活動 1.3：末尾に「to prepare socio-economic, physical and institutional profile」を追

加して、活動を明確にした。 
5. 活動 1.7＆活動 1.8：「Annual Work Plan」と「Resource Use Plan」は作成過程が異な

るため、活動を二つに分け、活動 1.7 を「Assist PO in preparing Annual Work Plan for 
each site based on a site specific plan in partnership with concerned LGUs」とした。

さらに、活動 1.8 として「Assist PO in preparing Resource Use Plan (a) for non-timber 
forest products, for each site; and (b) for timber, for the sites with existing 
harvestable man-made production forests based on a site-specific plan in partnership 
with concerned LGUs」を追加した。 

6. 活動 1.13（旧活動 1.12）：「Conduct assessment survey for each site」を「Conduct 
capacity and impact assessment survey for each site」と明確にした(下線部が追加部分) 

7. 活動 1.14（旧活動 1.13）：「Prepare reports of the site-specific projects and their 
summary」を「Prepare reports of the site-specific projects as model cases and their 
summary」と明確にした（下線部が追加部分）。 

8. 活動 1.15：「Prepare manuals, handbooks, etc. for CBFM implementation」を追加。 
9. 活動 2.3：研修のリソースパーソンは研修プログラム及び年間計画が策定されてから決め

るべきとの意見から、旧活動 2.4 の「Formulate a training program, including an 
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annual plan」を活動 2.3 に異動。さらに「a training program」を明確にするため、「a 
four-year training program for the Project」とした（下線部が追加部分）。 

10. 活動 2.4：「Prepare design of each training, including evaluation, identified in the 
annual training plan」を追加。 

11. 活動 2.5：「Identify the resource persons, venue, etc. for each training, including dry 
run」を追加（旧活動 2.3）。これに伴い、旧活動 2.5～活動 2.13 は活動 2.6～活動 2.14
に番号振り替え。 

12. 活動 2.14：「Conduct post evaluation of training graduates」を追加。 
13. 活動 5.1：「an annual plan」を明確にするため「an annual plan of the Project」とした。 
14. 活動１.14、活動 2.14、活動 3.9：「Prepare a report」を「Prepare mid-term and final 

reports」に変更。プロジェクト全体以外にもそれぞれのアウトプットごとに中間・ 終

報告が必要という意見から。 
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1. Project Period: 5 Years                
2. Executing Agency: Department of Environment and Natural Resources (DENR) 
3. Project Beneficiaries: People’s Organization (PO)s, DENR employees, Local Government Unit (LGU)s 
4. Target Areas: For training and information-prioritized CBFM areas; for Model Sites for site-specific projects- 5~10 sites  

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions 

Overall Goal: 
 Forests and forestlands under Community-Based Forest 

Management Agreement Program (CBFMAP) is 
appropriately managed by People’s Organization(PO)s. 

1. At the Model Site: Quality and quantity of forests and forestlands improved.  
2.Nationwide: Lessons learned from the model cases adapted in X CBFM areas. 1. Survey by DENR 1. CBFM policy and strategies will 

continue. 
2. Provision of appropriate 

management support for 
CBFMP will continue. 

Project Purpose:  
 Capacity of DENR, POs and Local Government Unit 

(LGU)s on management of the existing 
Community-Based Forest Management (CBFM) areas is 
enhanced. 

1. At the Model Site: (a) Level of capacity of DENR employees at field level and LGUs in 
assisting POs enhanced, (b) Level of capacity of POs in managing CBFM areas 
enhanced 

2. Prioritized areas: Level of capacity of DENR employees, POs and LGUs on CBFM 
enhanced through training 

1. Capacity and impact 
assessment reports 

2. Reports on monitoring and 
evaluation of training 

1.Trained personnel of DENR, 
LGU and PO will continue to be 
involved in CBFM. 

2. CBFM Program will continue. 
 

Output: 
1. Capacity of DENR employees at field level and LGUs in 

assisting POs is enhanced through implementation of 
site-specific projects in the Model Sites.  

 Model cases for management of the existing CBFM 
areas are developed as good practices in partnership 
with the concerned POs and LGUS through site-specific 
projects in the selected Model Sites. 

1a. X site-specific projects implemented in X Model Sites. 
1b.X Community Resource Management Framework (CRMF) prepared and affirmed for the 

Model Sites without CRMF. 
1c. X CRMF improved and affirmed for the Model Sites with existing CRMF 
1d. X Annual Work Plan based on CRMF implemented 
1e. X Resource Use Plan (RUP)  based on CRMF implemented 
1f. X CRMF included in local comprehensive land use plan 
1g. Forests and forestlands under appropriate management increased by X % in X sites. 
1h.Mid-term and final reports of the site-specific projects as model cases and their summary 

prepared 
1i. Manuals, handbooks, etc. for CBFM implementation prepared 

1a~1f.Project reports, 
records at CENRO 

1g:Reports of the site 
specific projects 

1h.Manuals, handbooks 
 

2. Knowledge, understandings, and techniques on CBFM 
of DENR employees, POs and LGUs from all over the 
country in prioritized CBFM areas are improved through 
training. 

 
 
 
 

2a.Number and theme of the training course, number of participants  (Indicators will be 
determined in the third quarter of the first year, when the Project strategies on the training 
is formulated under the activity 2.2 (For example, X persons (X%) of DENR /PO/LGU 
trained on CBFM orientation, X  potential trainers identified from training graduates, 
etc.)  

2b.Number of kinds of training manuals/materials prepared / improved. 
2c.Training workshops on livelihood strategies conducted annually (4 times in total) with 

participation of X persons (X%) of CENRO/PO in total. 
2d.X follow-up projects implemented and managed by PO appropriately 
2e.Mid-term and final reports on training prepared. 

2a~2d. Project reports 

3  Existing information related to CBFM implementation 
become available to the people concerned. 

 
 
 

3a.Network for information collection established. 
3b.Number and kind of information collected 
3c.Number and kind of information disseminated (Indicators will be determined in the third 

quarter of the first year, when the Project strategies of information collection/ 
dissemination is formulated under activity 3.2 (For example, X  files compiled, etc.) 

3d.Mid-term and final reports on information prepared. 

3a~3c. Project reports 

4. Recommendations are developed for future 
implementation of CBFM for submission to the Secretary 
of DENR. 

4a Mid-term and final project reports prepared. 
4b. Mid-term and final workshops conducted. 
4b.Recommendations submitted to the Secretary of DENR at the middle and at the end of 

the Project period.  

4a. Recommendations 

5. The Project is managed properly. 
 
 
 

5a.Annual Plans prepared in time. 
5b.Objectively verifiable indicators finalized by the third quarters of the first year 
5c.Internal meetings held regularly (weekly? monthly? ) 
5d Quarterly monitoring reports prepared in time.  
5e.Annual report prepared in time. 
5f.Joint Coordination Committees meetings held at least once a year. 
5g.Number and kinds of materials published. 

5a~5d. Project reports 

1.Trained personnel of DENR, 
LGU and PO will stay in their 
organizations. 

 



別添(3): 修正版 PDM 案（Draft PDM for the Project for Enhancement of CBFMP in the Philippines Ver. 4.2） 

－64－ 

 

Possible Activities (to be refined): 

 
1.1 Select Model Sites.  
1.2  Conduct a workshop to discuss/determine appropriate strategies in each site. 
1.3 Collect baseline information on the current situation and practices under CBFMA for each site to 

prepare a socio-economic, physical and institutional profile 
1.4  Assist PO, which already has developed Community Resource Management Framework (CRMF), in 

reviewing and improving existing one in partnership with concerned LGUs.  
1.5 Assist PO, which has not yet developed CRMF, in developing one. 
1.6 Assist PO in formulating a site-specific plan for the Project period for each site based on CRMF, the 

component of which may include training and activities related to forestry (maintenance, protection, 
rehabilitation, utilization etc.), agroforestry, livelihood, strengthening of PO and village foresters, 
awareness raising, etc, depending on the needs and priorities identified, in partnership with concerned 
LGUs. 

1.7 Assist PO in preparing an Annual Work Plan and/or annual resource use plan for each site based on a 
site-specific plan in partnership with concerned LGUs.  

1.8. Assist PO in preparing Resource Use Plan (a) for non-timber forest products, for each site; and (b) for 
timber, for the sites with existing harvestable man-made production forests based on a site-specific plan 
in partnership with concerned LGUs,  

1.9 Assist PO in implementing its Annual Work Plan and/or Resource Use Plan in partnership with 
concerned LGUs. 

1.10 Assist PO in periodic monitoring and evaluation in partnership concerned LGUs..  
1.11 Record the experiences and results of the implementation periodically.  
1.12 Organize workshops for information sharing and evaluation among the relevant POs/CENROs.  
1.13 Conduct capacity and impact assessment survey for each site 
1.14 Prepare mid-term and final reports of the site-specific projects as model cases and their summary 
1.15 Prepare manuals, handbooks, etc. for CBFM implementation 

Inputs: 
 
Japanese Side 
 
(1) Long-Term experts (5) 
1.  Chief Advisor  
2.  Project Coordinator 
3.  Expert in the technical field of: (a) Training; (b) Information 

management; (c) Forest management; (d) Rural 
development (e) Institutional Organizational management; 
(f) Agroforestry 

 NOTE:  Chief Advisor, Project Coordinator and some 
technical experts may serve concurrently as experts in one 
of the above-mentioned technical fields. 

 
(2) Short -Term Experts 
 Number of experts and their technical fields per year will 

be decided depending on the needs as specified in the 
annual plan of the Project and the budget condition of 
Japanese side. 

 
(3) Training of Philippines Personnel in Japan 
 Training opportunities for the Philippines experts in Japan 

and/or third country will be provided. 
 
(4) Machinery, Equipments and Materials 
 Machinery, equipments and materials necessary for the 

implementation of the Project such as equipments for 
nursery establishment, information processing and 
trainings will be provided. 

 
 

Pre-conditions 
1. Project staff  of DENR is 

assigned.  
2. (Project Management Office 

established?) 
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<Overall> 
2.1  Review existing in-house training programs relevant to CBFM and other relevant training programs. 
2.2 Organize a workshop to develop the Project strategies on training (target groups, training needs and 

priorities, etc.)  
2.3  Formulate a four-year training program for the Project, including an annual training plan. 
2.4  Prepare design of each training, including training evaluation, identified in the annual plan 
2.5 Identify the resource persons, venue, etc. for each training, including dry run (pre-assessment of the 

training course) 
2.6  Prepare training materials, manuals/handbooks, etc. 
2.7  Implement the training program. 
 
<Follow-up scheme> 
2.8  Develop a follow-up scheme to assist the trainees (i.e. PO/CENROs) in implementing appropriate 

livelihood activities under CRMF (i.e. criteria of selection of target PO/CENROs, frequency & venue of 
the training, appraisal, monitoring and evaluation procedures, etc.)  

2.9  Organize training workshops for PO/CENROs on basic factors for successful livelihood activities and 
proposal writing. 

2.10 Appraise and select the proposals prepared and submitted by the POs/CENROs that have participated 
in the above workshops. 

2.11 Provide minimal financial assistance to the selected proposals.  
2.12 Monitor and evaluate the follow-up projects. 
 
<Overall> 
2.13 Review periodically to improve the content of the program, courses, training materials, utilizing also the 

experiences gained through the Project activities. 
2.14 Conduct impact evaluation of training graduates. 
2.15 Prepare mid-term and final reports on training, including follow-up scheme. 
3.1  Review existing CBFM Information System (CBFMIS) and other relevant information systems. 
3.2 Organize a workshop to develop strategies for information collection / processing /dissemination on 

CBFM (i.e. users, contents, formats, information source, existing information, system of information 
collection, etc). 

3.3  Establish a network for information collection. 
3.4  Collect existing information identified above.  
3.5 Organize/process the information collected. 
3.6  Make the collected information available to the people concerned (i.e. HP, Papers, Publications etc.). 
3.7  Update information. 
3.8 Add information gained through the Project activities. 
3.9 Prepare mid-term and final reports on information collection / processing /dissemination. 
4.1  Analyze information and reports gained from the above Project activities.  
4.2  Draft the mid-term and the final reports with draft recommendations.  
4.3  Organize mid-term and final workshops to evaluate the Project activities as well as to discuss the draft 

recommendations.  
4.4  Finalize the recommendations for submission to the Secretary of DENR. 

5.1 Prepare an annual plan of the Project based on the Plan of Operations. 
5.2 Monitor and assess the Project regularly.   
5.3  Publish the reports prepared through the Project activities, newsletters, Project leaflets etc.  

Philippine Side  
 
(1) Staff allocation 

1.  Project Director 
2.  Project Manager 
3.  Other Project Staff for each activity  

 
(2) Office Space, Facilities, Equipment and Materials 
The following will be prepared by the Philippines side 

1.  Office space and necessary facilities for the Japanese 
experts in Manila, Region3, and other areas where the 
model sites are located. 

2. Rooms and space necessary for installation and storage of 
the equipment. 

3. Electricity, air-conditioning, water supply and necessary 
telecommunication facilities including telephone, facsimile 
and e-mail services. 

4. Land and other facilities necessary for the implementation 
of the Project. 

 
(3) Administrative and Operational Costs 
    Administrative and operational cost, as necessary for the 

implementation of the Project, will be provided.    
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1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

1.1 Select Model Sites. X model sites selected
and CENRO and LGU
staff asigned

To be determined

a Finalize criteria of selection.
b Identify possible Model Sites
c Evaluate the Sites based on the criteria in consultation with the concerned LGUs
d Select the Sites based on the criteria in consultation with the concerned LGUs
e Designate DENR field staff (CENRO/PENRO/RENRO) and LGU staff (municipal

level)for each Model Site
1.2 Conduct a workshop to introduce the Project and to discuss/determine

appropriate project strategies in each site.
Project strategies
developed for all X
model sites.

Overall: to be
determined
Each model site:
CENRO CBFM staffa Formulate workshop design (including subjects, target participants, venue and

schedule, etc.)
b Prepare materials for workshops
c Conduct a workshop in each Model Site
d Prepare a workshop report, icluding the project strategies for each Model Site

1.3 Collect baseline information on the current situation and practices under
CBFMA for each site to prepare a socio-economic, physical and institurional

Site profiles prepared
for all X model sites.

Overall: to be
determined
Each model site:

a Identify information to be collected
b Design baseline survey, which include capacity asessment survey under 1.13
c Implement baseline survey
d Prepare a report on baseline information for each site (i.e.  profile)
e Integrate the baseline information into CBFMIS

1.4 Assist PO, which already has developed CRMF, in reviewing and improving
existing one in partnership with concerned LGUs.

Improved CRFMs
affirnmed for X model
sites

Overall: to be
determined
Each model site:

a Identification of  criteria for review
b Organize CBFM re-orientation training workshops and a series of consultations for

CENRO,LGU and PO in each site, the subjects of which may include CBFM
principles and activities, ecosystem, CRMF preparation, etc.

c Review  the existing CRMF involving the concerned POs and LGUs
d Conduct survey to collect necessary information for CRMF improvement

(ie.resource inventory,  etc.), if necessary
e Prepare or improve existing land use map and proposed land use map for CRMF, if

necessary
f Conduct planning workshop to discuss further improvement of the CRMF involving

the concerned POs and LGUs
g Submit the improved CRMF for affirmationl by CENRO

1

Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

Model cases
for

implementat
ion of CBFM

are
developed
as good

practices in
partnership

with the
concerned
POs and

LGUS
through site-

specific
projects in

the selected
Model Sites.
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別添(4): 修正版PO案（Draft Plan of Operations, Ver.4) page67

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

h Integrate CRMF in the comprehensive land use plan of the LGU
1.5 Assist PO, which has not yet developed CRMF, in developing one. CRMFs developed and

affirmed for X model
sites

Overall: to be
determined
Each model site:

a Organize CBFM training workshops and a series of consultations for CENRO,LGU
and PO in each site, the subjects of which may include CBFM principles and
activities, ecosystem, CRMF preparation, etc.

b Conduct survey to collect necessary information for CRMF preparation (ie.resource
inventory,  etc.)

e Prepare existing land use map and proposed land use map for CRMF
d Conduct  a series of planning workshops to formulate CRMF
f Submit the CRMF for affirmationl by CENRO

g Integrate CRMF in the comprehensive land use plan of the LGU
1.6 Assist PO in formulating a site-specific plan for each site based on CRMF,

the component of which may include training and activities related to
forestry (maintenance, protection, rehabilitation, utilization etc.),
agroforestry, livelihood, strengthening of PO and village foresters,
awareness raising, etc, dependi

Site specific plan
formulated for each
model site.

Overall: to be
determined
Each model site:
CENRO CBFM staff

a Conduct a series of planning workshops to formulate a site-specific plan, including
training plan

1.7 Assist PO in preparing an Annual Work Plan, including training, for each site
based on a site-specific plan in partnership with concerned LGUs.

AWP prepared for each
model site.

Overall: to be
determined
Each model site:

a Assist PO in formulating Annual Work Plan, including training, involving the
concerned POs and LGUs

b Assist PO in submitting Annual Work Plan for affirmation by CENRO
1.8 Assist PO in preparing Resource Use Plan (a) for non-timber forest products

for each site; and (b) for timber for the sites with existing harvestable man-
made production forests based on a site-specific plan in partnership with
concerned LGUs.

Resource use permits
issued for X model
sites based on the
Resource Use Plans
developed

Overall: to be
determined
Each model site:
CENRO CBFM Chief

a Provide training to PO on resource inventory
b Assist PO in conduct resource inventory and tree marking for preparation of

Resource Use Plan
c Determine annual allowable cut
d Assist PO in formulating Resouce Use Plan
e Provide training to PO on Initial Environment Examination (IEE) preparation
f Assist PO in conducting survey for IEE

g Assist PO in preparing IEE
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別添(4): 修正版PO案（Draft Plan of Operations, Ver.4) page68

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

h Assist PO in submit Resource Use Plan with IEE for issuance of certificate of non-
coverage/environmental compliance certificate (CNC/ECC) and resource use
permit by Regional Director of Environmental Management Bureau  and CENRO

1.9 Assist PO in implementing its Annual Work Plan and/or Resource Use Plan
prepared under 1.7 and/or 1.8partnership with concerned LGUs.

Annual Work Plan
appropriately
implemented by PO in

Overall: to be
determined
Each model site:

1.10 Assist PO in monitoring and evaluating the site-specific projects periodically
in partnership with conserned LGU.

Site specific projects
monitored

a Design the monitoring and evaluation (M & E)
b Assist PO in organizing a M& E committee within PO
c Provide training to M&E committee PO on M&E
d Assist PO in implementing M& E
e Assist PO in preparing M & E reports
f Provide feedback and advice to PO based on M&E reports

1.11 Record the experiences and results of the implementation periodically. Experiences and
results recorded
according to the

Overall: to be
determined
Each model site:

a Formulate the recording/data encoding and reporting format

b Record the experiences and results

c Verify the information collected above

1.12 Organize workshops for information sharing and evaluation among the
relevant POs/CENROs.

Workshop held once a
year

Overall: to be
determined
Each model site:

a Formulate workshop design

b Prepare materials necessary for the workshop
c Conduct the workshop
d Prepare a workshop report

1.13 Conduct capacity and impact assessment survey for each site Capacity assessment
report prepared for
each site (every year?)

Overall: to be
determined
Each model site:

a Identify indicators for capacity and impact assessment
b Identify information to be collected
c Design capacity assessment survey (as part of baseline survey under 1.3)
d Implement assessment survey
e Prepare assessment report for each site
f Integrate the assessment information into CBFMIS

1.14 Prepare mid-term and final reports of the site-specific projects as model
cases for CBFM and their summary

Final reports prepared Overall: to be
determined
Each model site:

1.15 Prepare manuals, handbooks, etc. for CBFM implementation Manuals, handbooks
prepared.

To be determined.

��
��

��
��

����
����

����
����

���
���

���
���

���
���

���
���

��
��

��
��

����
����

����
����

�
�

�
�

����
����

����
����

��
��

��
��

���
���

���
���

�
�

�
�

����
����

����
����

�����
�����

�����
�����

���
���

���
���

�
�

�
���

��
��

��
����

����
����

����
���

���
���

���

���
���

���
���

��
��

��
��

����
����

����
����

�
�

�
�

����
����

����
����

��
��

��
��

���
���

���
���

�
�

�
�

����
����

����
����

�����
�����

�����
�����

���
���

���
���

�
�

�
�

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

��
��

��
��

��
��

��
��

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������

����������
����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������

�������������������������������������������
�����������������������������

�����������������������������
��������������������������

��������������������������
����������������������������

����������������������������
������������������������������

������������������������������
���������������������������

���������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

��
��

��
��

��
��

��
��

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

����
����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

�����
�����

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
���

��
��

����
����

����
���

���
���

���
���

���
��

��
��

����
����

����

�
�

�
����

����
����

��
��

��

���
���

���
�

�
�

����
����

����

�����
�����

�����
���

���
���

�
�

���
��

��
����

����
����

���
���

���

���
���

���
��

��
��

����
����

����

�
�

�
����

����
����

��
��

��

���
���

���
�

�
�

����
����

����

�����
�����

�����
���

���
���

�
�

�
������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

������������������������������������������������

－68－



別添(4): 修正版PO案（Draft Plan of Operations, Ver.4) page69

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

2.1 Review existing in-house training programs relevant to CBFM and other
relevant training programs.

Report prepared. HRDS

a Identify the relavant training program
b Gather data on the exisitng program
c Identify CBFM competency standards of the training participants
d Conduct survey to assess/determine current level of understanding as well as

knowledge of DENR, LGU and PO on CBFM
e Prepare a report

2.2 Organize a workshop to develop the Project strategies on training (target
groups, training needs and priorities, etc.)

Workshop report,
including a srategic
training plan of the
Project prepared.

HRDS staff

a Organize consultative meetings among the concerned DENR offices (i.e Central
office, bureaues and regional offices) as part of the preparation for the  workshop

b Formulate workshop design

c Conduct the workshop
d Prepare a workshop report, icludeing a strategic training plan of the Project

2.3 Formulate a four-year training program for the Project, including an annual
plan

A four-year training
program prepared.
Annual plan prepared in

HRDS staff

2.4 Prepare design of each training, including training evaluation, identified in the
annual plan

Design prepared in
time.

HRDS staff

2.5 Identify the resource persons, venue, etc. for each training, including dry run Resource persons
selected

HRDS staff

2.6 Prepare training materials, manuals/handbooks, etc. Training materials
prepared.

HRDS staff

2.7 Implement the training program Training program
implemented as

HRDS staff

2 <Overall>Knowledge,
understandi
ngs, and
techniques
of DENR
officers,
POs and
LGUs from
all over the
country on
CBFM are
improved
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1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

2.8 Develop a follow-up scheme to assist the trainees (i.e. PO/CENROs) in
implementing appropriate livelihood activities under CRMF (i.e. criteria of
selection of target PO/CENROs, frequency & venue of the training, appraisal,
monitoring and evaluation proced

Report on follow-up
scheme prepared?

To be determined

2.9 Organize training workshops for PO/CENROs on basic factors for successful
livelihood activities and proposal writing

Workshop held once a
year?

HRDS

a Formulate workshop design

b Conduct the worishops annually? ? ? ? ?
c Prepare a workshop report, (including action plan for the livelihood activities? draft

proposal ?---to be discussed) ? ? ? ?
2.10 Appraise and select the proposals prepared and submitted by the

POs/CENROs that have participated in the above workshops
To be determined. To be determined

2.11 Provide minimal financial assistance to the selected proposals. To be determined.
?

To be determined

2.12 Monitor and evaluate the follow up projects To be determined.
?

To be determined

2.13 Review periodically to improve the content of the program, courses, training
materials, utilizing the experiences gained through the Project activities

Review meeting held ?
twice a year

HRDS staff

2.14 Conduct monitoring and evaluation of training graduates Post evaluation report
prepared for each
training

HRDS staff

a Prepare monitoring and evaluation design, including questionnaire, sampling
methods, etc.

b Conduct monitoring and evaluation of training graduates after 6 monthos

c Prepare a report on monitoring and evaluation of each training
2.15 Prepare mid-term and final reports on training, including follow-up scheme. Report prepared. HRDS staff

<Follow-up scheme>

<Overall>
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1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

3.1 Review existing CBFM Information System (CBFMIS) and other relevant
information systems.

Report prepared. FMB staff

a Identify the relavant information system
b Gather data on the exisitng sytem
c Prepare a report

3.2 Organize a workshop to develop strategies for information collection /
processing /dissemination on CBFM (i.e. users, contents, formats,
information source, existing information, system of information collection,

Workshop report,
including a strategic
plan on information of
the Project prepared.

FMB staff

a Organize consultative meetings among the concerned DENR offices (i.e Central
office, bureaues and regional offices) as part of the preparation for the  workshop

b Formulate workshop design, including subjects, target participants, venue and
schedule, etc.

c Conduct workshop

d Prepare a workshop report, icluding a strategic plan on information of the Project

3.3 Establish a network for information collection. To be determined. FMB staff

3.4 Collect existing information identified above. To be determined. FMB staff

3.5 Organize/ process the information identified above. To be determined. FMB staff

3.6 Make the collected information available to the people concerned (HP,
Papers, Publications etc.)

To be determined.
FMB staff

3.7 Update information To be determined.
FMB staff

3.8  Add information gained through the Project activities To be determined.
FMB staff

3.9 Prepare mid-term and final eports on information collection / processing
/dissemination.

Report prepared.

FMB staff

3 Existing
information
related to

CBFM
implementat
ion become
available to
the people
concerned
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別添(4): 修正版PO案（Draft Plan of Operations, Ver.4) page72

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
Year 4ActivitiesOutputs Year 1 Staff in chargeYear 2 Year 3 Year 5Target

4.1 Analyze information and reports gained from the above Project activities. Analitical reports
prepared To be determined

a Gather information and reports
b Prepare mid-term and final reports for each output (cf. activity 1.14, 2.15 and 3.9)

4.2 Prepare the mid-term and the final project reports with draft
recommendations based on the reports of each output

Draft mid-term and final
reports with
recommendations To be determined

4.3 Organize mid-term and final project workshops to evaluate the Project
activities as well as to discuss the draft recommendations.

Mid-term and final
workshops held To be determined

a Formulate workshop design
b Prepare materials necessary for the workshop
c Conduct the workshop
d Prepare a workshop report

4.4 Finalize the recommendations, incorporating the results of the workshop for
submission to the Secretary of DENR

Recommnendation
submitted to the
S t

To be determined

5.1 Prepare an annnual plan for the Project based on the Plan of Operations Annual plan prepared
and affirmed in time

To be determined

a Identify detailed activities and targets for implementation
b Conduct resource assessment (description of resources to be used)
c Prepare annual plan for approval by the Joint Coordination Committee

5.2 Monitor and assess the Project periodically To be determined
a Review and finalize the objectively verifiable indicators
b Organize internal regular meetings to discuss the progress and the issues
c Prepare a quartely monitoring report. X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X
d Prepare an annual project report
e Organize the Joint Coordination Committee meetings
f Prepare self-assessment reports for mid-term and final Joint Evaluation

5.3 Publish materials prepared through the Project activities, newsletters, the
Project leaflet, etc.

To be determined.
To be determined

Indicators
finalized/regular

meetings held/ quartely
monioring reports

prepared in time / Joint
Coordination

Committee meetings
held at least once

ayear / Self-
assessment reports
prepared prior to the

J i t E l ti

5 The Project
is managed
properly.

4 Recommen
dations are
developed
for future
implementat
ion of CBFM
for
submission
to the
Secretary of
DENR.
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１－１ 調査の目的 

 本調査は、技術協力プロジェクト「フィリピン地域住民による森林管理プログラム強化

計画」の案件形成最終段階として、以下の目的のために実施した。 

（１） 第１回事前評価調査に引き続き、プロジェクトの枠組みにかかる協議・調査を行う。 

（２） 討議議事録（R/D）とプロジェクト・ドキュメントの最終案を作成する。 

（３） プロジェクト立ち上げ準備を開始する。 

（４） 関係者間でプロジェクトに関する共通理解を醸成する。 

 

１－２ 調査団員構成 

 

 

１－３ 調査日程 

 

活動   月日 

福村(村落開発） 合原（ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘ
ｰ） 

飯田（協力計画） 滝（研修・普及） 堀（総括） 

1 1/28 水 移動（成田→バン
コク) 

  移動（成田→バン
コク) 

    

2 1/29 木 14:00 FAO アジア
太平洋地域事務
所との面談 

  14:00 FAO アジア
太平洋地域事務
所との面談 

    

3 1/30 金 11:00 RECOFTC と
の面談 

  11:00 RECOFTC と
の面談 

    

4 1/31 土 移動（バンコク→
マニラ) 

  移動（バンコク→
マニラ) 

    

5 2/1 日 10:30 フィリピン事務所との打ち合わせ     

担当分野 氏  名 現    職 

総括 堀 正彦 独立行政法人国際協力機構 森林・自然環境協力部

次長
協力計画 飯田 美奈子 独立行政法人国際協力機構 森林・自然環境協力部

森林環境協力課 職員 

村落開発 福村 州馬 株式会社 タック・インターナショナル 

アグロフォレストリー 合原 裕人 無所属 

研修・普及 滝 勝也 農林水産省林野庁森林整備部計画課海外林業協力室

研修係長 

第 1 章 調査団概要 
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6 2/2 月 09:00 JICA フィリピン事務所との打ち合わせ 
11:00 在フィリピン日本国大使館表敬 
14:00 環境天然資源省（DENR）表敬 
14:30 DENR との協議 

    

7 2/3 火 09:00 JBIC マニラ駐在員事務所との面談 
13:30 国家経済開発庁（NEDA）表敬 
16:00 在フィリピン日本国大使館との面談 

    

8 2/4 水 09:00～14:00 DENR との協議     

9 2/5 木 09:00 E. Guiang（Development Alternatives, Inc.)との
面談 
15:00 アテネオ大学 Environmental Science for Social 
Change との面談 
17:00 JBIC 辻氏との面談 

    

10 2/6 金 10:00 International Institute for Rural Reconstruction 
(IIRR)との面談 
14:00 フィリピン大学 College of Forestry, 
Environment & Natural Resources との面談 

    

11 2/7 土 09:00 P. Dugan 氏（JOFCA）との面談     

12 2/8 日 団内打ち合わせ     

13 2/9 月 10:00 Philippine Rural Reconstruction Movement (PRRM)
との面談 
13:30 DENR との協議 

    

14 2/10 火 11:00 USAID との面談 
14:00 GtZ との面談 

    

15 2/11 水 06:00 移動（マニラ→サン・フェルナンド) 
09:30 RegionⅢRENRO との協議 
午後 FSP サイト（Sapang Bato)視察 

     

16 2/12 木 07:00 移動（Angeles,     →San Jose, Tarlac） 
09:00 Tarlac 州 PENRO との面談 
09:30 FSP サイト（Balog-Balog)視察 

    

17 2/13 金 一般 CBFM サイト視察     

18 2/14 土 移動（  →サン・フェルナンド）     

19 2/15 日 団内打ち合わせ     

20 2/16 月 06:00 移動（マニラ→Orion，Bataan)  
08:00 Bataan 州 PENRO との面談 
11:00 FSP サイト（Mariveles, Bataan)視察 
15:00 PRRM の Orion sub-office との面談 

    

21 2/17 火 08:00 Bataan 州 Pilar CENRO との面談 
09:00 Bataan 州 Bilolo 市の CBFM サイト（田中ファーム）
視察 
14:00 移動（Bilolo→San Jose, Nueva Ecija 州） 

    

22 2/18 水 07:00 移動（→Bayombong, Nueva Viscaya 州） 
09:00 Nueva Viscaya 州 PENRO との面談 
10:00 Nueva Viscaya 州政府（Provincial Administrator)
ｇとの面談 
11:00 移動（→Cabarruguis, Quirino 州） 
13:00 Quirino 州 PENRO との面談 
14:00 GtZ Community Forestry Project in Quirino (CFPQ)
関係者との面談 

    

23 2/19 木 08:00 移動（→Don Mariano Perez, Quirino 州） 
10:00 CFPQ サイト（Don Mariano Perez）視察 
15:00 移動（→Solano, Quirino 州） 
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24 2/20 金 09:00 Nueva Viscaya 州 PENRO、マガット・カガヤン開発
調査担当者との面談 
10:30 PRRM Nueva Viscaya との面談 
13:00 ITTO プロジェクト視察（Buena Vista) 
14:00 移動（→San Jose) 

    

25 2/21 土 移動（→マニラ）     

26 2/22 日 団内打ち合わせ     

27 2/23 月 13:30 DENR との協議     

28 2/24 火 09:00 DENR との協議 
17:00 JICA フィリピン事務所打ち合わせ 

移動（成田→マニラ） 

29 2/25 水 団内打ち合わせ 

30 2/26 木 09:00 DENR との協議 
17:00 日本大使館との面談 

31 2/27 金 09:00 DENR との協議 

32 2/28 土 団内打ち合わせ 

33 2/29 日 団内打ち合わせ 

34 3/1 月 09:00 DENR との協議 

35 3/2 火 09:00 DENR との協議 移動（マニラ→成
田） 

36 3/3 水 団内打ち合わせ（プロドク作成）   

37 3/4 木 団内打ち合わせ（プロドク作成）   

38 3/5 金 09:00 DENR との協議   

39 3/6 土 RegionIII RENRO 訪問 資料整理     

40 3/7 日 団内打ち合わせ   

41 3/8 月 DENR との協議 10:00 事務所中
間報告 

DENR との協議 10:00 事務所中
間報告 

  

42 3/9 火 R/D 最終調整   

43 3/10 水 11:30 R/D 署名   

44 3/11 木 プロドク協議 移動（マニラ→成
田） 

  

45 3/12 金 プロドク協議     

46 3/13 土 資料整理 移動（マニラ→成
田） 

    

47 3/14 日 資料整理       

48 3/15 月 ＪＩＣＡ事務所
との打合せ；資機
材調査 

ＪＩＣＡ事務所
との打合せ；資機
材調査 

      

49 3/16 火 プロジェクト概
要説明資料作成 

プロジェクト概
要説明資料作成 

      

50 3/17 水 活動計画（ＰＯ
Ｐ）詳細の修正 

プロジェクト概
要説明資料作成 

      

51 3/18 木 活動計画（ＰＯ
Ｐ）詳細の修正 

活動計画（ＰＯ
Ｐ）詳細の修正 

      

52 3/19 金 ＪＩＣＡ事務所への報告、日本大使館
への報告 

      

53 3/20 土 調査団会計業務 資料整理       

54 3/21 日 資料整理 資料整理       

55 3/22 月 DENR（FMB）との
協議 

資機材および業
務費投入計画作
成調査 
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56 3/23 火 DENR（HRDS）との
協議、ＪＩＣＡ事
務所への会計報
告 

（調査終了）       

57 3/24 水 PRRM との協議、
MM・プロドク署名
のフォローアッ
プ 

        

58 3/25 木 RENRO との協議         

59 3/26 金 DENR（FMB）との
協議、Ａ１フォー
ムのフォローア
ップ 

        

60 3/27 土 資料整理         

61 3/28 日 資料整理         

62 3/29 月 RENRO(Region 
4-B)との面談 

        

63 3/30 火 資機材調査、FMB
との協議 

        

64 3/31 水 PRRM との協議、
MM・プロドク署名
のフォローアッ
プ 

        

65 4/1 木 RENRO の研修ニー
ズ調査視察、サイ
ト候補地視察（バ
ターン州） 

        

66 4/2 金 資機材調査         

67 4/3 土 資料整理         

68 4/4 日 資料整理         

69 4/5 月 DENR（FMB）との
協議 

        

70 4/6 火 RENRO との協議         

71 4/7 水 資料整理（比国祝
日） 

        

72 4/8 木 資料整理（比国祝
日） 

        

73 4/9 金 資料整理（比国祝
日） 

        

74 4/10 土 資料整理         

75 4/11 日 資料整理         

76 4/12 月 JICA プロジェク
ト「農民参加によ
る貧困層農地の
環境及び生産管
理計画」視察 

        

77 4/13 火 JBIC マスタープ
ラン実証調査会
議出席 

        

78 4/14 水 ローカル人材候
補者と面談 

        

79 4/15 木 RENRO との協議         

80 4/16 金 ローカル人材候
補者と面談 
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81 4/17 土 資料整理         

82 4/18 日 資料整理         

83 4/19 月 DENR（FMB）との
協議 

        

84 4/20 火 モデルサイト候
補地視察（サンバ
レス州） 

        

85 4/21 水 モデルサイト候
補地視察（サンバ
レス州） 

        

86 4/22 木 DENR（FMB）との
協議 

        

87 4/23 金 ＪＩＣＡ事務所
報告 

        

88 4/24 土 移動（マニラ→成
田） 

        

 

           

１－４ 主要面談者 

           

国家経済開発庁（National Economic and Development Authority: NEDA） 

JoAnne P. Tolentino Public Investment Staff 
Sheila M. Encabo  Agriculture Staff, Natural Resources Division 
Addnis P. De Los Reyes Agriculture Staff, Natural Resources Division 
Maria G. Fajardi  Project Monitoring Staff 
 

環境天然資源省（Department of Environment and Natural Resources: DENR） 

（1）本部（マニラ） 

Elisea G. Gozun  Secretary 
Renato A. Rueda  Undersecretary for Field Operations 
1) Foreign-Assisted and Special Programs Office (FASPO) 

Rafael E. Camat  Assistant Secretary  
Jesus Cariño  Supervising Project Development Officer 

2) Forest Management Bureau (FMB) 
Romeo T. Acosta Director 
Neria A. Andin  Assistant Director 
Domingo T. Bacalla Chief, CBFM Division 
Isabelita Austria  Networks Development Section, CBFM Division 
Nicanor Iscala   Program Support, CBFM Division 

3) Human Resource Development Service (HRDS) 
Adeluisa G. Siapno Director 
Rose Enriquez  Career Management Division 

4) National Forestation Development Office (NFDO) 
Gualberto Tortoza Director 
Elma M. Eleria  Technical Division Chief 
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（2）Region Ⅲ 
Regidor M. De Leon OIC, Regional Executive Director, Regional Environment and Natural 

Resources Office (RENRO)  
Ricardo L. Calderon Regional Technical Director for Forestry, RENRO  
Alfred Collado  CBFM Regional Coordinator 
Ricardo G. Lazaro Officer, Provincial Environment and Natural Resources  
 Office (PENRO)-Bataan 
Amado M. Villanueva Officer, Community Environment and Natural Resources Office  
 (CENRO)-Bagac, Bataan 
Ricardo R. Alarcon  Officer,CENRO-Pilar, Bataan 
Nenet Suguitan  CBFM Coordinator, CENRO-Pilar, Bataan 
 
（3）Region Ⅱ 
Roberto C. Apigo  Officer, PENRO-Nueva Viscaya 
William R. Calderon Chief, Forestry Sector, PENRO-Nueva Viscaya 
Herculiano Maulit  Officer, PENRO-Quirino 
Gordon B. R. Ignacio Officer, CENRO-Diffun, Quirino 
 
地方自治体（Local Government Units: LGUs） 
Edward J. Aleckts  Counselor, Municipal Government of Orion, Bataan 
Virgilio Tiongson  Provincial Administrator, Provincial Government of Nueva Viscaya 
 
住民組織（Peoples’ Organizations: POs） 
Emmanuel S. Gloria PO Representative & PRRM Board of Trustee, PRRM Sub-Office in 

Orion, Bataan 
Joe Clifford Artuz President, PO-QSEED, Quirino 
Emilio Sarac Representative, PO-DMPFMCI 
Herminia Sarmiento Secretary, PO-BICAS 
 
NGOs 
（1）Regional Community Forestry Training Center for Asia and the Pacific (RECOFTC) 
Vitoon Viriyasakultorn Head, Regional Services Program 
Cor Veer   Country Support Program 
Ronnakorn Triraganon Training Specialist 
 
（2）International Institute of Rural Reconstruction (IIRR) 
Scott Killough  Director, Regional Center for Asia 
Peter O’Hara  Coordinator, Community Forestry Project, Regional Center for Asia 
 
（3）Philippine Rural Reconstruction Movement (PRRM) 
Rosalinda M. Roy  Director, Technical Services Office  
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Crispin Q. Tria  Branch Manager, Bataan Branch Office 
Merlinda P. Calubaquib Branch Manager, Nueva Viscaya Branch Office 
 
（4）Development Alternatives, Inc. (EcoGovernance Project) 
Ernesto S. Guiang  Chief of Party  
 
（5）Enterprise Works Worldwide, Philippines 
Susan L. Naval  Program Officer 
 
大学 
（1）Ateneo de Manila University 
Peter Walpole  Executive Director, Environmental Science for Social Change, Inc. 
 
（2）University of the Philippines Los Baños 
Ramon A. Razal  Dean, College of Forestry and Natural Resources 
Juan M. Pulhin Associate Dean, College of Forestry and Natural Resources /Associate 

Professor, Department of Social Forestry and Forest Governance, 
College of Forestry and Natural Resources 

Domingo M. Ramirez Director, Training Center for Tropical Resources and Ecosystems 
Sustainability  

 
ドナー/国際機関 
（1）FAO Regional Office for Asia and the Pacific 
Patrick B. Durst  Senior Forestry Officer for Asia and the Pacific  

 
（2）USAID 
Jerry Bission  Chief, Office of Environmental Management 
Laurie De Fresse  Deputy Chief 
Oliver Agoncillo  Program Manager 

 
（3）GTZ 
Juliana Hinterberger Country Portfolio Manager 
Lothar Diehl  Staff 
 
在フィリピン日本国大使館 
石井 克欣  一等書記官 
 
JBIC マニラ駐在員事務所 
遠藤 真由美   駐在員 
Leah F.L. Peñarroyo Project Officer 
（JBIC コンサルタント） 
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辻 新一郎 Team Leader, JBIC Pilot Study on Participatory Control of Burning &  
Timber Pouching 

 
JICA フィリピン事務所 
中垣 長睦 所長 
高田 裕彦  次長 
小林 清人  所員 
Rey Gerona  In-House Consultant 
 
その他 
Patrick C. Dugan Senior Forestry Expert, Japan Overseas Forestry Consultants 

Association (JOFCA) 
Homer B. Bueno Executive Director, Community Forestry Foundation – Quirino,  Inc. 

(CFFQI) 
Sharon M. S. Paet Chief, Collaborative Planning, Managing and Capacity Development, 

CFFQI 
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第２章 CBFM 制度の現状 

 

２－１ CBFM の実施体制 

 

DENR は CBFM の実施体制を強化するため、Region レベルにおける CBFM 活動の総括として

RENRO 内に CBFM Office を創設した。DENR における CBFM 活動の主たる実施者はこれまで

CENRO、次に PENRO であり、RENRO の関与は薄かったが、今後 RENRO による管理を強化し、

現場から中央の政策レベルへのパイプを強化する方針である。 

  他方、DENR は森林行政に関する地方自治体との連携（地方自治体への権限委譲）も引

き続き強化するよう取り組んでいる。これまで DENR と地方自治体との連携は、各種文書で

合意されていたものの、実態は自治体や DENR 出先機関によってまちまちであった。これを

より統一化し、実施を促進するため、中央レベルの DENR 及び内務自治省（DILG）間で DENR

－DILG－LGU 間の連携を強化・制度化する覚書（Joint Memorandum Circular 2003-01）が

締結された。これにより以前から規定されていた National Steering Committee が発足し、

DENR、DILG、LGU の役割分担や連携の内容を協議するため、最低年 2回開催されることとな

った。 

このように CBFM の実施体制は、DENR 内で強化する方向と、自治体との連携（自治体への

権限委譲）を強化する方向が同時に存在しており、一部混乱が見受けられる。但し GTZ、USAID

などの欧米ドナーは、地方分権化は避けられない方向性であるとし、DENR ではなく自治体

を主たる支援対象とするアプローチを取っている。 

 

 

２－２ CBFM に関する法規・ガイドライン 

 

CBFM の実施を強化し、かつ手続きを簡略・整合化するため、1996 年に制定された CBFM

実施ガイドライン（DAO96-29）が改訂されようとしている。「新ガイドライン」の最終ドラ

フトでは、主に以下のような変更点が見られる。 

 

（１） 関連機関（特に DILG、LGU）との連携強化 

 1996 年の CBFM 実施ガイドラインでは、CBFMP における LGU の役割を「DENR と連携する」

としか規定していなかったが、新ガイドライン案では CBFM 活動の様々な局面で LGU の役割

を具体的に記している。更に連携すべき関連機関として研究機関や金融機関も追加してお

り、住民による CBFM 実施の総合的な支援体制を構築しようとしていることが伺える。 

 



－10－ 

（２） CENRO の権限強化 

 これまで CENRO は CBFM エリアを承認する権限を有していなかったが、新ガイドライン案

では 500ha 以下の CBFM エリアについて承認する権限を付与されている。これは現場強化や

手続きの迅速化を目指したものと見られる。 

 

（３） 計画策定の簡略化 

これまで PO は CBFMA 締結後、PO の活動の包括的な指針・計画を示したコミュニティ資源

管理計画（CRMF）、環境適合証明（ECC）申請書、年間作業計画（AWP）などを作成する必要

があった。しかし ECC の申請書作成には平均 2万ペソもの費用がかかること、AWP は毎年策

定する必要があることなどが、PO にとって相当の負担となっていた。新ガイドライン案で

はこの問題を改善するために、CRMF でもって ECC の申請書も兼ね、AWP は 5 年間の計画と

することになった。 

 

（４） 資源利用の推進 

CBFM エリア内での住民による資源利用については、資源利用許可証の発行に時間がかか

ったり、そもそも発行自体が停止されたりするなど、不安定な状態であった。そこで新ガ

イドライン案では資源利用をより確実にするため、新たに資源利用許可証の発行日数規定

（30 日に発行する規定）を盛り込むこととなった。 

 

（５） モニタリング・評価の強化 

 現行ガイドラインでは大きく CBFM 活動の１）準備段階、２）計画段階、および３）実施

段階に分けた指針が示されていたが、新ガイドライン案ではこれらに加え４）モニタリン

グ・評価段階の指針が記載された。DENR は FAO、ITTO などの支援のもと、モニタリング・

評価の指標（Criteria and Indicators: C&I）策定に取り組んでおり、モニタリング・評

価を強化していく姿勢が見受けられる。 
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第３章 政府、ドナー、NGO 等による CBFM に関する取り組み状況 

 

３－１ GTZ 

 

GTZ は Region II の Quirino 州でコミュニティ林業プロジェクトを実施した（Community 

Forestry Project in Quirino: CFPQ）。1988 年～94 年のフェーズ Iでは森林伐採契約が賦

与されていた地域で実施し、その経験を踏まえた 1994 年～2003 年のフェーズ II では、住

民の生計向上の重要性を意識した、コミュニティの組織化活動を実施した。特に 2001 年以

降は、住民組織の能力向上を中心に行った。活動は Quirino 州の 15 のバランガイで行い、

ＣＲＭＦ作成支援（７ヶ所）、ＡＷＰ・ＲＵＰの実施（３ヶ所）、植林（820ha）、農林道路

改補修、小規模金融といった活動を行った。技術支援に 870 万ユーロ、資金援助に 250 万

ユーロを支出している。 

コミュニティの組織化活動は、ＮＧＯに一任することはせず、政府職員、とりわけ、市

町の農業普及員など、地方自治体職員による実施を推進した。GTZ の活動の特徴としては、

地方自治体、特に市町政府を強く巻き込んだことといえよう。また、ドイツ政府金融機関

KfW と連携した DfNSIP（Debt for Nature Swap Initiative）によって、10 のサイトが債務

帳消しの代わりとして森林保護活動対象地に含まれた。対象地域は、前記 15 バランガイと

併せた計 25 サイト（GTZ の活動は、1 サイト１バランガイを基本としている）で、面積で

は州全体の 4分の 1にあたる 75,000ha になる。 

GTZ の支援は 2003 年に終了したが、活動の核として建設された研修所（CFPQ Training 

Center）が、地方自治体関係者や PO メンバーらで構成される委員会によって運営され、こ

れまでの活動を継続するとともに、DENR や地方自治体の研修などにも活用されている。 

なお、GTZ はこれまでの活動記録を CD に記録し、関係者に配布している。また、2006 年

には KfW と GTZ による合同評価が実施されることになっている。 

2003 年以降、GTZ は活動地をビサヤ地方に移し、Leyte 島で天然資源管理プログラムを開

始した。プログラムは森林管理・植林プロジェクト、沿岸地域海洋資源管理プロジェクト、

都市開発・環境管理プロジェクトの３つのプロジェクトで構成される統合的なものとなっ

ている。 

 

３－２ USAID 

 

2001 年 12 月から 3 年間の予定でミンダナオ島にて、環境管理プロジェクト（The 

Philippine Environmental Governance Project）、いわゆるエコ・ガバナンスのプロジェ

クトを実施している。パートナー機関は DENR（本省およびミンダナオ地方事務所）だが、
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プロジェクトの焦点は、地方自治体の環境管理能力の向上である。 

プロジェクトは森林保全、海洋資源管理、および固形廃棄物管理の３つのコンポーネン

トで構成されていて、森林保全に関しては、コミュニティによる森林管理によって不法伐

採の減少を図るとともに、住民に経済的インセンティブを提供して育林を推進している。

また、林産物の合法的利用を可能にならしめるために、認可システムの透明性の促進活動

を行っている。海洋資源管理分野では、保護区設置、漁獲制限、漁獲量と許認可の発行や

更新との関連付け、不法漁法の取り締まりなどによって、海洋資源の持続的利用を図ろう

としている。一方、固形廃棄物管理に関しては、取り扱い業者契約の透明性向上や、ゴミ

の分別や再利用に積極的な業者へのインセンティブを提供する活動を行っている。 

USAID はこのプロジェクト全体の管理運営をフィリピンのコンサルタント会社と一任契

約し、この会社が活動のすべてを実施、運営している。活動はミンダナオのほか、Nueva 

Vizcaya 州、Aurora 州、Quirino 州で展開されている。 

以上の環境管理プロジェクトのほか、2002 年５月から約２年半の予定で、天然資源管理

に関した法律面での援助（Legal Services for Communities）を実施している。この活動

は、1990 年以上実施してきた天然資源管理プログラムの一環で、フェーズ３にあたる。 

 

３－３ ITTO 

 

ITTO（International Tropical Timber Organization）は日本をはじめ、アメリカ、オ

ーストラリア、韓国など、77 カ国がメンバーとなっている国際組織で、1995 年から Nueva 

Vizcaya 州、Buenavista 地区の BUDAC(Federation of Vista Hills Kalong Kong, Kakilingan, 

Upland Farmers, Inc.)という PO 連合体に対して資金援助を行った。技術面では DENR も積

極的にかかわってきた。 

BUDAC のメンバーは 312 人で、うち 32 人が女性で、森林の広さとしては 177ha を管理し

ている。ITTO からの資金援助はすでに終了しているが、約 15,000 ドルの資金を所有してお

り、今後の活動継続のために支出する予定である。PO のメンバーで活動資金から給与を得

ているものはいないが、パトロール業務などに対する手当てとして、14 人のメンバーが月

1,300 ペソを受け取っている。 

現在、組織運営については、DENR、州政府、大学機関（Nueva Vizcaya State University、

St. Mary University）、NGO（Philippine Association for Cultural Development）など

が助言グループを構成し、BUDAC を支えている。 

 

３－４ PRRM 

 

PRRM（Philippine Rural Reconstruction Movement）はアドボカシーを主要活動とする

NGO だが、CBFM に関しては、ドイツの NGO（German Agro Action）やスペイン、オランダの
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NGO （NOVIB）から得た資金で、10 ヵ所で活動を実施した経験がある。DENR とは、Bataan

州、Nueva Ecija 州、Camarines Sur 州の３ヵ所、ミンダナオの１ヵ所で協力関係を持って

いる。JBIC－FSP との関連では、PO の能力向上分野の活動を担当実施した。具体的には、

保護地区の森林監視員の研修、生計向上事業の実施、マッピング作成方法の指導、参加型

計画作成の指導、といった活動を行った。 

Region III では、Bataan 州で、マニラ湾沿いの８町で海洋資源保全活動を展開している。

その中で、地方自治体以外に、国家警察や海上保安局とも協力している。そのほか、Bataan

州と Nueva Ecija 州で保健、生計向上、アドボカシーの活動、Zambales 州では地域保健活

動を実施した。また、Pampanga 州ではピナツボ火山噴火後の支援として、漁業活動支援を

1997 年から 2002 年まで行った。 

フィリピンの大手 NGO として知名度が高いが、自己資金確保の問題は恒常的に抱えてお

り、その解決策の一つとして、有機肥料、エコ・ツーリズムなどでの収益事業実施を検討

中である。 

 

３－５ IIRR 

 

IIRR（International Institute for Rural Reconstruction）は、調査研究、研修、出

版、開発プログラムの実施を通じて途上国の貧困削減を目指す NGO で、フィリピンに本部

を持っている。コミュニティ・フォレストリーの分野では、カナダの IDRC(International 

Development Research Centre)の資金援助を得て、2000 年から 3 年間、フィールド調査、

情報共有、そして政策アドボカシーからなるプロジェクトを実施した。フィールド調査に

おいては、2年間コミュニティの中に住み込み、参加型調査手法を使って、森林管理にかか

る問題点を学び、その結果をワークショップやインターネットでの情報発信を通じて、関

係者との情報や学びの共有を図った。プロジェクトの最終年、2002 年には森林管理にかか

る政策分析のフォーラムを開催し、その結果を出版している。また、そういった学びの結

果を反映させるものとして、政策決定者を対象とした国際研修コースを開発した。このコ

ースは、「コミュニティによる天然資源管理のための参加型アクション・リサーチ（PAR）」

の研修で、タイにある国際 NGO の RECOFTC（Regional Community Forestry Training Center）

と共同開発されたものである。 
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第４章 CBFM サイトの状況 

 

４－１ JBIC 森林セクタープロジェクト（FSP）サイト 

 

４－１－１ Pampanga 州 Angeles 市、Sapang Bato Watershed Rehabilitation Subproject 

プロジェクト地域は、Angeles 市の旧米軍基地の西側に隣接する場所で、現在は特別経済

区となっているクラーク特別経済区の一角を占めている。もともと豊かな森林があったが、

1991 年のピナツボ火山噴火と、その後の違法伐採のために、森林資源は激減したといわれ

ている。プロジェクト地域としては 2,247ha をカバーしている。 

Sapang Bato バランガイは Angeles 市の中では一番端に位置しており、市の中心部から８

キロ離れている。サイトへの道は火山灰地を削っただけの簡易道で侵食が激しく、1m 近い

溝ができている。集落の入る前に川があり車は川岸近くまでしか入れない。JBIC ローンに

より吊り橋がかけられ、そこから集落まで約 1km の急な山道になる。山道は人が通れるだ

けで家畜のそりも使えないため、集落への物資移動は人力に頼らざるをえない。人力だけ

の輸送手段は農産物出荷や今後期待される木材伐採の搬出にも困難を極める事が予想され

る。また雨季には通行が困難になるため、そこに住む住民は、雨季の間、低地への移動を

余儀なくされている。 

Sapang Bato バランガイには８集落があるが、このプロジェクトに参加しているのは３集

落の 265 世帯である。メンバーにはアエタ族が多く占めている。３集落の一つ、Adhuan 集

落には 162 世帯が住み、うち 78 世帯がメンバーである。全世帯のうち 84 世帯は最近移住

してきた住民である。 

サイトでは JBIC プロジェクトの支援で、1,300ha での植林のほか、800ha でのマンゴー、

サトイモ、トウモロコシ、パパイヤ、ジャックフルーツ、バナナ、カシューナッツなどの

アグロフォレストリーが行われている。しかし植栽は土壌侵食防止を何ら施していない斜

面に行っており、雨季の土壌流出、侵食が懸念される。熱帯地域での火山灰土壌は土壌粒

子が大きい、空隙が多いことから排水が良く根の生長も良いため優良な土壌とされる。し

かし、この地域のように新しく噴火した火山灰は有機質が乏しく土壌の物理性も安定して

おらず、少量の雨でもガリー侵食を起こしやすい。一見植物栽培には不適に思われるが、

被覆植物、テラス工法、等高線植栽など土壌流失に留意した農法を取り入れ、堆肥など有

機質を加えてやれば、多くの野菜、根菜、果樹に適した農地になる。今後、アグロフォレ

ストリーや植林地の持続的経営のため、このような農業技術導入が必要であろう。 

住民の主な収入源は、サトイモ、パパイヤ、バナナ、ヤム、サツマイモなどの農作物販

売、養豚、ヤギの育成、手工芸品の販売、およびプロジェクトから受け取る植林契約金で

ある。現在、PO の資産として中古トラック１台を所有しており、農産物運搬などに利用し
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ているが、悪路による農産物の損傷もあって、利益は期待されるほどあがっていないよう

である。また、販路が限られていることから、市場拡大について政府の支援を期待してい

る。プロジェクトでは、植林のパトロール員は、一人当たり月 2,000 ペソを受け取ってお

り、重要な収入源になっていた。 

 

４－１－２ Tarlac 州 San Jose 町 Balog Balog Watershed Rehabilitation Subproject 

プロジェクト地域はMaamotバランガイの２集落にまたがっており、カバー面積は2,700ha

である。PO は POEDAI（People’s Organization for Environmental Development Association, 

Inc.）で、1998 年 2 月に登録され、同年 12 月に CBFMA が締結された。2000 年には CRMF が

準備された。PO のメンバーは 521 人で、民族的にはイロカノ、パンパンガ、タガログ、ア

エタの４つの民族が存在している。各家庭では主に自家消費用にカシュー、パパイヤ、タ

マリンド、ギュウシンリ、カラマンシーなどの果樹やヤギ、豚、鶏、鳩などの家畜が飼育

されている。 

PO を対象とした研修としては、会計・簿記、リーダーシップ、苗床設置などについて実

施された。これまで 2,000ha が植林され、2000 年には更に 700ha が追加植林された。計 2,700 

ha の内訳は、ユーカリ、マホガニー、ナラ等などの植林 1,381ha、マンゴやパパイヤなど

のアグロフォレストリー300ha、ラッタン 420ha、竹 599ha である。マンゴーは 10m*10m 間

隔で間には野菜等を植えている。植林の生存率は 80％といわれている。 

PO の生計向上活動としては、米の売買、雑貨店運営、小規模金融などが実施された。JBIC

プロジェクトの支援は 2003 年 6 月で終了したが、現在も山火事予防パトロール活動は継続

している。パトロール員への手当ては POの貯蓄から支出されている。今後の活動としては、

養豚やラタンの加工販売、金融活動等を実施したいとのことである。なお、PO への支援は、

DENR が 2004 年 12 月まで継続する予定である。 

  

４－１－３ Bataan 州 Mariveles 町、Mariveles Watershed Rehabilitation Subproject 

プロジェクト地域は近くの Bataan 輸出加工区への水供給源である水源地で、経済的重要

性が高い地域である。2,000ha に広がるプロジェクト地域には３バランガイ・５集落があり、

2,234 世帯・10,598 人（1997 年）が居住している。 

PO の名称は Mariveles Watershed Farmers Association Inc.（MAWAFAS）で、1998 年２

月に SEC に登録され、同年 12 月には CBFMA が締結された。PO のメンバーは世帯を基準とし

ており、現在 168 世帯がメンバーである。入会条件は地域に居住していることで、100 ペソ

の入会金を払えばメンバーになれる。しかし、居住はしていないがその地域で農業に従事

している人たちもおり、PO は彼らにも入会を呼びかけている。メンバー168 世帯のうち、

29 世帯はアエタ族の人たちである。 

1998 年から 2003 年までに、ヤマネ、マンギウムアカシア、ナラ、カマバアカシアなどの

植林 1,034ha、マンゴー、ジャックフルーツ、カシューナッツ、カラマンシー、キャッサバ、
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サツマイモ、野菜等のアグロフォレストリー512ha、ラッタン 347ha、合計 1,893ha がカバ

ーされた。植林の生存率は 81％である。PO は生計向上活動としてティラピア養殖、サツマ

イモ生産、養鶏、小規模金融などに取り組んでいるが、まだ本格的な活動とはなっていな

い。PO によると、地域は道路が改善されればエコ・ツーリズムに適しているとのことであ

る。PO の役員会は月 2 回、総会は年 2 回開催されているとのことだが、現在、正当性を主

張する２つの役員グループの対立が訴訟問題に発展しており、PO 活動は停滞しているよう

である。 

2003 年 12 月で JBIC の支援が終了したあとは、DENR 予算によって 2004 年 6 月まで支援

が継続される予定である。 

  

４－２ 他のサイト 

 

４－２－１ Tarlac 州 Camiling 町、Papaac CBFM Project 

CBFM エリアは 484.67 ha で、Papaac バランガイの８集落が関わっている。地形的には標

高 150ｍ～600ｍのなだらかな丘陵地が多い。土地の侵食は特に報告されていない。Camiling

町からの距離は約 14 キロで、１年を通じて車両でアクセスできるが、道路の状態は良くな

く、農産物や木材の運搬は困難である。住民の生計手段は農業が中心で、主要作物の米、

野菜、とうもろこしの生産のほか、牛、豚、鶏、ヤギを飼育している。 

地域は元ISFサイトで、156人が CSCを得ている。一人当たりの所有土地は0.5～５haで、

大きくない。PO（Papaac Upland Farmers Association, Inc.）は 1985 年に登録され、共

有林の清掃やアグロフォレストリーを実施した。地域に住む約 160 世帯 900 人のうち半分

の世帯が POのメンバーになっている。残りの世帯も入会希望を持っているとのことである。

体が丈夫でやる気があり、50 ペソの入会金を払えばメンバーになれる。ミーティングは毎

月 1回、第一月曜に開催している。組織としての事務所は持っていない。PO の抱える問題

の一つは他地域から広がってくる火事が多いことである。 

 

４－２－２ Tarlac 州 Gerona 町 Gerona CBFM Model Site 

CBFM エリアは 162.80ha で、３つのバランガイが含まれている。もともとそれぞれのバラ

ンガイに PO があったが、2001 年に一つの PO、Calayaan, Mabini and San Agustin Upland 

Farmers Association として統合された。PO の略称は３つのバランガイ名から取った

CAMASAN で、現在の PO 代表は３つのバランガイの一つ、Mabini バランガイの長の父親が務

めている。副代表は３つのバランガイから 1名ずつ出している。メンバーは 130 人で、う

ち女性は 10 名である。メンバーは年 100 ペソの会費を納めることになっている。PO の統合

前の 1996 年ごろ、Mabini バランガイでは生活協同組合として発足し、Cooperative 

Development Authority にも登録されていた POの組織内で金銭を巡る問題が発生し、以来、

組織に参加することを好まない住民もいるとのことで、組織拡充に苦労しているようであ
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る。 

プロジェクト地域は、地形的には丘陵地が多く、道路など、アクセス条件は良い。PO は

これまでに通商産業省や地方自治体からさまざまな支援を受けてきており、その成果の一

つとして、質の良い炭を生産している。 

 

４－２－３ Pampanga 州 Magalang 町、Ayala ISF Project 

プロジェクト地域は Magalang 町から約５キロの距離にあるが、最後の３キロは悪路の山

道となり、徒歩以外では４輪駆動車かオートバイが必要である。プロジェクト地域はパン

パンガ平原の中央にそびえる標高 1,030ｍの独立峰、Arayat 山（休火山）を中心とする国

立公園の中に位置し、CBFMP の分類では保護区になる。保護区の広さは 3,758ha で、うち

650ha が CBFM 対象となっている。保護区には２町の８バランガイが含まれている。当該プ

ロジェクトのある Ayala バランガイには３つの PO があるが、連合体は形成していない。尾

根の反対側のバランガイでは 16 の PO が連合体を形成している。 

訪れた PO（Samahang ng mga Magsasaka ng Ayala sa Mataas na Lupa, Inc.）が管理し

ている地域は、保護区内の分類では多目的利用地区にあたる。1970 年代後半、山麓にいた

人たちが、不法に土地を占拠し、住み始めた。1979 年に Community Tree Farming Program

のもとで組織を結成し、のちに ISF を経て、2002 年には PO として正式に登録され、現在

CENRO の支援で CBFMA を申請中である。129ha が CBFM エリアとなる予定である。 

PO のメンバーは 107 世帯で、そのうち耕作地の近くに居住しているのは 20 世帯で、残り

は２，３キロ離れた低地から通ってきて、主に農業に従事している。大半の農地は果樹と

野菜を混植したアグロフォレストリーとなっている。主な植栽種はチーク、ヤマネ、マン

ゴー、ベニノキ、モクマオウ、バナナ、ジャックフルーツ、サントール、パパイヤ、タマ

リンド、トウモロコシ等である。炭焼きは自家消費用として地面に穴を掘って作る伏せ焼

きで行っている。各農園は概ね良く手入れされており、既にマンゴーなど収穫し市場に出

荷している。その他合計 10ha でトマト栽培も行っている。しかし、道路は未舗装の山道で、

運搬手段はＰＯリーダーの持つトラックのみであることなど市場出荷体制がよくない事か

ら、メンバーは農産物加工などの導入も考えている。 

2002 年には 129ha のうち 15ha を共有林とし、住民はバヤニハンと呼ばれる無償参加で作

業と植林を行った。マンゴー、ヤマネ、マホガニー等約 1000 本が植林されたが、コゴンの

生い茂る草地で生存率及び生長はあまり芳しくなく、生存率は 10％程度と観察された。共

有地に隣接する場所に 1910 年代に植林されたレインツリーの林地があるが、メンバーによ

って保護活動がされている。登山者の火の不始末やメンバーの失火により小規模な山火事

が毎年乾季に発生するということである。なお、苗木はリーダー（女性）が自宅で生産し

たものを寄付したとのことである。PO 用に小さな多目的ホールも建築したが、電線の設置

費用 4 万ペソについてはリーダーが負担した。DENR は共有林地の防火灌漑用水槽とパイプ

の材料費の一部（PO 負担 20,000 ペソに対し、CENRO 負担 5,000 ペソ）を提供したが、訪れ
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た時点では、パイプは完全には機能していなかった。 

自然公園には主に国内からツーリストが訪れるが、Protected Areas Management Board か

ら承認を得て、一人当たり 5ペソ（外国人は 50 ペソ）の入山料を徴収し、登山道整備も行

っている。しかし、入山料は DENR を通じて全額国庫に納められていて、PO の収入となって

いないとのことである。今後ＰＯではエコツーリズム振興を図り、現在ＰＯの事務所とし

て利用している施設などを整備して休憩所や土産販売による収入増加を期待している。 

 

４－２－４ Bataan 州 Orion 町、Bilolo CBFM Project 

プロジェクト地域には３町の３バランガイが含まれ、面積は計 350ha をカバーしている。

内訳は、Orion 町 Biolo バランガイ 90ha、Bagao 町 Parang バランガイ 110ha、Limay 町

Reformista バランガイ 150ha である。 

PO 名は Biolo Upland Farmers Association Inc.（BUFAI）で、メンバーは 74 人おり、

うち女性は 20 人である。74 人のうち、51 人が CBFM エリア内に CSC を取得している。PO と

して 1999 年 11 月、CBFMA を締結した。 

地域は林地で急峻地も一部あるが、バランガイの中心からは数キロに位置しており、年

間を通じて二輪駆動車両でアクセスが可能である。 

2002 年 12 月から 2003 年 8 月まで、CBFM 実証プロジェクトとして JICA より苗床作成、植

林（5ha）、アグロフォレストリー（5ha）、防火用具、事務所設置、研修(5 コース)について

資金援助を受けた。苗床ではヤマネ、オオバマホガニー、ジメリナ、ユーカリ、アカシア

などの苗を生産している。植林は契約ベースで、ヤマネとバナナを交互に 2m*2m を植栽し

ている。バナナは常緑なので防火用に植栽したそうであるが、ヤマネとの混植で帯状にな

っていないため防火に役立つかどうかは疑問である。なおサイトには樹齢 20 年近いマンギ

ウムアカシアの大木が谷筋などに散在しているが、これらは 1985 年頃に実施された ADB ロ

ーンによる植林の残存木で、大半は山火事で焼失したとのことである。現在共有地の植林

サイトには簡易式の火の見櫓と作業小屋が設置してある。地域内には柑橘類のプランテー

ションが散在するが、各メンバーが個別に管理して収益もそのメンバーに帰属すると言う

事である。 

 一方、DENR からは植林やアグロフォレストリー実施、ティラピア養殖、しょうが生産

といった生計向上活動への支援を得ている。また Orion 町当局からも、植林事業での支援

も得ている。 

 

４－２－５ Zambales 州 Botolan 町、Loob-Bunga CBFM Project 

プロジェクト地域には３つのバランガイ（Burgos、Poon Bato、Owaog）が含まれ、173.65ha

をカバーしている。PO は Bunga Resettlers Association といい、ピナツボ火山噴火の被災

者で構成されており、アエタ族の人が大半を占めている。 

メンバーは 85 人で、バランガイ別に見ると、Burgos43 人、Poon Bato37 人、Owaog5 人で、
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女性メンバーは 10 人未満である。Burgos バランガイについては全員が CSC（または CCFS）

取得者で、かつ PO のメンバーである。Poon Bato バランガイの場合は 470 余世帯のうちの

37 人（世帯）のみがメンバーだが、やはり 37 人全員が CSC（または CCFS）取得者である。

メンバーになるための入会金は 25 ペソ、年会費は 10 ペソである。 

主な収入源は農業と農繁期の賃労働だが、稲作は 1 期あたりの収量が低く、収入は少な

い。Burgos バランガイの場合、小学校から高校まで地域にあるためか、メンバーの識字率

は高いが、半数は町に下りたがらないという。メンバーの中には個人的にティラピアの養

殖をする人もいるが、全体的には収入を得る機会はかなり限られているようである。 

PO としての活動は、収入につながるようなマホガニーやアカシアの植林、果樹の植林、

換金作物栽培、そして採石を計画しているが、資金のメドが立っていない。 

 

４－２－６ Zambales 州 Palauig 町、Dampay-Salaza Tribal CBFM Project 

プロジェクト地域は Salaza バランガイの中の 105ha である。PO は４KD と呼ばれ、1999

年設立後、労働雇用省に登録されている。CBFMA は 2003 年 7 月に締結した。 

メンバーは 65 人（世帯）で、うち女性が 30 人である。また、13 人の役員のうち、7 人

が女性なので、女性が大きな力を持っている PO と言えそうである。しかし一方で、メンバ

ーだが活動に参加していないという人たちが約 40 人いるとのことである。この PO の内部

規則では、役員任期は 10 年と規定されており、役員任期としては長過ぎるといえよう。前

回の役員選挙は 2002 年に実施された。役員の会費は 100 ペソ、一般メンバーは 50 ペソで

ある。 

プロジェクト地域では 13ha にユーカリを植林したほか、ジャックフルーツ、カカオ、カ

ラマンシ、マンゴなど果樹の植林も実施した。今後は換金作物として野菜の栽培や根茎類

の栽培の実施を計画している。なお、現在は現金収入を得るため、地元で大量に入手でき

る竹を利用した、バーベキュー用の竹串作りが盛んである。 

 

４－２－７ Bataan 州 Orion 町、Community Based Coastal Resource Management Project 

フィリピンの NGO である PRRM が 1989 年より組織化を図っている地域住民による海洋資

源管理である。バターン半島はマニラ湾の入り口に当たり、以前は豊富な漁業資源に恵ま

れていた。しかし、マニラ首都圏の急激な人口増加、バターン輸出加工区の造成などによ

る海洋汚染、ダイナマイト漁法、近代的な漁具による過剰な漁獲で 80 年代から 90 年代に

かけて急速に海洋資源が枯渇してきた。住民が適切な管理を行う事により資源の回復を行

う事を目的としてこのプロジェクトが始まった。 

 プロジェクトに参加するオリオン町の 11 バランガイに漁業組合を設立して、海洋資源を

共同で管理育成するため規則や活動が実施されている。沖合には漁礁を設置した 1km＊

1.5km の禁漁区を設け、そこに立ち入ることも禁止して魚資源の回復を図っている。1985

年からはマングローブ植林に取り組み、わずか 1.4ha しか残されていない天然林から種子
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を採取して苗畑で苗木を育成している。これまでにこの地域に自生する 6 種のマングロー

ブ樹種により 6.5ha の植林を行ってきた。その他にも海草保護地区の設置、海岸の清掃な

ど海洋資源増加に取り組んだ活動を行っている。また、Bantay Dagat と呼ばれる海洋自警

団を設けて漁礁のパトロール、密漁の監視を行っている。 

 

４－２－８ Nueva Viscaya 州 Bayombong 町 

国際熱帯木材機関（International Tropical Timber Organization、ITTO）は「1983 年

国際熱帯木材協定」（発効 1985 年）に基づき 1986 年横浜に設立された国際商品協定機関で

ある。生産国 30 ヶ国、消費国 25 ヶ国及び EU の計 55 ヶ国及び EU が加盟する。加盟国で全

世界の熱帯林の約 75％、熱帯木材貿易総量の約 90％以上を占めている。熱帯林保有国の環

境保全と熱帯木材貿易の促進を両立させることによって、熱帯林を貴重な資源とする開発

途上国の経済的発展に寄与することを目的とする。 日本は最大の熱帯木材輸入国であり

ITTO で最大の拠出金を出資し、熱帯各国で様々な熱帯林保全や利用に関する研究にも多く

拠出している。 

フィリピンでもこれまで数例の実験実証を行っている。当 CBFM エリアにおいても

1995~1997 年に造林技術研究フェーズ１をサイト内の 177ha で実施した。フェーズ１では 4

種の造林樹種の植栽試験、ヤマネ、オオバマホガニーの 2 年間の生長量調査、土壌分析等

を行った。その後 1997 年 7 月より 2002 年 2 月まで第 2 フェーズとして地域住民による適

切な森林及び森林資源管理を行うことを目的として実施された。このプロジェクトに対し

て ITTO から 957,135$の資金援助を行い、フィリピン側は 43,800$を負担した。ITTO 資金の

多くはイトーヨーカ堂からの寄付で賄われている。 

 プロジェクトサイトは 3,000ha の CBFMA を取得した地域で、約半分の 1,500ha はフタバ

ガキ科樹種を主とした天然林、1,300ha はチガヤ等に覆われた草地であった。草地のうち

200ha を植林し、1,300ha をアグロフォレストリー及び牧草地として利用する、天然林は天

然更新を主体に質の向上を図るという計画で実施された。PO は 3 組織の連合体で 212 名の

メンバー、そのうち女性は 32 名で構成されている。PO の生計向上活動費としてプロジェク

ト予算から 30,000$が支出されている。PO では林地で採集した植物を利用した造花作り、

牛肥育を生計向上活動として行っている。 

 各メンバーは割り当てられた農地を独自に経営している。農地は斜面に石垣で補強した

テラスにヒマワリ、ナピアグラス、タイガーグラスで縁植栽をした SALT である。バギオビ

ーンズ（ササゲ）、ニンジン、ラッカセイ、サツマイモ等野菜を主として植えつけている。

周囲にはアボカド、ジャックフルーツ、ザボン、ココナッツ、ラタン等の果樹、特用林産

物を植栽したプランテーションも点在する。 

 天然林の残る林地でエリアはフィリピンにおいても最良と言える土壌である。植林木、

果樹の生長だけでなくフタバガキ科の天然更新も 5年で樹高 8m に達するなど大変良い。第

1フェーズ以来 100ha のヤマネ、オオバマホガニーを植林しており、既に林冠が閉鎖して間



－21－ 

伐の時期に来ている。既に DENR 担当者により調査が開始されているが、伐採許可取得に時

間を要するのが問題である。また、間伐費用の捻出および間伐材の利用についても具体的

な計画がなく、今後住民による管理に移行した場合の課題でもある。 

 

４－２－９ Quirino 州 Don Mariano Perez 

GTZ の支援により行った CBFM プロジェクトである。CBFM エリアは 3,535.43ha、人口 1,010

人、5 つのシティオからなる。海抜は最高 1,100m、最低 180m、PO 事務所は 620m の位置し

ている。フタバガキ科を主とした天然林に恵まれ、地区までの山道沿いにも胸高直径 1m に

迫る大径木や木性シダも多く見られる。住民はベンゲット州のダム建設により移住してき

たイロンゴットと呼ばれる山岳民族である。住民は長老を頂点とする伝統的統治が残って

おり、住民間の問題解決には大きな役割を果たしている。農地や森林資源利用にも彼らの

伝統的な取り決めがあり、森林管理を進める上で重要な要因である。住民間では農地での

火の使用禁止、豚や牛などの家畜の放牧禁止などを決められている。実際村を歩いても豚

や牛は全て繋がれており、農地への侵入を防いでいる。また、クワズイモの一種の茎を煮

てから豚に与えるなど森林資源も有効に利用している。 

住民は各家族で農地を開いて利用している。元来高地民族である彼らは棚田作りの技術

を有しており、緩斜面に棚を開き、沢水を上流から導く灌漑路の整備、美観と土手の補強

を兼ねた観葉植物ドラセナを植えるなど見事な棚田を形成している。フィリピンでも最も

新しいライステラス、そして赤米や伝統的品種を無農薬で栽培していることなどマーケッ

ト戦略をうまく考えれば市場価値の高い農産物としても有望である。 

家の周りにはグアバ、ジャックフルーツ、マンゴー、ココヤシ、ザボン、ポンカン、バ

ナナ、カラマンダリン（カラマンシーとミカンの交配種）、コーヒー（ロブスタ種、アラビ

カ種、エキセルザ種）ビンロウジュなどの果樹、サツマイモ、ハヤトウリ、サトイモ、ガ

リヤンと呼ばれる大型のサトイモなどの野菜が植えられている。天然林の残る地域で土壌

は肥沃で、年間通した降水があり、標高も高い事から多くの果樹に適した地域である。 

 農産物は村に来るジープに乗せて麓の仲買業者に売却するのが一般的である。しかし、

村からバヨンボン市内までは悪路で車でも 2 時間以上を要し、しかも雨季にはぬかるみで

通行できないこともしばしばであると言う。地域の特性を生かして、販売ルートの開拓を

行えば付加価値の高い商品を作る事も不可能ではない。例えば、現在生産している 3 種類

の中で古い品種で稀少品になりつつあるエクセルザ種に統一し良質品のみを選抜する。そ

れを既述の赤米のように有機栽培・無農薬であることを強調し、バヨンボン市のバスター

ミナル（マニラと北部カガヤン州を結ぶ基幹道路である）で直販店を設けて土産として販

売する。あるいは市内にある GTZ により建設された CBFM の連合事務所がある研修センター

に直販店を設けるなど販路を作ることによってもマニラへの土産としても十分市場価値が

あるように思われる。この他にもゼンマイなどの山菜を乾燥品とすることで保存性と流通

性の向上も見込まれる。(村人の話では 3種類のシダ類が食用となるなど多くの山菜が利用
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されている。) 果樹でも標高と降水量を考えればライチー、リュウガンなど亜熱帯果樹の

栽培も可能であるので、今後市場価値の高い果樹の導入をすればより収入向上も見込まれ

るなど、有望な地域である。 
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